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　　　序章　　　新しい道を君と







「おはよう」

　清涼感のある声が聞こえて、俺おれは顔を上げた。

　朝の通勤通学ラッシュの終わりかけの時刻。

　まだまだ人の多い駅前で、俺たちは待ち合わせをしていた。

「おー、おはよう」

　目の前には、春の陽気に吹き込んだ一陣の涼風のような雰囲気をまとった一人の女の子。

「待たせてしまって、申し訳ない」

　始業日だから一緒に。ということで決めた待ち合わせの時間までは、あと十分ほどの余裕があった。それでも俺の目前に立った女の子、高たか瀬せ涼りようはこうして律りち儀ぎに頭を下げる。

「いいよいいよ。まだ十分前なのにそんな丁てい寧ねいにされたら、遅刻なんかした日には土下座しちゃうよ、俺」

　申し訳なさそうにしている高瀬に、俺はできるだけ砕けた言い方で続ける。

「そうなると、お互いどんどん来るのが早くなって、最終的には前日から電信柱の陰で張り込む形になっちゃうぞ」

「ふふ、そうだね」

　すると高瀬は、わずかに首を傾かしげて微笑ほほえんだ。

「ありがとう、桜さくら井い君」

「おっ、おう。ほら、行こうぜ」

　フォローしたことを真正面から感かん謝しやされてしまった。ちょっと恥ずかしくなって、俺は先を促うながすことにした。

　こういう時、高瀬は本当に真まっ直すぐに視線を向けてくる。

　その涼しげな外見と、決して多くはない言葉数によって作られるクールなイメージ。そこに垣かい間ま見みえる温かな視線とのギャップに、なんだか照れてしまう。

　まあ……俺は、高瀬のそんなところが好きなんだけど。

　順番に改札を抜けた俺たちは、二人並んで電車の到着を待つことにする。

　すると突然、ふわりと巻き上がるような風が吹いた。春らしい、柔らかくも強い突風だった。高瀬は長い黒髪が広がってしまわないよう、耳元に触れるようにして髪を押さえ、目を閉じる。

　その横顔を、見つめながら思う。

　こうやって高瀬と一緒に登校する日が来るなんて、想像もしなかった。

　つい半年くらい前まで、俺おれと高たか瀬せは言葉すらまともに交かわしたことのない、一同級生にすぎなかった。それが進路希望の提出が遅れたことで話すようになって、一緒に勉強したり、遊んだりするようになって、一度は離れそうになったけど……今はこうしてそばにいる。

　散々悩んで七転八倒した結果、俺が選びたどり着いた進路は、この不器用で優しい女の子の隣となりにいるというものだった。

「こうやって一緒に登下校できるのは……いいな」

「ん？」

「その、桜さくら井い君とは授業が始まっても、一緒に帰ったりできるといいなと思って」

「授業の終わりの時間次第だろうけど、それくらいこれからいっぱいできるよ」

「うん。良かった」

「そういえば高校の時も一緒に帰ってたもんな」

「そうだったな。やはり私はこうして一緒に歩くのが好きだ」

「じゃあ今度は待ち合わせて一緒に帰ろうか。夕方頃ごろとかに電車で一緒に帰るのとか、なんか大学生っぽくて良いよな」

「うん、楽しみにしてる」

「そうなるとますます遅刻しないよう気を付けないと……」

「そうだね」

　そんな新学期らしい会話をしていると、目的の電車がやってきて、俺たちは順番に乗り込むことにする。

　電車内は、混んでいた。

　ラッシュのピーク時には多少遅いくらいの時間だったけど、それでも隣の人の体はすぐ目の前にあり、車内を移動したりはできないくらいの混みようだ。

「高瀬、もう少しこっちに寄りなよ」

「う、うん」

　動き出した車内で、二人の距離が開きすぎてしまわないようにそう呼びかけると、高瀬は辺りを気にしながら一歩分、俺の方に体を寄せた。

「おっと」

　その瞬しゆん間かん、電車が大きく揺れて、高瀬がわずかに体勢を崩した。

「大丈……夫？」

　気が付けば……艶つややかな黒髪に覆おおわれた小さな頭が目の前にあった。

「……うん」

　高瀬は顔を下げたまま答えた。

　理由は簡単だ。さっきの揺れで俺たちはほとんど抱き合うような形になっている。それが恥ずかしいんだろう。だって……俺もそうだし。

　しかも、高たか瀬せがこっちに寄った分の隙すき間まはすでに埋まってしまっていて、高瀬も戻るに戻れない状態だった。

　高瀬から香る石せつ鹼けんの匂においが心地ここちいい。けど、このままじゃ気恥ずかしい……な、何か話を続けた方がいいよな？

　そう考えるも、何かを話すには距離が近すぎて、普通に話しかけたらうるさいだろうし、かといって小声にするのはなんか余計に恥ずかしい。

「だ、大丈夫？　苦しくない？」

「う、うん……」

　だから車内で俺おれたちが交かわした言葉は、これだけだった。

　結局俺たちは、そのままお互いの息いき遣づかいが聞こえそうな距離を保ったまま、目的の駅に着くのをただただ揺られながら待つしかなかった。

　そのまま数駅ほど進んで、長いような短いような電車移動の時間が終わる。

　吐き出されるようにして電車を降りると、ようやく一息吐つくことができた。

「その、申し訳ない……ずっと支えてもらうような形になってしまって」

　申し訳なさそうに言う高瀬の顔はどこか上気しているように見えて、ようやく解放されたはずの恥ずかしさが一気に戻ってくる。さらにここは幹線駅で、降車した人たちの視線を否いや応おうなく感じてしまう。

「いっ、いいよ。なんか高瀬と触れ合えておいしい感じだったし」

　って、もっと恥ずかしくなりそうなことを言ってどうする俺っ！

　ああもうっ、なんか訳が分からなくなってきた。

「あっ、で、でも、私ではほとんど得にはならなかっただろう？」

　たぶん、同じように思考が混乱してしまっているのであろう高瀬も、自分の胸元を見ながらそんなことを言った。

「えっと……その」

　き、軌道を、会話の軌道を修正するんだっ。

「そ……んなことない……かな？」

「こ、こらっ」

　来るっ。

　ぺしっ、と高瀬の必殺チョップが俺の頭部に決まった。

　よ、よしっ。なんとか軌道修正できそうだぞ。すかさず俺はちょっとふざけた感じに切り替える。

「でも、俺としてはやっぱり高瀬の華きや奢しやなスタイルが好きだから、ラッキーだったよ」

「も、もうっ」

　続いてもう一発もらうと、高瀬はちょっと唇をとがらせながら歩き出した。

　真面目まじめなヤツからおふざけな感じへと、軌道修正は無事に成功したみたいだった。ホームの片かた隅すみで朝っぱらから赤面し合ってる男女なんていう状況は、ちょっと嬉うれしい反面、その数倍恥ずかしい。

　高ぶったままの鼓動を落ち着けるために大きく一つ息を吐いてから、俺おれは先を行く高たか瀬せのあとを追いかけ隣となりに並ぶ。

　高瀬は基本的に真面目だから、話した内容をそのまま受け止めて返そうとする。だからもし恥ずかしい感じのことを言ってしまうと、同じように恥ずかしい感じで返される。こっちが何かしらで崩さないとどこまでも恥ずかしくなってしまう。

　……うん、気を付けないとな。

　正直、恋人同士の距離感なんてものはよく分からない。

　高瀬は決して饒じよう舌ぜつな方ではないから、こんな風にただ無言で歩くだけなんてこともある。

　それでも、少し前を歩く高瀬の姿を見ると、素直に今を喜ぶことができる。

「……高瀬と一緒で良かった」

　ぴたりと、高瀬の足が止まった。

　──しまった。

　つい今さっき気を付けようと決めたばっかりなのに、早くもあの赤面空気を発生しかねないような危うい発言を無意識に……。

　俺は、高瀬の斜め後ろからなんとか表情を確認しようとしきりに目を動かす。足を止めたくらいだし、間違いなく聞こえてるんだろうけど、それでも聞こえていないことを切に祈りながら。

　しかし、長く艶つややかな髪の隙すき間まから見える耳が、赤くなっていた。

　これは……振り向きざまに高瀬カウンターが来るぞっ！

　回かい避ひ、回避だっ！　今だけは全力で回避しろ、今まさに生まれつつあるこの赤面空間をっ！

「よし、大学の入り口まで競走だっ！」

　俺はそう宣言して走り出した。

「えっ？」

　正直、訳の分からないことをやっているっていう自覚はある。高瀬も呆あつ気けにとられている感じだ。でも、それでも高瀬はついてきてくれた。

　訪れたばかりの春の陽ひは、優しく暖かい。ふんわりとした空気は肌はだ心地ごこちが良く、雨が降らなかったために長持ちした桜の花びらが、微風に乗ってはらはらと舞まい落おちてくる。その絵は鮮あざやかな青空にとても良く映はえていた。そして俺たちは進む──。




　──たどり着いたばかりの、この新たな道を。













　　　第一章　　　台風少女と長い夜







「皆さんもテニスやりませんかー！　青春の汗を流しましょう！」

　揃そろいの白いユニフォームを着た一団が、爽さわやかな笑顔で元気な声を上げている。

「映画を撮とりましょう！　映研は未来の大物監督を待っています！」

　その隣となりでは、映画研究会と書かれたＴシャツを着た人たちが、慣れない大声を精一杯になって張り上げていた。

　とにかく、キャンパスの入り口から校舎まで、こんな光景がそこかしこで展開されている。

　まるでお祭りみたいだ。新入生と見れば誰だれ彼かれ構かまわず声を掛け、それで色よい返事がもらえた時はすぐにでもキープできるように、少し離れたところで受け付け業務をしているのが見える。

　これがサークルの新入生勧誘合戦か……。

「テニスどうですか？　青春ですよ！」

　ちょっと大人な雰囲気を醸かもし出だした女子部員が、弾はじける笑顔でプリントを差し出してくる。

　受け取った手書き感満載のプリントを鞄かばんに入れようとすると、さらに色違いのジャージを着た女の子がのぞき込んできた。

「テニスだったらぜひうちにどうぞ！　なんと新入生はゴールデンウィークの合宿に無料で参加できちゃいますよ！」

「いやいや、テニスといったらうちでしょう！　麻雀マージヤン卓から行きつけの居酒屋まで揃っていて飽きさせませんよ！」

「何を言いますか！　テニスサークルといったらうちのフットサルチームが……」

「テニスサークルどんだけあるんだよッ！」

　あとテニスに関係ない誘い文句多すぎだろ！　俺おれは一応その場にいた全テニスサークルのプリントをまとめて受け取ると、鞄に押し込みながら早足でその場を抜け出した。

　でも青春の汗か……アイツがいたら真っ先に「女子とテニス！　最高ではないか！」とか言うんだろうな。俺は、未来から来ていた冴さえない顔をした俺のことを不意に思い出して、思わず苦にが笑わらいした。

　でもあれだな、地味な俺でもこれだけ声を掛けられるんだから、大学ってのはすごいところだなぁ。

　俺の肩掛け鞄には、もう容量ギリギリまでサークル勧誘のプリントが押し込まれていた。それも、運動系や文化系のサークルだけでなく、食べ歩きや散歩をするだけというサークルなんていうのもあって、本当に多種多様だ。

「いやー、参ったな」

　俺おれは苦にが笑わらいしながら振り返る。

「ってあれ、高たか瀬せ？」

　ついさっきまで一緒だったはずの高瀬の姿が見えない。

　あの高瀬がこんな短時間のうちに迷子に？　ちょっと考えがたい事態に困惑しながら、俺は辺りを捜して回ることにする。

　そしてすぐに、見るからにおかしなことになっている一団を見つけることになった。

「……まさか、あれって」

　各所で行われている勧誘合戦。その中に一つ、特に大きな人だかりができている。

　その中心にいたのが、高瀬だった。

　凜りんとした切れ長の瞳ひとみにスラリと高い背、長く綺き麗れいな黒髪を揺らして歩くその姿はとても美しく、どこか近寄りがたい雰囲気を醸かもし出だしている。それは大学のキャンパスでも変わらない。

　そこまではいつも通りなんだけど……。

　ただ、妙な気配だ。高瀬を取り囲む一団は、まるで好機をうかがいながらも周りをけん制するかのような、不ふ穏おんな空気を出し合っている。

「おーい、高……」

　俺が高瀬を呼ぼうとしたその瞬しゆん間かんだった。まるで俺の声を合図にしたかのように、今まで高瀬と微妙な距離をとっていた勧誘員たちが、一いつ斉せいに高瀬に押し寄せていく。

　なんだなんだっ？

「ねえねえサークル決めた？　まだだったらスノボしない？」

「スノボ興味あるならうちに来なよ！　うちは卒業生がペンション持ってるから冬は滑り放題だよ！」

「いやいやいや、スノボならうちがいいよ。サークル部室には最新ゲーム機が揃そろってるし」

「スノボならうちだよ！　年中バーベキューしてるから……」

　またスノーボードも多いな！　こんな春から秋まで何してるんだか分からないサークルがなんでこんなに乱立してるんだよ！　もう一つにまとめちまえっ！

「ねえねえ、ヨットとか興味ない？　海観みてるだけでも楽しいよ」「陸上とかどう？」「イベントサークルはどうですかー？」

　全方位を勧誘要員に囲まれ、怒ど濤とうの誘いを受ける高瀬は、どれから対応していいのか分からずに困ってる感じだ。

「ねえ、キミ名前はなんて言うの？」

「はい。高瀬涼りようといいます」

「涼チャンさぁ、学部は？」

「法学部です」

　……誰だれが『涼りようチャン』だよ、馴なれ馴れしいなこのヤロウ。

　高たか瀬せを囲んでいる勧誘員は、実に九割が男だ。しかもそのうちさらに七割が『推すい薦せん』みたいな軽薄な表情を浮かべてやがる。

　なるほど、あの馬ば鹿か面づらはこういう風にして生まれていくんだな。

　もはやサークルの勧誘というより、高瀬個人への質問に切り替わってるというのに、高瀬はその一つ一つに律りち儀ぎにも答えていく。

　……一方、俺おれの方はもう限界だった。

　どいつもこいつも高瀬にベタベタくっ付いてきやがって。

　ここは一つ、格好良く高瀬を救い出してやる！

　気合いを入れ直して、俺は高瀬を囲む人ごみをかき分けていく。

「いやー、綺き麗れいな子だなぁ」「うちに入らないかなぁ。あんな綺麗な子がいたら最高だよ」

　口々に高瀬評を語る先せん輩ぱいたち。

　……分かってないな。高瀬の魅力はその涼しげな綺麗さの中に潜ひそむ意外な可愛かわいさなんだよ！

「高瀬っ！」

「ああ、桜さくら井い君。遅れてしまってすまない」

　その瞬しゆん間かん、水を打ったように静まり返る勧誘員一同。

　この状況下で高瀬の口から名前が出るというのは、やはり特別なことなんだろう。高瀬への質問が止まり、集まった勧誘員たちの視線が一いつ斉せいに俺の方へと向けられた。

　……なにこの空気。

　でも、ここでバシッとカッコ良く高瀬を連れ出せば、俺の株もググッと急上昇だ。

　俺はちょっとクールな顔を作って、勧誘員たちを見回した。

　……うん。

　や、やばい、思ったより威圧感がすげえ。

　そこにいる全員が、「お前その子のなんなんだよ」という、敵視にも近い眼光を向けてくる。

　ま、負けるもんか。

　俺は、気合いを入れ直すために大きく息を吸い込み。ハッキリと言ってやる。

「すすす、すいません。いいい急いでるのでっ！」

　俺はいつのまにか大量のプリントを渡されていた高瀬の手首を取ると、そのままキャンパス内を走り出す。

「待てーっ！」

　しかし、勧誘員一団も負けじと後を追いかけてくる。なんだよこれ必死すぎだろッ。

「ぜ、ぜひうちのサークルに！　三か月でいいからっ。今なら洗剤に野球のチケットも付けるからぁ」

「新聞の勧誘かよっ！」

「待てー！　せめてうちのサークルの話を聞いてから行けーっ！」「スキューバやろうぜ！　水着姿が見たいんだっ！」「俺おれと付き合ってくれッ！」「今日の下着の色は何色かな？　ふひひッ」

「何人か自分の欲望に正直すぎるヤツが交じってんぞ！」

　追いかけてくる勧誘員軍団から、俺たちはキャンパス内を必死になって逃げ続ける。高たか瀬せの手から滑り落ちたプリントが、追いかけてくる勧誘員の顔にバサバサとぶつかっていた。

　そうして俺は高瀬の手を引いたまま、校舎のエントランスホールへと逃げ込んだ。

　勧誘員たちもさすがに諦あきらめたのか、ここまでは追いかけてこなかった。ようやく一息吐つく。ここならさすがにもうあんな事態にはならないだろう。

　校舎内は、まだ始業日だというのにたくさんの学生が入り乱れて賑にぎやかだ。見ればサークルの広告がそれこそ掲示板という掲示板を埋め、余所よその広告の上に競い合うように貼はられている。まるでカジュアルなオフィスビルのような造りのエントランスホールは、四階までの大きな吹き抜けになっていて、各所に設置された大型のモニターには、教務課からの連絡事項なんかが表示されている。そしてその一角にはたくさんのレザー張りの長イスを配置したラウンジがあり、学生たちが談笑していた。洗練された印象のために、その乱雑に貼り付けられた広告が余計に目立っていて、何だか面おも白しろい。

　高校までは見られなかった、めずらしい光景だ。

　これだけ派手に広告の貼り合いが行われてるのに声を掛けられないっていうことは、もしかしたら校舎内での直接的な勧誘行為は禁止されてるのかもしれないな。

「はぁー。すごい勧誘合戦だったな」

「あ、ああ。あんなことになるなんて想像もしなかった」

　苦にが笑わらいする高瀬の手には、あのわずかの間でそれこそちょっとした雑誌が作れるほどのプリントが握られていた。

「…………」

　なぜか、高瀬は恥ずかしそうに目を伏せた。

　高瀬の視線を追うように、俺も視線を下げていくと……高瀬の手首をつかんだままでいる俺の手が見えた。

「あっ、ご、ごめん」

　慌てて手を放すと、高瀬は小さく首を振ってからその視線を上げる。

「い、いや。助けてくれて、ありがとう」

　未いまだ頰ほおに赤みを残したままの高瀬、その涼しげな目が優しく細められる。

　……やっぱり、高瀬は可愛かわいいなぁ。

　クールな面持ちから一転して優しくなる表情。その落差から目が離せない。

　あ、そうか。

　そうして俺おれは思い至った。

　あの高たか瀬せを取り囲んでいた勧誘員たちの妙な距離感と空気は、声を掛けたいけど掛けられないっていう状況だったんじゃないだろうか。知らない人から見れば、高瀬がああやって一人で歩いているとその綺き麗れいで凜り々りしい雰囲気もあって、話しかけるには結構な勇気が必要になる。

　全員が「お、お前行けよ」状態だったわけだ。

　そこに俺が声を掛けたもんだから、均きん衡こうが崩れて一気に勧誘が殺到したってところだろう。

　……うーん。下手へたに声を掛けない方が、あっさりと校舎までたどり着けたかもな。

　今日の高瀬は、見目も爽さわやかな桃色のカーディガンにプリーツスカート、そしてその脚線美を際きわ立だたせるハイソックス。そして胸元には王冠形のピンバッジというお嬢じよう様さまスタイルだ。どんな格好でも着こなしてしまうであろう高瀬だけど、それでもその涼風のような雰囲気は変わらない。

　それにしても、大学にはあの馬ば鹿か面づらみたいなのがウヨウヨしてるんだな。これは気が抜けないぞ。

「あー、寿ことぶきとかも今いま頃ごろ新入生やってるんだろうなー」

　騒さわがしい勧誘騒そう動どうを目の当たりにしたせいか、不意にバカで元気な元同級生のことを思い出して、俺はそんなことを口走った。

「ゆかりちゃんはもうたくさん友達ができていそうだ」

　高瀬はさっきまで手をつないでいたせいか、まだほんのりと赤い顔で笑った。「皆どうしてんのかな……昔の友達なんかも大学生やってたりするって考えると、どうしてるのかちょっと気になるよな」

「……うん、そうだね」

　──高瀬はどこか寂しそうな、悲しそうな顔をした。

　ちょっと気になって高瀬の表情を横目でのぞく。やっぱり皆が高瀬を好きになってくれたあのクラスから離れたことは、今でも多少なりとも寂しいものなのかな。でも大丈夫、大学生活だって絶対楽しくなるから。

　そんなことを考えながら校舎内を進み、階段に差しかかったところでそこから先の方向が違うことに気付いて足を止めた。

「それじゃあ俺はこの階だから」

「うん。それじゃあ桜さくら井い君、また後で」

　初めて会った頃より少し表情豊かになった高瀬の自然な微笑ほほえみに、つい見み惚とれてしまう。

　……だから。

「やっぱり、高瀬と一緒で良かった」

　階段を上がっていくその後ろ姿にそっと告げる。何かと進路に悩んでいた頃からのことを思い出して、こういう恥ずかしいことを言ってしまうのは、実感したいからなのかもしれない。今という時を。

「……私もだ」

　その言葉はきっと、聞き間違えじゃない。階段を折り返した高たか瀬せ。一いつ瞬しゆんだけ見えた表情は、とても穏おだやかだったから。

　高瀬の色々なことをもっと知りたい、好きになりたい。

　なんだか慌ただしい朝だったけど、サークル勧誘にしろ一瞬の悲しげな表情にしろ、新たな環かん境きようはきっとまだ知らない高瀬の色々なことを教えてくれるような気がして、自然と教室へと向かう足を跳ねさせた。




　　　◆◆◆




　指定された教室に着くと、見慣れた黒板に席順が書かれていた。

　席には名前順に着くようで、俺おれは早々に自分の席を見つけて腰を落ち着ける。

「おお、高校の時とは席の感じが違うな」

　そこにあるのは木目の天板が付けられた定番の学習机ではなく、白いプラスチック製のこぢんまりとしたデスクと、背もたれが折りたためるタイプの木製のイスがセットで等間隔に据えつけられている。

　そう言えば黒板も上下二面をスライドさせて入れ替えられるようになってるな。

　こういう違いが大学って感じだよなぁ。

　そんなことを考えながら、俺は初めて使う教室を眺める。

「おっ、お隣となりさん。今日からよろしくなっ」

　すると、今まさに俺の右隣に腰を下ろした男子学生に声を掛けられた。

「お、よろしく」

　短い髪に愛あい嬌きようある顔つき、何とも話しやすそうな雰囲気の彼は、俺の方に体を向けて手を差し出した。

「俺は篠しの塚づか孝たかし」

「桜さくら井い真まさ人とな」

　軽く握手を交かわすと、篠塚は肩から下ろしたメッセンジャーバッグを開きながら続ける。

「いやー大学は華やかでいいねぇ。見たでしょ？　先せん輩ぱい女子の美しいお姿！」

「そうだなー。制服も良いけど私服も良いよなぁ」

　篠塚か、わかりやすくていいな。俺たちは早くも二人して妄想に花を咲かせる……。

　正確には俺が思い出してるのは先輩女子ではなく高瀬なんだけど。やっぱりあの華きや奢しやな肩を際きわ立だたせるカーディガン姿は最高だったなぁ。

「俺さ、今年こそ青春を謳おう歌かしてやろうと思うわけよ！　高校を男子校にしたのはマジで失敗だった。いや、もちろん男子校ならではの楽しさはあったんだけどさ、でも同じ空間に女子がいないってのはやっぱさぁ、寂しいよな！　青春といえば女子だよな！」

　俺おれは思わず破顔してしまった。半年前は誰だれかさんもそんなこと言ってたよ。

「まあなんだ、不純異性交遊学部には注意しとけよ。就職に弱いらしいぞ」

「なんだよそれ。おいおい余裕あるなぁ……まさか、お前すでに彼女持ちなんじゃないだろうな！」

　予想外の速度で席を立った篠しの塚づかは「白状しろー！」と、俺にヘッドロックを掛けてがくがくと揺さぶってくる。

「このやろー地味な顔してるくせにー」

「おいっ！　もう少しオブラートに包めよっ！」

　ぐらぐらと揺らされる視界の中では、各所で新たな同級生との挨あい拶さつが行われていた。

　そんな、どこか初うい々ういしさを感じる教室に、一人の女子生徒が入ってきて──。

　──その瞬しゆん間かん、教室から音が消えた。

　今まさに教室に入ってきた女子生徒を見て、おそらくクラスの全員が息を飲んだからだ。篠塚も俺の首元に回していた手をそのままに硬直している。

　彼女は太陽の光で染められたかのようにまばゆく上質なブラウンの髪を、ラインストーンをあしらったこれまた上品なカチューシャでまとめ、見るからに高級そうな素材で作られたブラウスの上に、光こう沢たく感のあるワンピースを重ねている。腰元が絞られたデザインのせいで細いウエストがとても目立つ。足元を飾る色鮮あざやかなエンジ色のミュールと腕に掛けられたバッグは、シックな白黒の衣装のせいでとても目を引くポイントになっている。
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　そして、そんな完かん璧ぺきな容姿に完全な装飾を施ほどこされた彼女に強い印象を付け加える、まつ毛をバッチリ決めた猫のような目。

　幼さを残した圧倒的な愛らしさからくる存在感は、一いつ瞬しゆんで場の空気を我が物とした。

　──まるで教室の中に一輪の大花が咲いたかのように。

　誰だれもが声を発せずにいた。

「はーい！　皆さんご入学おめでとうございまーす」

　止まったままの教室の時間を再び動かしたのは、おそらく担任というポジションになるであろう眼鏡めがねの教員の一声だった。

　話を聞けば予想通り、眼鏡の教員はこのクラスの担任とのことだった。ただ、大学ではクラスごとでのホームルームや行事なんていう物はほとんどなく、こうしてクラスで集まって話をするような機会は、語学などの授業や始業終業の時くらいのものらしい。その辺りも高校までとはずいぶんと違ってるみたいだ。

　続いて担任から諸注意や今後の手続きの説明が行われる。でも誰一人としてその内容を真面目まじめに聞いていた生徒なんていないと思う。

　教室中の意識が、視線が、俺おれの左隣どなりに集中していた。

「さて、それじゃあ皆さんには自己紹介をしてもらいましょうか」

　担任の言葉で、教室の空気がいよいよ期待に膨ふくらみ始める。

　そして新学期の定番である自己紹介が始まった。

　しかし、自己紹介をするために立ち上がる学生も、それを聞くために体の向きを変える学生も、一様に一度、彼女をのぞき見る。

　……皆の意識は、もう一人の女子にしか向いていない。そう、俺の左隣に座っているこの金ぴか女子だ。誰もが彼女に興味を寄せていた。

　しかもそれを皆が理解しているみたいだった。冒頭からいやに淡々とした自己紹介が続いていく。それこそエースに早く順番を回そうとする運動部のように。

　そして十一番目。いよいよ皆が待ちわびた瞬間がやってきた。もはやオーラと言っていいほどのまばゆさをまといながら、彼女は立ち上がる。

　背中まで届く髪を一度払い、教室中の注目と興味を背負った彼女は口を開いた。

「……香こう坂さか伊い織おりです」

　少し鼻に掛かった高めの声で淡々と言い放つと、香坂と名乗った子はそのまま席に着こうとする。

　それだけのことでも、そのかすかにクセのある声色がその可愛かわいさをさらに演出していて、教室のそこかしこから感嘆のため息が上がっていた。

「せっかくだから趣味とか、どこから来たのかとか、付け加えたいことはありませんか？」

　緊きん張ちようで上手うまく自己紹介ができないんだ。と、考えてのことだろう。担任はそんな助け舟を出した。

「いえ、特にありません」

　しかし香こう坂さかはすげなく答える。

「そうですか……それじゃあ質問とかを受け付けましょうか」

　おそらく勘違いしたままの担任がそう言うや否や、まるで待ってましたとばかりに教室中から質問の声が上がり始めた。

「高そうなバッグだけど、いくらしたの？」「どこかの雑誌とかに出てたりする？　もしかして芸能人とか？」「サークルはもう決めた？」「どこから来てるの？」「今日の下着は何色？」

　男女入り乱れての質問合戦が始まった。ていうかこのクラスにも一人自分の興味を隠せてないヤツがいるな……。

　すると香坂は、そんな質問攻めの中でぽつりと声を上げた。

「……一つだけ良いですか？」

　クラスの全員の意識が一気に香坂へと集中する。ここまでのやり取りでは、香坂の人間性についてはまったくと言っていいほど伝わっていない。だから、今から語られるその『一つだけ』が、香坂伊い織おりのパーソナリティを知る、最初の言葉になる。

　でも、それがどんな内容でもきっと好意的に捉とらえられることだろう。

　それはさっきの質問攻めでも分かる通り、この圧倒的な輝きを放つ香坂伊織という子は、すでにこのクラスにおいてアイドルのような存在になってしまっているのだ。

　だから、ただただ、香坂の言葉には期待だけが向けられた。

「これからはそうやって……」

　それにもかかわらず、香坂は急にそのバッチリまつ毛に飾られた目を、天敵を威い嚇かくする猫のように鋭するどくした。……そして今日の最大風速は、この瞬しゆん間かんに観測された。




「──気安く話しかけたりしないで」




　そう言い放ち、香坂伊織はすべての期待を裏切ってみせたのだった。

　な、なんだこの子。

　再び静まり返る教室、重くなる雰囲気。もはや何を言っても葬式で言う冗談みたいにしか聞こえないであろうひどい空気が、教室中を埋め尽くした。

　さすがにこんな事態は過去にもなかったのだろう、担任でさえ言葉を失っている。

　……マジかよ。

　こんな惨状を前にして、俺おれはただうなだれるしかなかった。

　なんでこんなことになってしまったんだ？

　台風のように強烈な風が吹いたあと、残された重い空気の中で思う。

　えーとさ……このあと自己紹介するの、俺なんだけど……。




　　　◆◆◆




「いやー、あの時の自己紹介、俺の番じゃなくて良かったー」

　篠しの塚づかは「セーフ」と両手を開いてアピールしてきた。ちっ、こいつめ。

「彼女がいるヤツには相応ふさわしい罰が与えられるべきだよな。やっぱ」

　篠塚は楽しげに笑ってみせる。

　一体どんな罪を犯したと言うんだ、俺が。

　もちろん、香こう坂さかという通ったあとには閑散とした荒野しか残さない台風が吹き荒れた直後の自己紹介は、裁判におもむいた被告人みたいな空気の中で行われた。

　基本的なプロフィール（出身高校とか趣味辺り）を言って席に着こうとした時に、あの何一つボケてないのにスベッたあとみたいなまばらな拍手を受けるはめになったことは、しばらく忘れられそうにない。

「でも篠塚も俺の次だったわけだし、わりと空気悪いままだったけどな」

「まあなー。それでもワンクッションあるだけで全然違うよ」

　あっはは。と、篠塚は笑う。

　ちなみに俺たちは今、学校の最寄り駅に隣りん接せつした、まさに集合場所にうってつけな感じの小さな広場に集まっている。時期的に他ほかのクラスやサークルもここで待ち合わせをしているらしく、似たような小集団がいくつも見られる。どこかに紛れ込んでもばれなさそうなほどだ。

　今思い出しても悲しくなるあの自己紹介から数日、うちのクラスは早くもクラス会を開くことになった。香坂の前の生徒は早送り、香坂のあとの生徒は逃げるように自己紹介をしたもんだから、ここで自己紹介のやり直しを兼ねようという感じだろう。

　もちろん、高校時代までとは違って同級生たちとの決して多くはないという交流の場になるわけだから、今後の学生生活の盛衰に関かかわる重要な機会と言っていいだろう。

　なんとか同級生たちの顔を覚えられるといいんだけど。今日は少しがんばってみよう！

「それにしてもさ、ホントに香坂のあの態度って感じ悪かったよね」

「そうそう、たかが学校に来るのにあんな高いバッグ持っちゃってさ、趣味悪くない？」

　早さという点では、ご覧らんの通り香坂の悪評の席せつ巻けんぶりも凄すさまじかった。

　男子はほぼ全員が「あまり関わらないでおこう……」くらいの感想だったのに対して、女子勢の「なんなのアレ！」で一致団結していく様は、ガラスの割れる映像を巻き戻していくかのような恐ろしい収束感だった。これだけ見事な手のひら返しを、俺おれは初めて見た……。

　女子って怖い。

「それじゃあそろそろ行っちゃいますか！」

　幹事らしき男子生徒の声が上がって、いよいよ動き出そうとする同級生一同。

　しかし、和気あいあいとしていた同級生たちの間に、緊きん張ちよう感かんのある声が通り抜けた。

「ね、ねえあれって……」

　全員が、声を上げた子の言葉の意味に一いつ瞬しゆんで気が付いた。

　人通りの多い駅前広場。金ぴか女子はそのオーラで人波を、いや、人波の方が勝手に割れていく。

　モーゼかよ……。

　香こう坂さか伊い織おりは、手入れの行き届いたブラウンの髪をしなやかに揺らしながら、教室で見せた猫のような目をして、他ほかの集団を突っ切るようにしながら真まっ直すぐにこの集合場所へとやってくる。もちろんその腕には、今まさに女子たちが趣味悪いと評していたバッグが掛けられていた。

　間違いなく、この集まりに合流するつもりだろう。

「……誰だれよ、アレ呼んだの」

　誰かが小声で漏もらした。

「あ、わ、私です」

　そう言って小さく手を上げたのは、眼鏡めがねを掛けたおとなしそうな雰囲気の女子生徒だった。

　さすがにこうなってしまうと逃げ出すというわけにもいかないだろう、そのまま香坂の到着を待ってクラス全員が揃そろうことになった。

　幹事らしき男子生徒は、一同を引きつれて会場へと歩き出す。前方で早くも固まって話し始める一団と、その後ろに付きつつ、あらためて挨あい拶さつを交かわす者たち。そして俺と篠しの塚づかの後ろに香坂と、香坂を呼んだ女子が並んで進む形になっていた。

「あ、わ、私、藤ふじ宮みやゆき子こっていいます」

　こっそりと視線を向けると、藤宮さんは歩きながらだっていうのに、丁てい寧ねいにも頭を下げつつそう自己紹介して、遅れた分を小走りで挽ばん回かいするなんていうことをしていた。

「香坂さんってすごいですね」

「……なにが？」

　香坂はそんな藤宮の言葉に、さして興味なさそうに尋ねる。

「香坂さんって可愛かわいくて、キラキラしてて、でも格好良くて」

　対して藤宮さんは、憧あこがれの人物に念願かなって話しかけることができた。そんな、どこか必死さを感じさせる表情で続ける。

「私っておとなしいクセに結構雑なところがあって、髪とかもよく洗いざらしのまま寝ちゃうんです。あ、でも部屋とかは綺き麗れいにしてるんですよ」

　照れくさそうに告白した藤ふじ宮みやさんは、香こう坂さかとは対照的に小花柄のシャツの上にシンプルな無地のニットを重ねて、下は八分くらいの丈のチノにスニーカー、年季を感じさせる革製の鞄かばんを肩から掛けている。俺おれと戦えるくらい地味めな女の子だ。でもそれは決して悪い意味じゃない。

　遺い憾かんながら俺は『地味』で『普通』かもしれないけど、藤宮さんは『自然』と言った方がしっくりくる感じだ。

　でもすごいな、あんな自己紹介をぶちかました香坂に声を掛けるなんて。

　対して香坂は、少しの間視線を遠くに向け、一度目を伏せてから口を開いた。

「そういうの要らない。言ったでしょ、気安く話しかけないでって」

「あ、その、ごめんなさい……」

　そして二人の間に沈ちん黙もくが訪れた。藤宮さんはしょんぼりと肩を落としている。

　おいおい……今のはさすがにひどくないか？　ていうかここまで来ておいて話しかけるなって、一体何しに来たんだよ、お前は。

　藤宮さんが自分の良くないところを饒じよう舌ぜつ気味に話したのは、笑ってほしかったのもあるだろうけど、何より距離感を縮めたいと思ったからだろうに……。

　香坂の態度に怒りを覚えながら篠しの塚づかの方に視線を向けると、うなずき返された。

「うわっ、靴が脱げたっ！」

　すると右足の靴だけを器用に置き忘れて、篠塚はわりとワザとらしい声を上げた。

　話しかけるためのきっかけ作りなんだろうけど……またベタな手を使うなお前は。

「えっえっ？」

　苦にが笑わらい気味の俺に反して、藤宮さんは急なことに驚おどろきながらも置いていかれた靴を拾ってくれた。

「いやーありがとう。サイズが合ってないのかなぁ。あ、俺は篠塚孝たかし。よろしくね、藤宮さん」

「は、はいっ」

　俺と篠塚が歩調を落としたことで、並びが四人になる。俺は篠塚が靴を履はき直なおしてる間に藤宮さんに話を振ることにした。

「藤宮さんは実家から？」

「あ、いえ。田舎いなかから出てきて一人暮らしなんです」

「俺と一緒だ！　学校まで近いの？」

　すぐに篠塚が話を広げてくれた。これで沈んでた雰囲気を上手うまいこと持ち直したぞ。

「はい。近いんですけど、その分気が抜けて家を出るのが遅れがちになっちゃいます」

　藤宮さんが少し恥ずかしそうに答えると、篠塚は身を乗り出すようにして続ける。

「えーでもそういうのってなんか可愛かわいいじゃん」

「そ、そんなことないですっ」

　篠塚め、急にテンションが上がったと思ったらそういう目論もくろ見みもあったわけか。まったく抜け目ないな。

「……ふん」

　次々と質問を投げかける形で話を広げていく篠しの塚づか。一方で香こう坂さかはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「……バッカみたい」

　そしてそっぽを向いた香坂がそんな声を上げたのを、俺おれは聞き逃さなかった。




　よりによって隣となりかよぉぉぉッ！

　俺は心の中で叫ぶ。いや、叫ぶしかないだろこんなの！

　大手居酒屋チェーンの座ざ敷しき席。そこに約四十人を押し込んでのクラス会なわけだけど……この団体の最後尾についてきたのが失敗だった。

　俺たち四人が会場に入った時には、もうすでにほとんどの席が埋まってしまっていた。その結果俺たちは二人ずつに分かれることになり、まあ何というか、その、篠塚と藤ふじ宮みやさん、俺と香坂っていう形で分かれることになったわけだ……。

　しかも。

　俺と香坂はそのまま一番奥の席に続けて並ぶことになり、さらに最奥に収まった俺は香坂によって部屋の角すみに閉じ込められる形になってしまった。もうトイレに行くにも香坂に頼んで避よけてもらわないといけない。

　……最悪だ。

　ちなみに、俺や香坂の正面にいた同級生は早くも逃げるようにして席を移動していってしまった。これで俺は、同級生たちから完全に孤立してしまったことになる。

　会話をしなければ気まずいまま残り約九十分。会話をしようと話しかければ「気安く話しかけないで」と言われて残り九十分か……。どちらにしろ俺はクラスの輪から外れた感じになるなぁ……。

　何このどっちを選んでも家に帰って一人枕まくらを濡ぬらすことになる選択肢。

　……いや、待てよ。この場合は俺も一度トイレに行くために席を立って、そのまま他ほかの同級生たちのいる席に入り込めばいいんじゃないか？

　そうだよ、ここで座して悲しい終わりを待つか、席を移動して友達を作るか。そういう二択なんだ。今からだったら、飛び入りでもなんとか打ち解けられるだろうし。

　……でもなぁ。

　俺はチラリと真横に座った金ぴか女子をのぞき見る。

　そうして九十分後、もう香坂が帰ってしまっていたら。

　逆にここで一人座り続けていたとしたら。

　そう考えると、動くに動けなかった。香坂が「つまんない」とか言って俺を置いて帰る分にはいいんだろうけど、俺おれの方から離れるっていうのはさすがに気が引けるよなぁ……はあ、しょうがない。もうしばらくここにいることにしよう。

　仕方なく俺は、一つ向こうの座席の一団を、決して手の届くことのない理想郷をのぞくような気持ちで眺めることにした。

　うわあ……楽しそう。

　見れば篠しの塚づかを含む向かいの席の数人は、とても楽しそうに談笑している。基本的にはそこにいる全員が話に参加してる感じだ。藤ふじ宮みやさんにもちょくちょく声を掛けることで、自然な距離感が作られている。

　なるほど、結構やるなぁ。

　親しん戚せきのお兄さんは言っていた。こういう時に一人の女子の近くに居続けると、その子狙ねらいなんだなって認識される。それが同級生にニヤニヤを伴った気を遣つかわせて距離を置かれる。

　その結果、周りに距離をとられるのが嫌いやでその子は逃げていってしまう。そしてそれ以降はめでたく『デビュー君』呼ばわりだって……もちろん遠い目をしながら。

「失礼します」

　遥はるか彼方かなたにあるとされている理想郷に思いを馳はせていると、店員のお姉さんが俺たちのところにやってきて声を掛けた。

「こちらご注文のウーロン茶と、コーラのピッチャーになります」

　と、一つで二、三リットルは入っていそうな大きな容器を、二つまとめて俺たちの前に置く。

「他ほかにも何かご注文ありますか？」

「あ、いえ、特にありません」

　そう告げると、店員のお姉さんは一度頭を下げて座ざ敷しきを出ていく。

　あっ、すいません店員のお姉さん。やっぱり一つだけオーダーさせてください。何か楽しい話題を！　香こう坂さかとでも普通に会話できる話題をッ！

　……と、目だけでオーダーしても、当然届かない。俺はせっかく通りかかった救助船お姉さん号が再び遠ざかっていくのを、ただただ届いたばかりのウーロン茶を口にしながら見守ることしかできなかった。ていうか、せっかく来たのにまだウーロン茶しか飲めてないんだけど。

　ああ、このままこうして俺はここで誰だれとも仲良くならないままクラス会を終えるのか？

　これじゃ人望ない系男子のレベルもうなぎ上りだぞ。聞くところによると、同級生とは意外と絡む機会が少なく、早いうちにクラスでもサークルでもいいからある程度の友人を作っておかないと、なかなか気軽に話せるような相手ができないらしい……下手へたしたら卒業まで。

　そんなことを考えていると、ここまで無言、不動を貫つらぬいていた香坂が、ついに沈ちん黙もくを破った。

「ねえアンタ……」

　このアンタが俺じゃなかったらどれだけいいだろう。いや、でもひょっとしたら……ああ、香坂の半径二メートル以内には残念ながら遺い憾かんながら無念ながら俺しかいないな。俺か、俺かぁー。

「なんだ……」

「何か、面おも白しろい話しなさいよ」

「……と？」

　すいませんもう帰らせてください！　この人、この人めちゃくちゃです！　俺おれの返事を聞く前にこんなひどい要求をしてくるなんてもう堅かた気ぎの人間のすることじゃない！　お前の血は何色だッ！

「い、いや。そんなこと急に言われても……」

「いいからするの。早く」

　香こう坂さかは聞き分けのない子供のようなことを言い出し始めた。神様、俺は何かあなたの気に障さわるようなことをしましたか？

「えーと……それじゃあ」

　仕方なく俺は大急ぎでここ最近の間の出来事を思い出すことにしたけど……俺というパソコンの脳内マイピクチャにもマイビデオにも、高たか瀬せが可愛かわいかったことくらいしか記憶されてない。

　あーもう何を話したらいいんだよ。だいたい「面白い話をして」って、頼む方がハードルをひょいっと、それこそ飲み屋の暖簾のれんみたいに気軽に上げてくるってどうなのよ？

　実は俺、一時期三人いました……。

　ダメだ。そんなことを真面目まじめに言ったら『面白い話』じゃなくて、『面白いことになっちゃってる人』になってしまう。頭的な意味で。

　いよいよ俺が困り果てていると、待まち憤いきどおったのか、香坂がかすかに動いた気配を感じた。

「は、や、くふぅ……」

「……くふぅ？」

　これまでの寝覚めの悪い朝みたいな声色とは違う、妙に可愛らしい声が聞こえて、俺はつい全力で香坂の方へ振り返ってしまった。

　香坂は、ゆらゆらと体を揺らしつつ目を瞬またたかせていた。

　そしてしばらくうつらうつらとして頭を左右に揺らしたかと思うと、そのまま、あろうことか俺の方へと倒れ込んでくる。

「えっちょっ、こ、香坂っ？」

　そして俺の肩にその小さな頭を乗せたかと思うと、早くもくぅくぅと小さな寝息を立て始めてしまう。

「噓うそでしょ？」

　お前一滴の飲酒もしてないどころか、最初に注いであったウーロン茶すらほとんど口付けてないじゃん！　それがなんでそんな急に眠たくなれるんだよ！

「香坂……香坂？」
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「んん……」

　少し躊ちゆう躇ちよしながら小さな肩を叩たたいても、香こう坂さかは寝息しか返さない。

　え、なにこれ。なんなのこの状態。

　……こうして俺おれは、ついに身動きすることすら許されない状態で、ただただクラス会の終わりを、ガラス戸に張りついてトランペットを欲しがる少年のような状態で待つことになってしまった。

　あー、なんか同級生たちが携帯のアドレスとかを交換してるー……いいなぁ。

　俺、まともに会話したの、店員のお姉さんだけなんだけど。いや、まともな会話かあれ？

　楽しい大学生活のスタートになるはずが、どうしてこんなことに……。




「それじゃー二次会組の皆さん！　このままカラオケに行きましょう！」

「おー！」

　拳こぶしを突き上げて賛同する一団の笑顔がまぶしい。

「私たちは終電早いし、もう帰るね」

「はーい、また教室でねー」

　同級生たちは何かもう仲良さげな感じになっていて、ここからは二次会組と帰宅組で別行動にするみたいだ。この時間から二次会っていうことは、終電がなくなるから実質オールナイトになるはず。そのことに迷っているクラスメイトもいるみたいだけど、基本的には皆が店を出る準備を始めている。ああ、すべてが終わってしまった。

　……いや待てよ、二次会からでも参加すればまだ間に合うんじゃないか？

　こっ、これは素晴らしい名案！

「おい香こう坂さか、起きろっ。もう解散だぞ」

　生まれたかすかな希望のために、俺おれは再び起床を促うながす。

「んー……いや」

　しかし香坂は俺に寄りかかったままで、まったく起きる気配がない。

「起きろって、早くしないと電車なくなるぞっ！」

　今度は肩を揺らしてみる。すると香坂は少しずつ動いて、ずるずると体を横にしていき……あろうことか俺のももの上にそのまま頭を落ち着かせた。

「こらーっ！　起きろってば、俺たちだけ置いていかれるぞ」

　香坂はそれでもまったく起きようとしない。こうなったら誰だれかに助けを求めよう！

「おっおい、篠しの塚づかっ」

　二次会組の篠塚は、俺の声に気付いて振り返ってくれた。そして、ゆっくりと握にぎり拳こぶしを作ったかと思うと、そのまま親指をグッて……違ぁぁぁうッ！

　何その「なんだそういうことだったのかよ」みたいな笑顔はっ！

　見れば他ほかの同級生たちも、なんだか微妙に気を遣つかってる感じのよそよそしさが……。

　ああーっ！　そう言えば！

『こういう時に一人の女子の近くに居続けると、その子狙ねらいなんだなって認識されて、それが同級生にニヤニヤを伴った気を遣わせ、距離を置かれる』って。

　……親しん戚せきのお兄さんが言ってたやつと同じやつだー！

「おっおい香坂、起きろ！　起きろ！　早く起きろっ」

　せめて二次会だけには出ておきたいんだっ！　頼むから起きてくれーッ！

　ええい、こうなったらもうやむを得まい。俺は香坂の肩をがくがく揺らして起床を促す。頼む。このままじゃ勘違いされて、同級生たちがニヤニヤしながら常に微妙な距離をとってくるなんていう悲しすぎる新学期をスタートすることになるぞっ。俺には高たか瀬せという心に決めた人がいるんだ！

　頼む香坂、早く起きてこの勘違いを解消してくれっ！

　しかし、俺の願い空むなしく香坂は、

「いや。もう少し……こうしてるの」

　よりによって俺のズボンをキュッとつかんでそうのたまった。

　同級生たちは生暖かい目をした。そしてその生暖かい空気のまま店を出ていく。

「なんでこんな時に限ってそんな寝言をォォォッ！」

　そんな俺おれのツッコミは、同級生たちにも香こう坂さかにも届くことはなく、結局俺と香坂の二人だけが座ざ敷しき席に残されてしまう。それでも香坂は一いつ向こうに目を覚まさない。

　俺はまだ赤みが差したままの香坂の頰ほおを指先で押してみることにした。

　すべすべでもちもちだ。ぷにぷにしてて柔らかい。

　こうして近くで見ると、香坂は服装とかバッチリなまつ毛とかで、雰囲気こそ大人っぽいけど、やっぱりその群を抜いた作りの良さの中にどこか幼さが残っている。

　……って、現実逃とう避ひしてる場合じゃねえよ！

　しかし、誰だれ一人としていなくなってしまった座敷席を見回して、俺は観念した。

「……お、終わった」

　円滑な大学生活のための最初の一歩を踏ふみ出だせないまま。

　盛大なため息を吐ついた俺は、とりあえず店から出よう、そう考えたところで思い至る。

　……香坂はどうするんだよ。

　正直なところ、友達作りという俺の目標を完全にぶち壊こわしてくれた台風女なんて置いて帰ってやりたい。

　でも、さすがにそれは人としてなぁ……。

　俺はしぶしぶ香坂の肩に片手を回して体を起こすと、もう片方の手を両ひざの下に入れてから気合いを入れる。

「おらぁぁぁ！」

　そしてそのまま腰と腕に力を込めて立ち上がる。俗に言うお姫様だっこというスタイルで。

「あれ……意外と、軽い」

　尊大な態度のせいか気付かなかったけど、結構背が低かったんだな香坂は。

　俺はそのまま香坂を店の出入り口まで運んで座らせると、次は下げ駄た箱ばこからこれまた丁てい寧ねいな作りの高価そうなミュールを取り出し、従者よろしくその小さな足に履はかせ、ここからは背負うことにする。駅まで歩くってことになると、さすがにお姫様だっこ状態だと腕がもちそうにない。

　香坂を背負うと、温かくて柔らかな感触を背中に感じた。かすかに甘い匂においが広がり、首元に掛かる寝息がくすぐったい。

「何しに来たんだよ、お前は本当に……」

　俺はため息と共にようやく、店を出ることができた。

「あ、桜さくら井い君」

　香坂を背負った俺に掛けられた声に振り返ると、なんと幹事の一人が待ってくれていた。

　おお、神様、世の中にはいるんですね！　こんな俺のことを気に掛けてくれている人がっ。

「な、何かな？」

　俺は、嬉うれしさにちょっと照れながら答える。するとその幹事は、少し言いにくそうにしながら切り出した。

「クラス会の料金、もらい忘れてたから」

　……ああ、そういうことね。そうですよね。

　すっかり忘れてしまっていたクラス会の料金を手渡し、財布をポケットに戻そうとすると、幹事は再び口を開いた。

「ええとさ……仲いいみたいだし、香こう坂さかさんの分も立て替えてもらっていいかな？」

　……そんなバカな。




　　　◆◆◆




「どうしてこんなことになっちゃったんだ……？」

　終電に間に合わせるために駅への道を早足で進みながら、俺おれはひとりごとを漏もらした。

　会費の徴収に来た幹事は、二次会のためにさっさとどこかへ行ってしまった。結局俺は一人で香坂の面倒を見なくちゃいけなかった。

　通りすがりの人たちが、皆すれ違いざまに俺の方を一いち瞥べつしていくのが分かる。

　いや、正確には俺の『背に担かついだもの』をだ。

「口さえ開かなければ人気者になりそうなのに」

　まったくこいつは人の気も知らないで、すうすう寝息を立ててくれちゃってさぁ。

　どれだけそのもちもちの頰ほおを引っ張っても、ぺちぺち叩たたいてもまったく起きない辺りは、こいつらしいというかなんというか。

　肩口に乗せられた小さな顔をのぞき見ると、ばっちり決めた長いまつ毛がかすかに震えた。

　ただでさえこんな繁はん華か街がいを、女の子を背負って早足で歩いていたら注目されるだろう。ましてやそれが抜群の美少女ときたら、もはやそれは見せ物も同然だ。

　そんな衆しゆう人じん環かん視しの中で、俺は街行く人たちを避よけながらただひたすらに駅を目指す。とにかく終電だけにはなんとしても間に合わせなければ。

　……いや、待てよ。

「駅に着いたところで、俺は香坂を背負ったままどこに行けば良いんだ？」

　家に女の子なんて連れて帰ってみろ。こっそりと部屋に戻ろうとしたところで絶対に母さんが唯一無二のバッドタイミングで出てくる。そして「明日は何時に出る……あらあらごめんなさい。うふふ」とか余計なことを言うに決まってるんだ。見つけてほしくない時、それと、見られたくない物に対しての母さんの干渉率はほとんど超能力的だからな……。

　でも、それこそ香坂の家の場所なんて知らないし、それじゃあ一体俺はどこに向かえばいいんだ……？

　慣れない街のど真ん中でロクに会話したこともない女の子を背負って、しかもその子は一いつ向こうに目を覚ます気配すらなく、終電の時間はもう目前。

　行ゆき交かう人々の間に取り残された俺おれは途方に暮れてしまった。足が止まり、仕方なく肩に掛けていた香こう坂さかのバッグもずり落ちそうになる。

「ああもう。こんな時は、どうしたらいいんだよ」

　こんな事態、経験もなければ対処法の知識もない。

　それでも、終電の時間だけは刻々と迫っている。でも、だからといって香坂を置いて帰るなんてことはできないし。

　本当に、どうすればいいんだよ……。俺は天を仰あおいだ。

「……誰だれか、誰か教えてくれーっ！」

「呼んだァ？」

「な、なんだお前はーッ！」

　突然目の前に現れた男は、テカテカのダークスーツに身を包み、ラインストーン輝くラペルピンを襟えり元もとに付け、これまた光こう沢たくの目立つワインレッドのナロータイを締しめた軽薄そうな……。

「……って、また『俺』かよッ！」

　そう。ウザったいキューティクル長髪をキザに払ってポーズを決める男は、どこからどう見ても完全に俺……ていうか『推すい薦せん』。

　高校時代、推薦か受じゆ験けんかで悩んだ俺の前に、未来からやってきてさらにその悩みを深くさせた二人の桜さくら井い真まさ人と。そのうち、推薦での進学を選んで大学デビュー、調子に乗って遊あそび呆ほうけた方の俺がこの『推薦』だ。やはり他ほかの人にその姿は見えていないんだろう。バシバシと通行人たちにぶつかられながらもポーズを崩さず、髪型も崩さないバカっぽい姿勢は相変わらずだ。

　進路に悩む俺のもとに、未来からやってきた自分を見た時はずいぶんと驚おどろいたし、どっちを選んでも不幸になる二択には本当に悩まされた。でもさすがにあれだけ一緒にいたわけだし、今となってはなんかもう出オチ要員的な感じすら覚えるけど、また悩んでる俺のところにやってきたってところか。

　……とは言っても、今回は人生に関かかわるほど大きな選択を強しいられてるってわけでもないんだけどなぁ。そう考えると、ずいぶんと自由に行き来してんな。未来組は。

「で、あてにしていいの？」

　こんなやり取りはもう慣れたものだ。俺はいつも通り不ふ審しんを隠さない視線を『推薦』に向けた。

「オレを誰だと思ってんのォ？　こういう事態はオレに……まっかせときなァ」

　頼れる男風の空気をものすごい出してくる『推薦』は、夜空に向けて指を一本突き立てた。

「おっと、よっと、ほいっとォ」

　そして、立て続けに通行人を華か麗れいに避よけて、またポーズ。

　……時間ないから、早くしてもらっていいかな。

「とりあえずゥ、今の状況を教えてもらっちゃっていいかなァ？」

　言い方は軽薄。でも不純異性交遊学部卒だけあって、こういうこととなると意外なほどに頼りになるのが『推すい薦せん』だ。俺おれは時間のなさに慌てながらも、現状を説明することにした。

「……っていうのが、ここまでの流れかな」

「ひゅーぅ。大学生しちゃってんじゃーん」

　ずいぶんと人通りの減ってきた駅への道みち端ばたで、俺がいかにしてこの惨状にたどり着いてしまったかを説明すると、『推薦』はニヤニヤしながらそう言った。

「で、こういう時はどうしたらいいんだ？　もう終電も近いし、でも全然起きてくれないし、さすがにこの場に置いて帰るわけにもいかないだろ？」

「うっひゃー！　よく見たらマジ美少女じゃん！　どこで拾ってきたワケェ？」

『推薦』は俺の質問をぶった切ったかと思うと、目を白黒させながら香こう坂さかの頰ほおをぷにぷにと突つつき始はじめる……やっぱそこ、目が行くよな。

「単なる不運だよ。で、こういう場合ってどうすればいいの？　やっぱ警けい察さつとか？」

　もしくは最悪、起きるまで待つっていう選択肢もあるか……。いやいや、もし終電がなくなったあとに目を覚まされたら、香坂と二人で始発を待つなんていう想像するだけで恐ろしい事態にだってなり得るぞ。それだけは勘弁してくれ。

「いやいや。警察になんか連れて行ってもォ、結局あれこれ聞かれて終電は逃すことになると思うんだよねー」

「でも、電車に乗ろうにも家の方向が分からないんじゃ……」

「おー、これはまた有名どころのバッグ使ってんなァ」

『推薦』はひょいと俺の腕に引っかけていたバッグを手に取り、値ね踏ぶみするような目で見始める。

　だから時間がないんだって！

「頼むから急いでくれ。本当に帰れなくなっちゃうだろ」

「ほら、コレ」

『推薦』は鞄かばんを持ったまま、そんな風に言った。

「これってなんだよ？」

「コレだってェ……鞄」

『推薦』の言葉の意図がまったく理解できない。

「鞄の中にィ、財布とか携帯とか色々あるっしょ。この時期とかだとォ、結構住所を確認できる物が何かしら入ってたりするから」

「えっ？　人の鞄を勝手に開けて中身を見ろってこと？」

「そうなるねェ！」

　いやいやいや、さすがにそれはまずいだろ。ロクに話したことのない女子の鞄を開けて中身を物色するなんて、いくらなんでも申し訳なさすぎる。ていうかなんで嬉うれしそうなんだよ。

　……でも、行き先が分からない以上、最悪ここで終電を見送ることになる。そうなったらそれこそ途方に暮れることになるぞ。

　そうならないためには、し、仕方ない、か……？

「……香こう坂さか？」

　俺おれは最後にもう一度背中越しに香坂に呼びかけてみる。でも、残念ながらその返事は規則的に聞こえる寝息だけだった。

「……分かった」

　俺は決意と共に『推すい薦せん』を見る。

「開けよう、そしてまさぐろう、香坂の鞄かばんの中をッ！」

「ひゃっはー！　待ってましたァ！」

　覚悟を決めた俺は、さわり心地ごこちのいい革素材の鞄の口を開き、その中身に手を伸ばす。

　あの香坂のことだ。こんな姿を見られたらそれこそどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを終電間ま際ぎわの駅で浴びせられるか分かったものじゃない。

　でも、こうなってしまったら仕方ない。そもそも香坂が寝ちゃったのが悪いんだ。俺は悪くない。今はとにかく急がなきゃ電車がなくなるし、これでもし目を覚まして文句を言ってくるようなら、その時はハッキリと言ってやる！

「う……ん」

「すいませんでしたーッ！」

　香坂を背負ったまま、俺は即座に土下座した。

　ここここうなったらとにかく全力で事情を説明するしかないッ。

「ええと香坂さん……香坂さん？」

　恐る恐る呼びかける俺に対して香坂の返事は……「くぅ」の一言だった。

「まぎらわしいな！」

「土下座のまま言われてもォ、迫力ねーなァ」

　うるさいっ！　もうこうなったら構かまうもんか。とっととこの子を帰らせるための手がかりを見つけよう。今だけは罪悪感を忘れるんだ。

「あらためて。し、失礼します」

「何が出るかなっ、何が出るかなっ」

　俺は『推薦』の小こ躍おどりを完全に無視して、後ろめたさに高鳴る鼓動を感じながら、アスファルトに突いていた手を再び香坂の鞄へと伸ばし、手に触れたものから順に取り出すことにする。

　残念ながら一番あてになるかと思われた財布の中身はハズレだった。学生証に住所の欄らんはなく、他ほかのカード類にも住所まで明記されているようなものはない。

　続いて俺はワインレッドの携帯を手に取って、そっと開いてみる。

　……あー、こっちはロックか。

　おいおい、待ってくれよ。人の鞄かばんをのぞくなんていう暴挙の果てが、手がかりなしとか悲しすぎるぞ。

「これは？」

　祈るような気持ちで鞄の中から引っ張り出したのは、大きめのペンケースみたいな物だった。持ち手のところには、ラインストーンで装飾されたティアラを載のせた、小さなクマのぬいぐるみがぶら下がっている。

「それは化粧ポーチじゃね？」

　……これもダメか。俺おれは祈るような気持ちで、筆記用具以外ではおそらく鞄の中に入れられた最後の持ち物であろう小型の手帳を取り出す。

「ん？」

　すると、二つ折りにされた一枚の紙らしきものが落ちた。

「なんだこれ？」

　それを拾い上げようと手を伸ばす。すると、自然とその文面の一部が目に入った。




　──心配しなくても友達なんかすぐにできたから。大学じゃ人気者なんだから──今度帰る時は、彼氏を連れて帰るかもね──。




　……ど、どうしよう。

「ひっ」

　俺は思わず身を硬くする。

　香こう坂さかが、動いた。

　俺は慌てて書きかけの手紙を手帳に挟み直して、取り出した持ち物を静かに、そして早急に鞄の中に戻していく。そして、恐る恐る肩口の香坂を確認する。

「……んむ」

「はああああ」

　安あん堵どのため息を吐ついた……良かった、寝たままだ。いや良くないけどさ。

「お、おい、どどどどうするんだよっ？　何も見つからなかったぞ？」

　踏ふみ込こんではいけないところに踏み込んでしまった気がして、俺はつい問い詰めるような剣幕で『推すい薦せん』に迫った。

「んーちょっと待って。中に直接入れてないってことはァ……」

　すると『推薦』は、そう言って鞄の内ポケットに手を入れ、パスケースを取り出し……って、そうか！

「「定期券」」

　久しぶりに声が重なる感覚。

　うん、気持ち悪い。でも今はそんなことを言ってる場合じゃない。

　俺おれは『推すい薦せん』の手元をのぞき込むようにして、定期券に印字された区間を調べる。

　ホームの方から聞こえてくるアナウンスには、「最終」なんていう言葉が含まれていた。

「上りかっ」

　俺とは逆方向だ。しかも上りの電車は基本的に下りよりも終電の時間が早いはず。

　香こう坂さかを背負い直し、大急ぎで駅構内へと駆け込んだところで……その肩を『推薦』につかまれた。

「そっちは下りィ」

「おおっ、あぶねーッ！」

　つい使い慣れた方に足が向いてしまっていた。鳴り始める発車のベル、俺は大急ぎで引き返し、足にかかる負担も忘れて上りホームへの階段を駆け上がる。

「ドアが閉まります」

　聞こえるアナウンス。上がる息も、悲ひ鳴めいを上げる脚も無視して階段を一気に踏とう破はする。

　これに乗り遅れたら、少なくとも香坂は帰れない。そうなった時、俺はどうしていいのか分からない。ただ、少なくともロクなことにならないことだけは間違いないっ！

　間に合ってくれぇぇぇッ！

　俺は持てる限りの力を尽くしてホームへと駆け込んだ。

「……あーあ、惜しかったねェ」

　非情にも、電車はすでにゆっくりと動き出していた。

　即座に電光掲示板を確認する。掲示板に次発の表示はなし。それはもちろん本日の運行終了を意味しているわけで。

　起きたら即爆ばく発はつする爆弾みたいな女の子を背負い、肩を軽薄バージョンの桜さくら井い真まさ人とにポンと叩たたかれた状態のまま、ガランとした上りホームの電光掲示板の下に、俺は立ち尽くしていた。

　え、どうすんの……この状況。




　　　◆◆◆




　終電を逃した駅から歩き始めてしばし、俺は香坂を背負ったまま隣となり町まちへとかかる大橋へと差しかかっていた。辺りに人ひと気けはなく、川かわ面もだけがわずかな照明を反射しながら波打っている。

　携帯を取り出した俺は時間を確認し、「数コールして出なかったら切ろう」そう決めて通話ボタンを押した。

「……こんばんは」

　落ち着いた、耳みみ心地ごこちの良い声が聞こえて俺は自然と目を細める。

「もう寝てた？」

「いや、これから寝ようとしていたところだ」

「良かった。実は終電を逃しちゃってさ。今まだ外なんだよ」

「だ、大丈夫か？　この時間ではもう帰れないのではないか？」

　高たか瀬せの声色は純粋に心配してくれている感じだ。だからこそ、今の状況をしっかりと伝えておこう。

「それがさ、飲んでもないのに寝ちゃった子がいて、その子を送って帰ることになっちゃったんだよ」

「……そういうことか。その子は……いや」

　わずかな間を置いて、高瀬は続ける。

「ありがとう。私に気を遣つかってくれたんだろう？」

「う、うん。ほらやっぱ一応相手女の子だしさ。もちろん心配するようなことは何もないよ。それと、単純に電話するきっかけができたから、ここぞとばかりに」

　本当はいつだって、きっかけなんてなくたって。そういう意味を込めた言葉は……。

「も、もう、そういう言い方は、反則だ……」

　届いてくれたみたいだった。

「でも桜さくら井い君、時間が遅いことには変わりはないし、まだ明け方になれば寒くなる。十分気を付けて」

「うん、ありがとう。こんな時間に電話してごめん。それじゃおやすみ」

「おやすみなさい」

　高瀬はもう寝るところだったみたいだし、後ろ髪を引かれる思いで通話を終了する。名残なごり惜おしさにしばらく液晶を眺めた後、俺おれは携帯をポケットへ戻した。

　何も聞かずに信頼してくれたうえに心配までしてくれるなんて、やっぱり高瀬は優しいなぁ。

「嬉うれしそうにしちゃって初うい々ういしいねェ。よーするに今のってェ『今は偶然女の子と一緒にいるけど、君以外に興味なんかないから』っていうアピールでしょー」

「う、うるさいっ！」

　……まあ、要はそういうことなんだけど、いちいちニヤケ顔で指摘されたせいで、俺は一いつ瞬しゆんで現実に引き戻された。おかげで、高瀬の声を聞いてせっかく忘れかけていた疲れが一気に戻ってくる。

「あーもー無理！」

　香こう坂さかは軽い。

　でもそれは背負って歩き続けるとなるとまったく別の話だった。ていうか重い、マジで重い。

　幸か不幸か、香坂の利用駅はクラス会の会場から四駅といったところだ。

　ところが、実際に歩き始めてみるとやはり、小さな女の子一人とはいえ、それは十分な重荷だった。さらに幹線駅から住宅街の方へ入ってくると、自然と照明も街灯だけになる。真っ暗な道をただただ修行僧のように歩くというのは、それだけでずいぶんと精神力を奪われる。

「なあ『推すい薦せん』、ちょっと代わってくれよ」

「んー、おいしい役だしいいけどォ、香こう坂さかちゃんふわふわ浮いてる感じになっちゃうんじゃない？」

　……なるほど、『推薦』が見えないってことは、香坂はおぶられた格好、両手を前に出して両足を開いた状態で橋の上を浮遊してるように見えるわけか……。

　しゅ、シュールすぎる。

　それどころか子供が見たらトラウマを覚えてしまうような状況だな、それは。

「や、やめとこう」

　結局、俺おれは香坂を背負ったまま歩き続けることにした。

「んー、あそこでェ、一休みしたらいいんじゃね？」

　長い橋を渡り切ってさらにしばらく進んだところで『推薦』が声を上げた。

『推薦』の指差す先には舗ほ装そうがしっかりされた、遊具のないタイプの小こ綺ぎ麗れいな公園があった。

　俺は返事をするのも忘れて公園に走り込む。そしてようやく公園に設置された木製のベンチに、香坂を下ろすことができた。

　ベンチの横には『市長より寄き贈ぞう』と書かれたプレートを付けられ、両手を空に向け片足を上げたアイドルのようなポーズの市長像が置かれている。自分で自分の銅像を寄贈するってどんなセンスだよ。しかも七三ヘアのおっさんにそのポーズはまったく似合ってないし。

「あーあ……二時半って、マジか」

　携帯で時間を確認すると、すでに歩き出してから一時間半ほどの時間が経たっていた。

　ここまで大体二駅分だから、単純計算だとさらに一時間半も歩くのか……。本当、もう暖かい季節で良かったよ。これが冬とかだったら目も当てられない。

　ベンチに腰を下ろした俺は大きく息を吐き、香坂のスカートの端はしを持ち上げようとしている『推薦』を引ひっ叩ぱたく。

　誰だれもいない深夜の公園はただただ静かで、深い夜に覆おおわれていた。街灯の光に照らされて、噴ふん水すいから上がる飛沫しぶきがキラキラと瞬またたく。ひんやりとした空気が疲れた体に心地ここち好よかった。どうしても視界に入ってしまう市長像以外は、とても雰囲気のいい公園だ。

　……はぁ、本当になんで俺だけこんなことに。

「まったくさー。いい気なもんだよな、香坂は」

　こっちはお前を担かついでここまで来たんだぞ。

　その寝顔は安らかで、思わずいたずらしたくなってしまう。俺は香坂の頰ほおをむにーと引っ張りながら言ってやった。

「ほらほら、何とか言ってみろー」

　そのまま両りよう頰ほほを摘つまんでやる。

　すると香こう坂さかは「んむー」と声をあげたかと思うと──。




　──大きなネコ目をパッと開いた。




「えっ、このタイミングでっ？」

　俺おれは大慌てで香坂の頰から手を放して身み構がまえる。

　台風が、台風が来るぞぉぉぉーッ！

　その後には何も残らない。いや、残りうるとしたら自己紹介するには最悪な、アラスカのような極ごつ寒かんの空気だけだ。

　そんな恐怖を感じながらも、同時に俺は安あん堵ども感じていた。

　なんにしろこれで香坂を背負って歩くなんていう無理難なん題だいからは解放されたことになる。もし香坂が起きないまま目的の駅に着いてしまったら、結局そこで立たち往おう生じようになってしまう。

　それだけでだいぶ気分が楽に……。

「香坂？」

　ふらふらと頼りない足つきで香坂は歩き出した。

　さては寝ぼけてやがるな、こいつ。

「香坂……」

「……帰る」

　突然の宣言。

「こ、香坂？」

「ふぐっ」

　そしてそのまま真まっ直すぐに進み、市長の銅像にしたたかにぶつかった。

「香坂ァァァッ！」

「うう、ううう」

　香坂はよろよろと数歩後ずさると、ぶつかった相手にビシッと指を差した。

「なんなのよアンタ！」

　銅像です！

「えっ、偉そうに見下ろしてんじゃないわよ！」

　そう銅像に言い放った香坂は、あろうことか銅像の背後に回り、その腰元をつかんで引っ張りだした。いくらなんでもめちゃくちゃだ……。

　しかし香坂は諦あきらめない。

「んむぅぅぅー！　ああもう！　なんでいつもこうなっちゃうのよォォォー！」

　な、何が「いつもこうなっちゃう」なんだ……。

　俺おれがあまりに無軌道な行為に呆あきれて、視線を外そうとしたまさにその瞬しゆん間かんだった。

　ベギンッ！

　と、金属っぽい何かが折れるような音がした。かと思うと、銅像は香こう坂さかに抱きかかえられていた。

　う、噓うそだろ？

　しかし、おそらくその重量に耐たえられなかったんだろう、香坂はそのままその銅像を──




　──背後へ豪快に放り投げた。




「投げっ放しジャーマンだァァァーッ！」

　う、噓だろーッ！

　ガランゴロンガッシャーン！　と、ド派手な衝しよう撃げき音おんと共に『推すい薦せん』が興奮の雄叫おたけびを上げる。そしてごろごろと俺の足元に転がってきたのは……無残にもがれた市長の頭部。

「し、市長ぉぉぉーッ！」

　しかし当の香坂は「ふん」と鼻を鳴らして、ぱんぱんと両手についたほこりを払っている。

　何？　今度はなんなの？　なんでこんなことになるんだよ香坂ぁぁぁッ！

「お、お前何やってんだよ、こんなところ誰だれかに見られたら……」

「お前たちそこでなにをしてるっ！」

　ここでようやく俺は確信した。神はいない。

　公園の出入り口あたりから懐かい中ちゆう電でん灯とうの光が向けられる。もう、天を仰あおぐしかなかった。

「おおーっ！　ここでまさかの警けい官かん登場みたいなーっ？」

　なぜかテンションが上がってる『推薦』はすでに駆け出していた。俺も即座にその場から逃げ出そうとするが、香坂がポカーンとしたままなのに気付いて慌ててその手をつかむ。

　しかし香坂は、「もー、なに？　なんなの？」と言って動かない。でも、とりあえず起きてはいるみたいだ。

「目が覚めたなら話は早いっ。お前、市長ジャーマン、俺たち、追われてピンチ！」

「は？　ちょっとアンタ何言ってんのよ！」

「いいから捕まりたくなきゃ走れっ！」

　不ふ承しょう不ぶ承しようながらようやく動き出す香坂。俺は今度こそ全力ダッシュで『推薦』のあとを追う。

「待ちなさいっ！」

　しかし逃げ出す俺らを見た警官もその速度を上げてくる。

「……捕まったらどうなる？」

　なんでだか妙に活いき活きしてる『推薦』に尋ねる。

「キミは器物損そん壊かいだろうねー」

「なんで俺おれが！」

「普通に考えてェ、そんな無茶をしそうなのは男女どっちかって話かなァ。大学デビュー君がァ、女の子の前で勘違いしたカッコつけ方をしたって思われるんじゃね？」

「ひどい！　ひどすぎる！」

　そんなことになったら少なくとも停学は免まぬがれないだろう。そうしたら香こう坂さかと違ってインパクトもなく、クラス会では完全に空気だった俺が、学校に戻ったところでもう誰だれも覚えてくれてなんてないだろう。孤独な大学生活の始まりだ。

　それどころかもしこの一件が高たか瀬せ家に知られるようなことがあれば、こんなバカをしでかしてしまうような輩やからとの付き合いなんて認められないって、会ったこともない高瀬父に思われてしまうかもしれない。

　いや、もしかしたら高瀬も呆あきれて愛想を尽かすかも……。

「そんなのイヤだァァァーっ！」

　もう、ただ必死に走るしかなかった。

　先せん導どうする『推すい薦せん』のあとについて、俺は見知らぬ町を、夜を引き裂くようにひたすら走り続ける。

　お、おいこれ、サイレン鳴り始めてるぞ！　付近の警けい官かんが一いつ斉せいに連携し始めてるとかじゃないよなッ？

　ついさっきまで半寝状態で、銅像に頭をぶつけていたはずの香坂は、意外にもしっかりと俺に手を引かれたまま追走してきている。その意外な健脚ぶりに驚おどろいて振り返ると……。

「あははははっ、なんか楽しくなってきたわっ！」

　こんな時だってのに、いたずらに成功した子供みたいに嬉うれしそうに笑っていた。

　さらに香坂はなにやら足元を気にしたかと思うと……。

「ああもう走りにくいわねっ」

　エンジ色の高そうなミュールを、茂みの方に蹴けり捨すてやがった！

　そして香坂はさらにその速度を上げてくる。香坂も『推薦』も、何が楽しいのかさっきから笑いっぱなしだ。

　捕まったら大惨事なんだぞ！　なんなんだよお前らはッ！

　──でも、それは初めて見る香坂の笑顔だった。しかも、前を向くのがもったいなくなっちゃうくらい楽しそうで、まぶしくて。

　……なんだよ、香坂ってこういう顔もするんじゃねえか。

　なんて、俺も警官に追われながら思ってしまったのだった。




「うげぇ……もうダメだ」

　道路と歩道の間に置かれた車止めに腰を下ろして、俺は胃からこみ上げてくる何かを抑えていた。喉のどはすっかりカラカラで、ほとばしる胃液が気持ち悪い。

　これだけの距離を本気で走ったのは何年ぶりだろう。

　しかも俺おれは香こう坂さかをあの公園まで背負って歩いていたわけで、その疲労たるや並のものじゃなかった。

　……あの市長像、変な噂うわさとかにならなきゃいいけど。せめて夜な夜な失なくなった首を捜して歩く亡ぼう霊れいになった、みたいなところで落ち着いてほしいなぁ。新聞沙ざ汰たとかは勘弁してほしい。

『推すい薦せん』は車通りがないのを良いことに、道路に大の字で寝転がり、胸を上下させている。

　俺たちは、誰だれとも言わず、しばらくここで呼吸を整えることにした。

　大きく一つ息を吐つき、顔を持ち上げると、月がずいぶんと傾かたむき始はじめているのに気が付く。

　……もう、四時を回ってやがる。

「……ねえ」

　やがて香坂は、裸足はだしだってことを気にすることもなく、ダウン寸前の俺の前にやってきた。

　髪を払い、いつも通りあくまで偉そうに、それでいて不ふ審しんを色いろ濃こくのせた視線を向けてくる。どうやらようやく完全に目がさめたらしい。

「どうしてわたしはこんな時間にアンタと一緒なわけ？」

「覚えてねえのかよ！　急に香坂が寝ちゃったんだよ！」

「……あ、思い出した」

「ったくよー」

「まだアンタから面おも白しろい話聞いてなかったわね」

「それはもう勘弁してください！」

「だいたい、どうしてあんな薄暗い公園にいたのよ」

「それは、えーと」

「わっ、わたしが寝てる間に変なこととかしたんじゃないでしょうね！」

　俺が説明する前に割って入った香坂は、小さな体を抱くようにしながら、親の仇かたきを見るような目でにらんでくる。

「してねーよ！　ただ俺は香坂の家がこっちだろうから、寝てるお前を背負って歩いて、疲れたからあの公園で休んでたんだよ！」

　そう告げると、香坂は威勢を落とし、じっと俺を見つめた。

「……ねえ」

「なんだよ」

　ようやく分かったか。この自意識過剰の台風女め。

　声のトーンを下げた香坂に、俺は形勢逆転とばかりに余裕の返事をしてやる。

　あ、あれ、なんでだろう。香坂の視線がさらにキツくなってるような……？

「……なんで、わたしの家がこっちだって知ってるのよ」

　しまったぁぁぁッ！

　形勢は逆転してなんかいなかった。もう完全なる劣勢、俺おれの。

「それは、ええと、なんていうか、その鞄かばんの中を少し……」

　そこまで言ったところで、香こう坂さかは腕に下げた鞄をすごい勢いで抱きしめ、キッと音がしそうなほど鋭するどい目を向ける。

「さっ、最低！　この変態、痴漢、露ろ出しゆつ狂きようーっ！」

「とんだ三冠王だな！　仕方なかったんだよあの状況じゃ」

「やっぱり、へ、変態なことしたんでしょ！」

　香坂は顔を真っ赤にしながら問い詰めてくる。

「してねーよ！　そんな暇ひまねーよ！」

「暇があったらしてたんじゃない！　未み遂すいでも捕まるんだから！　むしろ早く捕まりなさいよこの三冠王！」

　すごい剣幕でそう言い残すと、香坂はくるんと一回転、早足で歩き出した。

「そっちじゃないよー」

「うっ、うるさい！」

　指摘されたのが悔しかったのか、香坂は一度止めた足を、ちょっと迷って結局そのまま運び始める。ちなみに指摘の声を上げたのは『推すい薦せん』だ。よくあれだけ逃げ回っても方向感覚なくしてないな。

　まったく。

　俺はため息を吐ついて、香坂のあとを追うことにした。

「……なんでついてくるのよっ！」

「とりあえず駅までは行かないといけないからな。香坂も一度駅の方に出るつもりなんだろ？」

「そ、そうだけど、だいたいアンタ、香坂香坂って気安く呼ばないでよ！」

　そう言った香坂は、明らかに駅の方へはつながりそうにない細く暗い道に入っていこうとする。

「おい、どこ行くんだよ？　そっちが近道だったりするのか？」

「アンタと一緒なんて冗談じゃないわ。わたしはこっちから行くから」

　まるで会話を打ち切るかのように暗い道を進み始める香坂。

　クラス会どころか警けい察さつの追跡まで振り切ってここまで連れてきてやったっていうのに、なんて言いぐさ……本当に何様なんだよこいつはっ！

　こっちこそすぐにでも家に帰ってやる。どんなに道が暗かろうが狭かろうが怪しかろうが……あーもう、なんでこうなるんだよ。

　俺は香坂のあとを追い、その腕をつかんだ。

「な、なによっ！　やっぱり変態なことするつもりなんでしょ！」

　鞄かばんを構かまえ、嚙かみつきそうな勢いで香こう坂さかは振り返る。

「こんな時間に、靴も履はかずに一人で歩いてたら危ないだろ」

　だからこれだけはハッキリと言ってやる。高たか瀬せにも気を付けるよう言われたばっかりだし。

「なによ変態のクセに。アンタが一番危ないじゃない」

「それにこんな時間に一人で帰らせたら、心配するだろ」

　俺おれがそういうや否や、香坂は突然俺に背を向けた。そしてしばらくその場で立ち止まったままでいたかと思うと……。

「ふ、ふん、勝手にしなさいよ」

　そう言って、駅への道をさっさと歩き出してしまった。

　俺はやれやれと頭を振りながらそのあとに続くのだった。本当、面倒なヤツ。

　香坂と俺（＋推すい薦せん）は、夜道を無言のまま歩き続けた。裸足はだしで歩いて足を傷つけたりしないかちょっと心配になったけど、また変態呼ばわりされるのもなんだし、黙だまってることにした。

　そして空が白み始めた頃ころにようやく、香坂は三階建てのこぢんまりとしたマンションの前で足を止めた。

　足が棒とはこのことだ……初めは単純に激はげしかった痛みが、いつの間にか鈍どん重じゆうなものになっている。腰もズキズキするし、正直もう立っているだけでもつらい。

「また綺き麗れいなところに住んでるのな」

「アンタには関係ないでしょ。変態の三冠王に住んでるとこ知られるなんて最悪だわ」

「お前なぁ……」

　こっちは香坂の身を案じてここまで来たんだっていうのに……。

　でも、さすがにもう何かを言い返す気にはなれなかった。正直一秒でも早く家に帰りたい。

「まあいいや、じゃあ帰るわ」

　そう言って俺が歩き出そうとすると……。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　香坂に呼び止められる。もう許してくれよ……マジで足が痛いんだよ。

「あーもう、なんだよ」

　振り返ると、香坂はうつむいたまま、何やら言いたそうにしている。しばらくの間逡しゆん巡じゆんするように口を開こうとしては閉じるなんてことを繰くり返かえしたかと思うと、突然踵きびすを返した。

「ちょっとそこで待ってなさいよ。いいわね、絶対待ってなさいよ！」

　そう言ってマンションの中に入っていくこと数分。香坂が手に何かを持って戻ってきたかと思うと、無言で俺に何やら温まった缶を押しつけてきた。

「な、なんだよ？」

「……あげる。わたしのせいで風邪かぜひいたとか言われたら迷惑だから」

　よく分からないまま俺おれが受け取ったのを確認すると、香こう坂さかは走ってマンションへと消えていってしまった。

　そして、その場には俺と『推すい薦せん』だけが残された。

「なんだよ、これは」

「んー。香坂ちゃんなりのォ、お礼のつもりなんじゃないのー？」

「マジで？」

　……香坂なりに気を遣つかってくれたってこと？　いやでも、まさか……。

「まあ確かに、この時間はさすがに寒いし、体が温まるのは助かるけどさ」

　なんだろうこの感覚、前にもあったような……ああそうだ。まだ高たか瀬せのことを『氷の女王』と思っていた時に感じたあの驚おどろきの感覚に似てる。意外な優しさに触れた感じ。

　そんなことを思い出しながら歩き始めた俺を見て、『推薦』もそのあとに続く。これでようやく帰宅の途に就つけるわけだ。

「でも、今夜の収しゆう穫かくはこれだけかぁ」

　丸々一晩のバイト代にしては、安すぎるなぁ……。

　手にした絶ぜつ濃のうコーンポタージュのプルタブを開けて、すすってみる。

「……の、濃度が異常だけど結構うまいな、これ」

　それは渇いたノドを干上がらせるレベルの濃こさだったけど、思わず安あん堵どの息が漏もれる。

　こうして俺と『推薦』は、駅へと向かう道を帰っていく。なんて言うか徒労感がすげーなぁ。

「なーんか懐なつかしかったなァ。こーいうの」

　そんな俺の気持ちなんて露つゆ知しらずといった感じで、『推薦』は気楽そうに言った。慣れてるんだろうなこういうの。警けい察さつから逃げるのも早かったし、逃げる方向も上手うまいこと目的地の方向に寄せてたもんな。

「ああ、そう言えば」

「ん？　どーしたん？」

　昇り始めた陽ひが目に痛い。長い長い夜が、ようやく終わろうとしていた。

　陽光に照らし出されていく町を眺めながら、俺は終わりゆく今夜を締しめくくるため息を吐つく。

「立て替えたクラス会の代金、もらってねえ……」




　　　◆◆◆




　完全に朝だった。

　駅の方へと向かう人たちの波に逆らうようにして、俺と『推薦』は家路を進む。ここまで来れば家まではもう百メートルもない。さすがにもう何事もなく帰れるだろう。

「……なんだあれ」

　その道すがら、一人の男が電柱に寄りかかるようにして座り込んでいるのが見えた。

　しかも、目の前にいかにも体調を崩していそうな人がいるというのに、道行く人たちは彼に見向きもせずに通り過ぎていく。

「あ、あれって？」

　俺おれはその姿にどこか見覚えがあるような気がして、目を細めながら近付いていく。

　そして電柱まで残り二メートルくらいまできたところで、うつむいている彼の横顔が見え……あれ、あの冴さえない感じの顔は……。

「じゅ、いやいやまさか」

　一歩進むごとに、それがじゅ……いやいやそんなまさか。

　こんな日曜の朝っぱらから電柱に抱き付いて寝ているようなところまで堕おちたとは思いたくない。だから違っていると信じることにする。うん、信じる。

　そして俺はだらしなく倒れ込んでいるその男の目の前に立ち、腰を下ろし……あー、さすがにここまで来たら……もう……認めなくちゃダメだ……。

　そこにあったのは、一番見たくない、一番見慣れた顔だった。

「こんなところで何やってんだ『受じゆ験けん』は……ていうか、お前、結構飲んでるな？」

　顔を赤くしたまま倒れ込んでいるそれは、真まことに残念なことに未来からやってきたもう一人の桜さくら井い真まさ人とこと『受験』だった。受験することで大学に進学し、真面目まじめ一辺倒でやってきたはずのこいつがここで寝てる理由はどう見ても飲みすぎて家までたどり着かなかったからだろう。

　でも、どうしてこんなところにいるんだ？

「アハハハハハっ、また唐突な出現だなー」

　もちろん『推すい薦せん』はそんなことお構かまいなしで、『受験』がこんな形で現れたことに大ウケしていた。……まあいいや。

「……それ、回収しといて」

　俺は『推薦』にそれだけ告げて、再び帰路を進むことにした。涙目で。

　昨日の朝この玄関を出てから、実に二十四時間ぶりに家に帰ってきた俺は、もちろん逃げるように自分の部屋へと急いだ。

　服を適当に脱ぎ散らかしてベッドに腰を下ろすと、『推薦』は『受験』をデスクチェアに座らせ、頰ほおを二、三回ペチペチとはたいてから定位置である床に座り込む。

「……む、ここは私の部屋か？」

「俺の部屋だよ。ていうか『受験』はどうしてあんなところで寝てたんだ？」

　しばらく状況が飲み込めずにいた『受験』は、やがて思い出したようにその口を開く。

「昨夜は駅前で見つけたどこかのサークルの新歓に付いていった」

「ということは……『受験』もあの広場にいたのかよ。でもなんでそんなことを？」

「そんなものは、女子がいたからに決まっているではないか」

　何その「そこに山があるから登る」みたいな理論。

「あっ、お前、姿が見えないのをいいことに変なこととかしてないだろうなっ！」

「そんな勇気が私にあるものかっ！」

「ご、ごめん」

「私は後々のために女子のいる空間での会話術や作法を学ぶことにしたのだ。いやらしい気持ちなどまったくない」

　本当かよ……いや、本当でも悲しいけど。

「あっ、あんなところに可愛かわいい女の子がっ」

「「どこだっ！」」

「やっぱり女子目当てじゃねえか！　っていうか『推すい薦せん』も引っかかってんじゃねえよ！」

　音が鳴るほど全力で俺おれの指差した方を向いた未来組に脱力した俺は、ベッドに潜もぐり込こみ目を閉じる。ようやく自重から解放された足が、じんじんと急な酷使に対する不満を訴えていた。

「香こう坂さかのせいで疲れたからもう寝る」

「……その件について話があってきた」

　それは聞き慣れた声であるにもかかわらず、なんだか『推薦』とも『受じゆ験けん』とも違っていて、俺は思わず閉じたばかりの目を開いた。




　──そこにいたのは、やっぱり『俺』だった。




　それも、受験の日に俺の前に立ちはだかった、三人目の桜さくら井い真まさ人とだ。

　一いつ瞬しゆん、なんとも言えない緊きん張ちようした空気が流れる。当然だ、こいつは未来の世界で高たか瀬せ父に交際を認めてもらえず悲観して、受験日に力ずくで俺を止めようとした武ぶ闘とう派はなんだから。

「お前もかよ……言っておくけど、高瀬家に認めてもらうために格闘技を始めろ的な話はお断りだぞ。とにかく今はもう疲れが限界だから寝る」

「……その原因になった香坂伊い織おりについてだ」

　三人目の『俺』の言葉を無視して俺は寝にかかる。だいたい未来の俺から香坂情報を聞いたところでなんの意味があるっていうんだ。終電を乗り逃して送って帰るなんてエピソードは確かに大学生っぽいけど、そんなものより高瀬との素敵な思い出が欲しいよ俺は。

　体を壁かべの側へ向けることで、「今は話を聞くつもりはない」という意志を示しているにもかかわらず、『俺』は続けた。

「涼りようが、何かと問題を一人で抱え込みがちなところがあることは知っていると思う」

　もう何を言われても相手をするつもりはないけど、それでも高瀬の名前を出されるとつい意識が向いてしまう。

「それは高校時代、涼の態度が変わってしまって寿ことぶきと右往左往していた時期のこともそうだし、受じゆ験けんの日に俺おれが戻ってきた際に涼りようとの間にできていたすれ違いの時にも見られた」
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　それが一体なんだっていうんだ……？

「そもそも、涼のそういう部分は昔の出来事から生まれたものだったはずだ」

　……そのことは覚えてる。高たか瀬せのことが好きなんだって気付いたあの夜、聞かせてもらった昔話。

　それは確か小学生の頃ころ、ささいなことから同級生たちに冷たくされ始めた高瀬を、またクラスの輪に戻れるように尽力した友人が逆に孤立してしまった話のはずだ。助けの声を上げるどころか、お礼も謝しや罪ざいもできないまま友人は転校していくことになってしまった。そのことに対する後悔から、高瀬はずっと一人で誰だれかのためになれればとがんばるようになった。するといつしかそれがクールな容姿と相まって『氷の女王』というあだ名を生み、高瀬を孤独にさせてしまった。そういう話だったはずだ。

　あの話をしていた時に見せた悲痛な表情を、今でも俺は覚えている。

「要するに、涼はそのことをずっと後悔したままでいるということだ」

　まあ、そうなんだろうな……ん、あれ？　何かが引っかかる。

「実際俺の世界では俺の不安は杞き憂ゆうに過ぎず、涼が一人で縁えん談だんを断ってきてくれた。だが、今回のこともまた高瀬父には二人の間で意思の疎通ができていないのではないか、と言われた」

「でもそれは……仕方のないことだろ」

　ベッドに潜もぐったままで、俺おれは言う。

「俺もそう思っていた。だがな、俺にはこの事態を打開し得る最大の好機があったんだよ。気が付いたのは本当に最近で、すでにその時期を逃した後のことだった」

　……好機？　なんの好機だっていうんだ？




「香こう坂さか伊い織おりが、転校していった涼りようの友達だ」




「噓うそ……だろ？」

　思わず起き上がって俺は問う。

「間違いない。卒業アルバムや昔の写真を見せてもらいながら昔話をした。その時、確かに涼のクラスに香坂伊織がいた。そして、あの悲しそうな顔をした。せっかく香坂と俺は大学で同じクラスだったのに、このことに気が付いたのは本当に最近だった。もしかしたら涼にとって一人で抱え込む癖くせ、事あるごとによぎるのだろう後悔を乗り越えるきっかけになったかもしれないのに」

　ああそうだ、引っかかってたのはその悲しそうな顔だ。一緒に登校した時、一いつ瞬しゆんだけ見せたあの表情は、まさに昔のことを語ったあの時の表情と同じだったんだ。

「それなら香坂に会いに行けばいいんじゃないか？」

「……行ったさ。連絡先が分かるような子ではなかったから必死に捜し出して、意気揚々と涼を連れて」

「それで……どうなったの？」

「まともに話も聞いてもらえなかった」

　それは、またすごいな。

「でも、一番ひどかったのは涼の傷つき方だった」

　三人目の『俺』は見ているのもつらくなるほど痛々しい顔で続ける。

「帰りの間はずっと無言だった。その後もずっと元気がないままで、あの優しく微笑ほほえむ瞬間を、俺はもうしばらく見ていない。きっと、もっと他ほかにやり方があったんだろう……今の涼を見ているのはもう、俺の方が限界だ」

　そう語る『俺』の表情は追い詰められていた。そんなに高たか瀬せは後悔していたのか……。

「でもさ、香坂ってそもそも誰だれか仲のいいヤツとかいたの？」

「いや、香坂は四年間誰とも打ち解けなかった。ずっとあの『気安く話しかけるな』オーラで、結局誰もあの子にだけは近付かなかったんだ。誰かと一緒にいるところなんて見たことないし、大学も四年になる頃ころにはもう見かけることすらなくなった」

　やっぱりそこは変わらないのか。自己紹介であんな宣言をして、見るからに穏おだやかな藤ふじ宮みやさんにまであんな態度を取ってたくらいだし、徹てつ底ていしてたもんな。

「もう俺おれのいる世界ではどうしようもなかった……だからせめて何か、きっかけやヒントになるものがないかと、俺はここに来た。何かできないだろうかと。涼りようはずっと望んでいたみたいなんだ。せめて一言お礼を言うなり、謝しや罪ざいだけでもできればと。本当は当時、香こう坂さかを助ける一言が言いたかったのだろうが、さすがにそれはもう不可能だからな」

　そう告げる『俺』の目には後悔と、それでも諦あきらめない希望が揺れているように見えた。

「でも、香坂はこの世界でもその性格だよ。周りを突き放してる。色々と望み薄な気がするけど……と、とりあえず何か話を聞けないか試してみるよ。何より、高たか瀬せのことだし」

　勝手かもしれないけど、俺だってあの悲しそうな高瀬の顔を知っている以上、なんとかできないかなと、思ってしまう。

「ということであれば、君が高瀬さんに気付かれないように動かなければならないな」

　赤い顔をしたままの『受じゆ験けん』がそんなことを言い出した。

「もしも香坂さんが高瀬さんのことを徹てつ底てい的てきに嫌きらってしまっているのであれば、急に高瀬さんと会わせることでさらに傷つけてしまう可能性がある。だから、まずは君が香坂さんから直接聞かなければならないはずだ。高瀬さんのことをどう思っているのか。そこから動くのが適切であろうな。嫌っているのであれば、少しずつ近付けていくこともできるのだから」

「まあそうだな」

　酔っていてもその辺りはさすがに『受験』だ。頭は回ってるな。

　今の香坂を思うに、良くない方に転ぶ可能性は確かに高い。、でも可能性はゼロじゃない。

　そう思えるのには理由がある。

「んーでもォ、そんなにひどいばっかりの子じゃないと思うんだよねー」

　俺の思っていたことを『推すい薦せん』が先に言葉にした。

　そう、その通りだ。わざわざ帰かえり際ぎわに体を冷やさないようにと気を遣つかってくれたこともあるし、何か手がかりが見つかる可能性、二人が上手うまく再会できる可能性はきっとゼロじゃない。

　痛む足を引きずりながら起き上がった俺は、脱いだばかりの服に再び袖そでを通していく。

　……でも、高瀬のために後悔して、またこうやって戻ってくるなんて……。

「本当に高瀬のことが好きなんだな」

　受験の日だって、今にして思えば本気で高瀬が好きだからこそ戻ってきたんだろう。

「当然だ……写真集も百八十七冊ほど作った。現在も新作を編へん纂さん中ちゆうだ」

「多すぎだろ！」

「いつか高瀬涼フォトブック『涼』を制作するつもりでいる」

　……それはちょっと作りたいかも。いやむしろ春夏秋冬で作って季節ごとの高瀬を楽しむというのはどうだ？　……こいつもひどいけど俺もどうしようもないな。

「もう等身大ポップは作ったし、抱だき枕まくらも……」

「やめろそれ以上言うなッ！」

　精せい悍かんでいかにも強そうな顔をしてる割にやってることはストーカーのそれじゃねえか。しかも話が高たか瀬せのことになった途と端たんに顔がヘラヘラ気持ち悪くなったし……。俺おれって何を選んでも真っ当とは言えない人間になってしまうんじゃないだろうか……そう思うと怖い。イメージビデオとかまで作り始めてしまいそうな自分が……恐ろしい。

「……『筋肉』とか『修行』みたいな呼び方が適切かと思ったけど……お前は単純に『変人』だな」

「なるほど、涼りように対してもはや普通でいられないという意味か。望むところだ！」

「望むなッ！」

　まったく、皮肉も通じやしねえ……この件はもういいや。

「……じゃあ、とりあえず俺は出かけてくるから。おとなしく留守番しててくれ」

「どこ行くのー？」

　一晩中歩き続けてようやく帰ってきたばかりだというのに、早くも出かけようとする俺に『推すい薦せん』が声をかけてくる。

「話を聞くにはきっかけが必要そうだし、気になってることもあるから。あとで説明するよ」

　そう言い残して俺は、未いまだ悲ひ鳴めいを上げ続ける脚にムチ打って家を出たのだった。

　……のぞき見ちゃったあの手紙もまた、香こう坂さかのイメージとは少し違う物だったな。なんてことを考えながら。













　　　第二章　　　理不尽台風警けい報ほう発令中







「ねえ、このあとちょっといいかしら」

　語学の授業が終わると同時に俺おれの前にやってきた香こう坂さかは、髪を払いながら尋ねた。正確には「もう決まってるけど一応確認してあげる」くらいの口ぶりで。

　こっちとしては、あの夜のせいで日曜を完全に棒に振る形になってしまったこともあって、文句の一つも言ってやりたいところだ。筋肉痛で足が痛いのも、元はと言えば香坂のせいなんだからな。

「……三限のあとからだったら空いてるけど」

　それでも、香坂と高たか瀬せの関係を知った俺がその誘いを断ることはない。

「それならそれでいいわ、ラウンジに来て」

「まあ、俺も香坂に用あったし、分かった」

　それだけ確認すると、香坂は振り返ることも呼び出す理由を話すこともなく教室を出ていってしまった。本当に上からくるよな、アイツは！

　でも、まさか香坂の方から声を掛けてくるとは思わなかったな。と、思いながら、持ってきた紙袋を手に取って立ち上がる。

「桜さくら井いってドＭだったのな」

「なんの話だ！」

　声を掛けてきたのは篠しの塚づかだった。篠塚は『推すい薦せん』のようなニヤニヤを浮かべながら俺の反応をうかがっている。まったくなんだっていうんだよ。

「このあと、香坂とデートの予定なんでしょ？」

「そっ、そうなんですか？」

　篠塚の横に並んだ藤ふじ宮みやさんも眼鏡めがねを輝かせていた。

「違うって。あの態度のどこがそう見えるんだよ」

　廊下に出て三限の教室へ向かいながら、二人にきっちり否定の意を唱となえる……も、

「またまたぁ」

　と、真に受けてくれない。俺はエントランスホールを進みつつ、どうやってあの大型台風の恐ろしさを説明しようかと思っていたところで、華きや奢しやな肩に綺き麗れいな黒髪をした女の子を見つけた。

　同級生だろうか、どうやら三人の女子と何か話しているみたいだ。

　俺は口元に指を当てて静かにするよう二人に伝えると、そっと近付いてみることにする。

「ねえねえ、高たか瀬せさんは彼氏とかいないのー？」

「えっ？　……それは、その」

　三人の急な質問に、高瀬はひざの上に置いた両手をもじもじと動かし始めた。

　なかなか言い出せずにいる様子に、女子三人は興味津しん々しんだ。

　やがて高瀬は、小さく息を吸った。

「お、お付き合いさせてもらっている人がいる」

　高瀬は恥ずかしそうに、でもどこか優しげな微笑ほほえみを浮かべながら答えた。

「えーっ！　どんな人？　どこが好きなの？」

「そ、その、優しくて、た、頼りになって、わ、私の……ことを……その、好きで……いてくれて……」

　どんどん小さくなっていく声、うつむいていく顔に対して、頰ほおは赤みを増していく。

　そんな高瀬の姿を見た女子三人組は……。

「高瀬さん可愛かわいいィィィーっ！」

　早くも抱き着いたり、頭をなでまわしたりしていた。

　正々堂々答えちゃう辺りが高瀬だよなぁ。周りのヤツらちょっと驚おどろいてるじゃねえか。

　まったく仕方のないやつだ、高瀬は。

　俺おれはやれやれと息を吐つく。

「……なにあの人、ものすごいニヤニヤしてるんだけど」

「うわ、気持ちわるっ」

　……頼りになって優しいだってさ。

　皆の前でそんなこと言ったりして、本当に高瀬は仕方のない子だなぁ。

「うわっ。本当に気持ちわるっ！　警けい察さつ呼んだ方がいいんじゃない？」

　俺はつい嬉うれしくなって、何やら俺を指差している連中の間を突っ切って高瀬のもとへ駆けつける。もう一秒でも早く声を掛けたくて仕方がないんだ！

「高瀬」

「さっ、桜さくら井い君っ？」

　高瀬は背筋をぴんと伸ばしたかと思うと、顔を赤くしたまま振り返った。

「三限は授業ないの？」

「あ、ああっ。休講だそうだ。だからこうしてラウンジで話をしていたんだが……」

　少し慌てた感じで答える高瀬は、めずらしく早口だった。だから俺は……。

「何の話をしてたの？」

　なんとでも言え、わざとらしくてもいい。俺は聞く！

「えっ？　そ、それはその……」

　高瀬は困ったように視線をあちこちにさまよわせて、

「な」

　上うわ目め遣づかいだった。

「ないしょ、だ」

　なんなの？　地上に舞まい降おりた女神なの？

　この場にベッドがあったら飛び込んでごろごろ転がってやったのに！

　そんな俺おれたちを見て、女子たちはひそひそと何やら耳打ちをし合っていた。

　そして、意を決したかのように俺の方を指差して、

「え、これが、高たか瀬せさんの？」

「あ、ああ。そうだ。桜さくら井い真まさ人と君だ」

　女子たちは俺と高瀬を交互に見比べる。

「普通」「ふつう」「フツー」

「うるさいな」

　初対面だっていうのになんて失礼な……。ていうか、鞄かばんとか携帯とかをソファの上に適当に転がしてんじゃねえよ、雑なヤツらめ。どんな時でも行儀の良い高瀬を見習え。

「ねえ高瀬さん、割に合わなくない？」「ぷっ」

「それを言うなら釣り合わないだろうが！　それでも十分失礼だけどな！　あとちょっと吹き出したヤツ表に出ろっ！」

　出会ったばかりだというのに早くも軽くぶつかり合う俺たちに挟まれた高瀬は、困ったように微笑ほほえむ。

「優しくて、とても素敵な人なんだよ」

　秋風の涼やかさを思わせる高瀬の、その穏おだやかな表情に俺たちは声を失った。

　こんなによどみなく真まっ直すぐに言ってくれると、なんかただただ素直に嬉うれしくなっちゃう。

　ありがとうな、高瀬。

「ええと、こちらは順番に同じクラスのミヤちゃん、トモちゃん、カナエちゃんだ」

　一方、雑な女子たちは「よろしくー」とやっぱり雑な感じの挨あい拶さつをよこした。

「桜井君は三限も授業なのか？」

「あっ、いや、そうなんだけど。でも、サボっちゃおうかな」

「こらっ、ダメだぞちゃんと授業には参加しないと」

　高瀬はたしなめるように言う。いい。こういうのすっごくいい。

「そ、そうだな。それじゃ、次の授業行ってくるよ」

「うん。いってらっしゃい」

　小さく手を振って送り出してくれるのがまた何とも可愛かわいらしい高瀬に応こたえつつ、俺は篠しの塚づかたちのところに戻る。すると篠塚は口を開いたまま呆ぼう然ぜんとしていた。

　そう言えば、軽く挨拶の一つでもすればよかったのに、ずっと傍ぼう観かんしてたな篠塚は。

「篠しの塚づか？」

「あ、あのめちゃくちゃ綺き麗れいな子が、地味な桜さくら井いの彼女？」

「ま、まあな」

「好きな人の話を聞かれて恥ずかしくて赤くなっちゃうのが彼女？」

「お、おう」

　正直に答えると、肩を震わせた篠塚は頭を抱えた。そして……。

「滅べ！　共学なんて今すぐに滅んでしまえ！　神は死んだ！」

　どこの哲学者だよ。という叫び声を上げて走り去ってしまった。

「篠塚君、次の教室はそっちじゃないですよー」

　藤ふじ宮みやさんは「ちょっと行ってきますね」と言い残してから、わざわざ篠塚の後を追いかけていった。面倒見のいい子だなぁ。

　こうなると、置き去りにされた俺おれは一人で教室へ向かうしかない。

　……でも高たか瀬せは、もうクラスに友達ができたみたいだな。

　自然と安あん堵どの息を吐つく。

　もともと高瀬は大学に進んだあと、その優しさに付け込まれるような形で不幸になってしまうはずだった。それがこうして楽しそうにしているのを見られて本当に良かった。

　もうそんな事態になってしまうことなんてないだろう。

　欲を言えば、寿ことぶきみたいに何かと一緒にいられる子ができると文句なしなんだろうけど。そればっかりはこれからに期待するしかないな。それに今の高瀬だったら、そんな友達だってきっとできるはずだ。

　そして、そんな高瀬の日常に時々落ちる後悔の影かげが取り払われるといい。ずいぶんと柔らかくなった表情に見み惚とれてしまうことが多くなった分、それだけ不意に見せる悲しそうな表情も浮き彫りになったように思える。

　そんな瞬しゆん間かんを見るとなんだか寂しくなってしまう。話すようになってまだ一年経たたない俺では、ちょっとやそっとでは踏ふみ込こめない領域が垣かい間ま見みえてしまったような気がして。

　……また香こう坂さかと高瀬が普通に話したりとかってできるのかな。

　もし可能なのであればそれが最高なのかもしれない。

　二人が昔どんな感じで、今お互いをどう思っているのかなんて俺には分からないけど、そうなれば高瀬はもう、あんな風に悲しそうな顔をしなくていいんじゃないか、なんて勝手な想像をする。

　とりあえず三限が終われば香坂と話をすることができるからな。あの性格だし、一ひと筋すじ縄なわで昔話をしてくれるとは思えないけど、ヒントやきっかけになるものを見つけられるようになんとか距離を縮めて、関係をつなげていこう。

　教室へ急ぎながらそんなことを考えていると、「ないしょ」と上うわ目め遣づかいで言った高瀬を思い出して俄が然ぜんやる気が出てきた。よし、今日は何としても香こう坂さかを捕まえてやる！




　　　◆◆◆




　そいつを見つけるのはとても簡単だった。

　手入れの行き届いた上品でしなやかなブラウンの髪に、ティアラのような装飾の施ほどこされたカチューシャをし、その輝かしいオーラで皆の視線を集めておいて、いざ目を向けてみれば「なに気安く見てるわけ？」と、不ふ機き嫌げんな猫のような目で理不尽な威い嚇かくをし始める。体は小さいクセにああまで尊大に見えるヤツなんて他ほかにいない。

　香坂伊い織おりは一人、ラウンジの中でも人ひと気けのない隅すみの方で腕を組み、早くも危うい低気圧を発生させ始めていた。

　どうやら香坂の方が授業の終わりが早かったみたいだ。待たせちゃ悪いと、俺おれは香坂のもとに駆け寄った。

「遅い」

　……こ、こいつは。それでも急いで来た俺に対して開口一番がこれだよ。

「わ、悪いな。で、用ってなんだったんだ？」

　口こう端たんがけいれんしてるのを感じながら、呼び出しの理由を尋ねる。ここで物別れになったらどうしようもない。俺の目的は香坂に高たか瀬せのことを聞けるようなきっかけ、距離感を見つけることなんだから。

　すると香坂は、財布を取り出し、そこから数千円ほど引き出すと、それを俺に突き出してきた。

「な、なんだよこれ」

「この前のクラス会のお金。どうせ桜さくら井いが立て替えたんでしょ」

「ま、まあそうだけど」

　受け取ると、香坂は「やっぱりね」と言ってまた偉そうに腕を組んだ。

「借りを作ったままなんて嫌いやだったから。良かったわ」

　なんてヤツだ。駐車違反の反則金でも払うかのような態度で……「ありがとう」一つで良いだろうに。

「で、桜井の用ってなんなの？」

「あ、ああ。ほらこれ、公園で靴脱ぎ捨てていっただろ。だから拾ってきてやったんだぞ」

　鞄かばんに合わせているんだろう綺き麗れいなエンジ色のミュールを入れた紙袋を俺は差し出した。香坂の性格からして、昔話を聞かしてもらうというのは結構な難なん題だいだろう。だからこうして少しでも好感を稼かせぐために用意しておいた武器がこれだ。

　すると紙袋の中身を見た香坂は、目を見開き、ぽかんと呆あつ気けにとられたような顔をしたかと思うと……。

「別に、頼んでないんだけど」

　腕を組んだままそう言い放ちやがった。

　こ、こいつ……。

　香こう坂さかと高たか瀬せの話を聞いたあと、俺おれが出かけたのはこのためだった。

　疲労と痛みが限界を超えた足を引きずって、まだ警けい官かんがうろついてるんじゃないかってビクビクしながら、頭部を捜す市長の亡ぼう霊れいがいたらどうしようとかオドオドしながら、公園で遊んでた親子に「あのおにーちゃんなにしてるの？」「将来ああいう不ふ審しん人物にはなっちゃダメよ。今のうちによーく見ておきなさい」とか言って逆にじろじろ見られるっていう恥ち辱じよくにも耐たえながら茂みの中を捜し回って、ようやく見つけ出してきたっていうのに！

「捨てるつもりで脱いだんだから当然でしょ」

　香坂は冷ややかな口調で言う。

「そっか……困るかと思って取りに行ったんだけど、要らないのか」

　さすがに俺は肩を落としながら、紙袋を差し出す手を下ろした。見れば香坂は、今日は今日で別色の綺き麗れいなミュールを履はいている。それだったら一応こうして会話の場にはつけたんだし、もういいや。これは『受じゆ験けん』にでもあげよう。

「別に要らないとは言ってないでしょ！」

　しかし香坂はそう言って、俺の手から紙袋を奪い取ってそっぽを向いた。

「本当はもう要らなかったんだけど、そういうことなら受け取ってあげるわ」

　なんなんだよそれ、気分次第でころころ意見を変えやがって。理不尽なヤツだな本当に……。

　できることならもう今すぐにでも帰ってやりたい。

　……でも、俺にはやらなきゃいけないことがある。

「それにしても、わざわざクラス会の代金を返すためだけに呼び出したのか？」

　なんとかして香坂と自然に話せるようになるためのきっかけを探さないといけない。だからまずは、香坂が俺を呼び出した理由を聞いてみることにした。

　だいたい代金を返すにしろ、靴を返すにしろ、何もラウンジの端はしで待ち合わせてなんてしなくても教室の中でできることだ。何か別の要件でもあるのであれば、それに期待したい。

「違うわよ。桜さくら井いに聞きたいことがあるから呼んだの」

　香坂は髪を払って、なぜか少し居心地悪そうというか、緊きん張ちようした面おも持もちで語り出した。

「バッグを開けた時、余計なものまで見なかったでしょうね」

　見ました！

　とは言えず、でも噓うそを吐つくわけにもいかず、俺は遠回りしながら答えることにする。

「えーと、財布と、携帯と、クマの付いたポーチと……」

　そこで香坂はピクッと反応した。まあ、やっぱり本題はアレだろうな……。

「手帳と……その、書きかけの手紙をちょっと」

「見たのね？」

「ごめん。でもわざとじゃなくて、帰りの電車が分かるものを探してて、落ちたから拾おうと思ったら、少し中身が見えたってだけだよ！　これは本当だから」

「ふーん。どうだか」

　そう言う香こう坂さかは、どうしてだろう俺おれの必死な弁解になんて興味がないかのように素っ気ない返事をして、もう一度確認をとる。

「とにかく、あれを見たのね」

「見た」

「ふん、まあいいわ」

　そして一つ息を吐ついた香坂は、もう一度そのしなやかな髪を払う。

「本当ならすぐにでも警けい察さつと弁べん護ご士しに連絡するところだけど、今回のところは見逃してあげる」

　……あれ？　もっとド派手に罵ののしられるものとばかり思ってたのに。ずいぶんとまともな対応だな。

　いやでも良かった。いくら香坂が理不尽だって言っても、今回のことは不可抗力なんだって分かってくれたんだな。

　いやいや待てよ、これで話が済んでしまったら元も子もないじゃないか。何か関係をつなげるものを探さないと。なっ、何かないか？

「それに、それなら話は早いわ」

　しかし俺のそんな目算や、そこからくる焦あせりなんてそれこそ吹き飛ばすかのような大おお仰ぎような身振りで、香坂は俺を指差した。

　そして命令する。




「桜さくら井いには、これからしばらく付き合ってもらうから」




「……はい？」

　まさかの先制攻こう撃げき？

「手紙読んだんでしょ。わたしは別に低俗なトモダチ付き合いなんかに興味はないけど、ああでも言わないとパパ、両親に色々心配されて面倒なの。だから何を聞かれても話に困らないように、色々回ってエピソードを作っておかないとって思ってたのよ」

　あ、いや、香坂と普通に話せる関係をなんとか作れないかと思案していたわけだから、俺にとっては渡りに船なんだけど……。

「なんでまた急に……」

　こんな形で先手をとられるなんて予想外すぎて、思わずそう尋ねてしまった。

「なんでって今言った通りよ。他ほかに理由なんてあるわけないでしょ」

「……そ、そうなんだ」

「わたしが寝てるのをいいことに色々触ったり見たりしたんだから、桜さくら井いに拒否権なんてないわよ」

「そ、そういう言い方すると誤解されるだろ！」

「もっと大きな声で言った方がいいかしら？」

　脅きよう迫はくかよッ！

　まさかの事態に戦せん慄りつする俺おれに、香こう坂さかは「選択肢なんてない」とばかりの言い方で迫る。

　クラス会の帰りには身体からだを冷やさないよう気を遣つかってくれたと思ったら、今度は脅迫って、香坂は一体何を考えてるんだ……？

「ついてくるの？　こないの？」

「い……行かせていただきます」

　高たか瀬せのこともあるし、俺は早々に白旗を上げることにした。

　なんとか香坂と……なんて考えていた俺の思考なんて突然の強風で一気に吹き飛ばされてしまった。まさかこういう形で関係が作られるとは……さすがは香坂伊い織おりと言わざるを得ない。

　なあ高瀬……香坂伊織って本当にとんでもないヤツだけど……仲良かったんだよな？

　呆あつ気けにとられたままの俺がそっと視線を上げると、香坂は成功したイタズラを誇る子供みたいな余裕の表情をしていた。




　　　◆◆◆




「共学なぞ潰つぶれてしまえ！」

「いやいや『受じゆ験けん』も共学だっただろ」

「状況的にはずっと男子校も同然だったのだ。この心は篠しの塚づか氏と共にある！」

　俺が『俺たち』に今日の出来事を説明すると、『受験』は共感してくれるどころか、なぜか篠塚に肩入れし始めた。

　でもどうかなー。男子校でチャンスがなくて言うのと、共学だったのにそれを言うのとじゃ状況が違うと思うんだが……。もちろん、「お前の方が情けないぞ」ってことなんだけど。

「だいたい『受験』は何に対してそんなに息を荒立ててるんだよ」

「同じ桜井真まさ人とでありながら、どうして君にばかり素敵な女子が……くっ」

「高瀬と香坂を同列で語るのはやめろっ」

　だいたいあの大型台風が素敵って……天災だぞ、あの子は。

「そもそも未来組はどうしてここに残り続けてるわけ？　もう『推すい薦せん』と『受験』はこの世界の俺を変えることに意味もないし、知ってプラスになることも特にないんじゃないか？」

　まあ、嫌いやか嫌じゃないかと言われれば、そりゃあ……嫌じゃないけどさ。

　正直、この二人が帰ってきた瞬しゆん間かんはちょっとだけ嬉うれしく感じたのも事実だし。絶対口にはしないけど。やっぱりこの二人がいてくれたから、共に自分の未来を信じて戦ったからこそ、今の俺おれはあるわけだから……。そりゃ、仲間意識も芽生えるってもんだ。

　でも、こうして未来組がやってくるとやっぱり、何か面倒が待ち受けてるんじゃないかって危機感も覚えるわけで。

「ふむ、我々はもうこの世界の桜さくら井い真まさ人とのことよりも、自分のことを考えて、そうだな……自分探しに来ているといった方が的確かもしれないな。君を見ているとやはり感じ入るものがあるからな」

「……じ、自分探し？」

「ひゅーっ、自分探しとか恥ずかしくていいねェ！」

「その結果が、あの自由すぎる個人行動なのか……？」

　どちらかと言うと『受じゆ験けん』は外出に関しては慎重派だったはずなのに、ここ数日はもう俺より帰りが遅いのが当たり前だ。それもその理由のほとんどがサークルの新歓や各クラスのクラス会に参加するためという、遅くなりすぎた大学デビューみたいなもの。むしろ『推すい薦せん』の方が無駄な外出はしてないくらいだ。

「まあこの時期はァ、どこもかしこも新歓の飲み会やってるからねェ。オレもあの頃ころは家に帰るのも忘れて参加しまくってたなァ。二年の時も新入生のフリしてあっちこっち出てたしィ」

『推薦』は「なっつかしー」とか言いながらウザい長髪の後ろで両腕を組んだ。相変わらず無駄にキューティクルがすごい。

「それで、誰だれにも見えてない状態で参加する自分探し新歓はどうだったんだ？　女子もいっぱいいるんだろ？」

「女子は本当に最高だな！　共学バンザイ！」

「さっきまでと言ってること違うじゃねえか！」

『受験』は『推薦』のニヤニヤとは違う、それはもうだらしない笑いを浮かべている。

　ひどい顔してるだろ？　両方とも俺なんだぜ、あれ。

「うーん……でもさ、未来の桜井真人が過去に来て自分のことを考え、知ろうって、なんか逆じゃない？」

　こういう場合って普通、俺にメリットがあるのが定番じゃない？　手にした未来情報のおかげで人生の勝者に……みたいな。なんかデメリットだったことばっかり思い出すんだけど。

「それはァ、ほら、なんつーかさ」

『推薦』は頰ほおをかきながら、どこか恥ずかしそうにしていた。

「この空気がさァ、好きなんだよ、俺たち」

「ああ、その通りだ」

『受じゆ験けん』は『推すい薦せん』の言葉に同調する。

「私たちは、ここでこうして過ごすことを、心地ここち好よく感じているのだろうな」

　な、なんだよ、お前ら急に……。

　こんな新手のナルシスト、聞いたことねえよ。ったく、仕方ないヤツらだな……。

　どこか気恥ずかしくなって、俺おれは頭をかいた。

「ここだったらァ、毎日がホリ、サンデーだから」「ここには女子がいるからな」

「ごめん、やっぱ今すぐ帰ってもらっていいかな？」

　返せ。ちょっとでも感動しそうになった俺の純粋な心を返せ。あと自信なくてサンデーって言ったんだろうけどホリデーで合ってるよ。その精神は人として間違ってるけどな！

「アッハハハ、まあそれは冗談としてェ、香こう坂さかちゃんとはどうだった？」

「まったくお前らは……って、『推薦』は香坂について何か聞いてたりしなかったの？」

　大学時代、就職に失敗するほど遊あそび呆ほうけていた『推薦』は、可愛かわいい女の子の情報にやたらと詳しかったはずだ。学校という枠を飛び越えるレベルで。

　香坂は見た目だけで言えばかなりのものだし、何かしらの話を聞いててもおかしくないと思うんだけど。

「んー。聞いたことだけだったらあるんだけどねェ。でも、すっごい可愛いんだけど性格がキツイみたいな話とォ、友達とか彼氏の情報が一いつ切さい出てこない子ってくらいしか知らないかなー」

　そう言って『推薦』は、お手上げのポーズを取った。

「俺の方はとりあえず、香坂とは普通に話したりできるようには……たぶん、なった」

「本当か？　よくこんな短期間でまともな会話ができるところまでたどり着けたな」

『変人』は驚おどろきの視線を向けてくる。いや、なんていうか、正確には香坂に先手を打たれただけなんだけどさ……。

「そんな驚くほどひどかったの？　香坂の態度って」

「まあな。あの徹てつ底ていして人を寄せ付けない感じは、もう敵視と言ってもいいかもしれない。何せあの「気安く話しかけないで」は、未いまだに記憶に残ってるからな。さすがに言い合いやケンカになっている場面を見たことはないが、ひどく突き放すような発言をした、されたっていう話はいくつか聞いた覚えがある。自己紹介の時以外にもやっていたんだろうな」

「じゃあクラス会にも来てなかった？」

「俺は篠しの塚づかたちと二次会に行っていたし、あまり記憶に残っていないが、あの時だけはなぜか来ていたような気がするな。それ以降は見ていない」

　……そうなると確かにちょっと不思議だな。

　声を掛けられるのも嫌いやな香坂が、あの日だけクラス会に来てた理由も、まさかの先制で「つき合ってもらう」と言ってきたことも。そもそもあの手紙がきっかけで話のネタを集めたいっていうのは……『取りつく島もない』香坂のイメージとかけ離れすぎてるような気がする。

「まあ、その辺はこれから色々見えてきたりするのかな」

「涼りようはよく「幸せだ」と言ってくれるようになった。でも同時にその分だけ後ろめたさも感じてしまっているんだろうな。不意に影かげが落ちる瞬しゆん間かんがある」

「後ろめたい、か。仕方ないことだと……思うけどな」

　そう、その瞬間を目の当たりにしても「下手へたな言葉を掛ける」くらいしかできないであろうことが、俺おれにとってはつらいところなんだよな。

「とにかく、今はこの流れを続行しよう」

　そうまとめると、『変人』も真しん摯しな顔でうなずいた。

「……で、今日の涼はどうだった？」

　話が終わると急に『変人』は、グイッと身を乗り出すようにしてそう尋ねてきた。

「ど、どうだったって？」

「可愛かわいかったか？　可愛かったんだろう？」

　近寄りすぎだよ気持ち悪い！　あと鏡見ろ！　顔が大変なことになってるぞ！

「あ、ああ、そうだな。今日、友達と俺の話をしてた高たか瀬せに「何の話してたんだ？」って聞いたら、「な、ないしょだ」って視線をそらしながら言ったんだけど、その可愛さと言ったら究極の一言だったなぁ」

　思い出すだけで顔がにやけてしまう。うん、あの時の高瀬はもうそのまま額に収めて飾っておきたい可愛さだった。

「涼が……「ないしょ」だって？」

　するとなぜか『変人』は、驚きよう愕がくの事実でも知ったかのように真顔になった。

「お、俺だってまだそんなの見たことないのに……」

　そしてビシッと俺を指差したかと思うと、なぜか怒りの声を上げる。

「だっ、だが俺はエプロン姿を見たことがあるッ！　髪を一つにまとめ、俺のために料理を作ってくれた時の涼は、それはもう至高の美しさだったんだからな！」

「どうして急に対抗し始めたんだよっ！」

「……俺の涼の方が可愛いッ！」

　……何この展開。

　一応、進路的な意味では目の前で意味の分からない発言をし始めたこの『変人』が、一番今の俺に近いわけなんだけど……なるほど、こうきたかー。

　俺は変な方向に広い自分の可能性に落胆しながら、息巻く『変人』を見た。

「俺の高瀬の方が可愛い」

　ああ、そりゃもう当然徹てつ底てい抗戦だよ。

　そして『俺』たちの間に火花が散り始める。

　それにしても、あの日俺の前に立たち塞ふさがった桜さくら井い真まさ人とは、不安に揺れながらも高瀬のことを思う、結構格好良い感じの男だったのに、何が、どうしてこうなった『変人』よ。

「ち、ちなみにエプロン装着時の高たか瀬せの髪の結び方は通常のポニーテールだった？　それともサイドポニテ？」

「サイドだ」

「…………さすが高瀬だな」

「ああ。ちなみにその時の写真は、涼りようアルバム三十二巻に百枚ほど収納してある」

「そこまでいくと怖こえーよ！　でも高瀬って写真苦にが手てだし、結構硬い表情の写真が多いんじゃないか？」

「抜かりはない。自然な表情を捉とらえるための望遠……」

「やめて！　これ以上聞くと自分が信じられなくなる！」

「……二人とも」

　白熱する高瀬話に、眼鏡めがねをくいっと持ち上げながら『受じゆ験けん』が割って入ってきた。

「……それ以上彼女自慢を続けるというのであれば、私にも考えがあるぞ」

　そして聞こえてくる怨えん嗟さの声。俺と『変人』は思わず口を閉ざした。

　目が怖い、マジで。

「ま、まあ今日のところは引き分けにしておこう。どっちの高瀬も可愛かわいい！」

「そ、そうだな。でも言っておくぞ、俺は涼の正確な身長、体重、スリーサイズ、靴の大きさまで知っているんだからなっ」
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「だからそこまでいくと気持ちワリぃよ！」

　こうして俺おれと俺の不毛な戦いは、怒りに燃える俺によって仲裁されたのだった。

「でも俺がもし今から香こう坂さかとある程度仲良くなれたとして、それって『変人』の世界ではどうなるんだろう。『受じゆ験けん』はどう思う？」

「彼女がいる者だけ消費税が百パーセントとかになればいいと思う」

「そんなこと聞いてねえよ！　そもそも『変人』って俺の未来なわけだし、どうなるんだろうってことだよ！」

「ふむ、おそらくだが二人の世界もすでに別物だと考えていいだろう。君が香坂さんと関かかわりを持ったことが関係しているのかもしれないし、そもそも違うのかもしれない。どこかで君がした選択から分岐したと考えるのが普通だろうか、この場合」

「……そうなのか」

　やっぱり今回のことも先の見えない状況であることに変わりはないことになるな。『変人』や『推すい薦せん』の話を聞いてる限りでは、今の俺の状況の方が異常事態みたいだし。

　でも、心配して手紙をよこす両親に噓うその返事をして、その噓がばれないように手伝えって結構ひどい話だよなぁ……そこはちょっと心情的に引っかかるな。

「……ちょっと頼みがあるんだけどいいかな」

　俺は未来組に向けて提案する。

「香坂の付き添いなんだけどさ、ちょっと誰だれかついてきてもらえないかな」

　正直なところ、香坂と二人きりっていう状況はやっぱり自分としては好ましくない。高たか瀬せとだってまともにデートしたことないのに。それに、目的のことを考えたって別視点の意見があった方が良さそうだ。

「私が行こう！」

　全力で手を挙げたのは案の定『受験』だ。

「ごめん、言い直す。明日は『推薦』が来てくれないかな？」

「オッケー、まっかせときなー」

　あっさりと承しよう諾だくする『推薦』に対して、『受験』はその場にずっこけた。

「な、なぜっ！　私もデートしたいのにっ！」

「目的が邪よこしまなんだよっ！　そもそもデートじゃない」

「お願いしますっ！　後学のために！」

「早ッ！　土下座するの早ッ！」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんすら見せずに頭をフローリングに擦こすりつける『受験』に、俺は嘆息する。

「分かったよ、でも明日はとりあえず『推薦』な。香坂と出かけること自体初めてだし、まずは『推薦』に色々見てもらいたいんだよ」

「くっ、これ以上ないくらい理にかなっている」

『受じゆ験けん』は拳こぶしを震わせながら言う。そんなに悔しいのかよ……。

「それでなんとか普通に会話とかできそうなら『受験』が来たらいい」

「……ふむ、分かった。明日はおとなしく留守番しているとしよう。その代わり後学のために色々聞かせてもらうぞ」

「じゃあ『変人』はどうする？」

「俺おれは少し離れた位置から見ていることにする。『推すい薦せん』が先行するのには賛成だし、さすがに三人集まっていると何かと動きづらいだろうしな」

　なるほど確かに。それじゃなくても大学でもすでに俺って空気な感じだし、そのうえ「あいつの周りには妙な現象が起きる」なんて噂うわさされたら目も当てられない。その判断は助かる。

「それじゃあ『推薦』明日は頼むな」

「はァーい」

『推薦』の返事は相変わらず軽い。それにもかかわらず、どこか意気が上がっているのを俺は感じていた。

　そっか、こうして皆で目標に向かうのは、なんだか受験の頃ころの結束を思い出すからなのかな。

　そうなれば当然、思い出すのは高たか瀬せのことだ。悩み抜いた日々の果てにたどり着いた、俺の答え。あの笑顔のために……よし、また少しがんばってみよう。




　　　◆◆◆




「遅い」

　スタートからすでに不ふ機き嫌げん全開ってどういうことなんだよ……。

　授業を終わらせ、指定された待ち合わせ場所であるラウンジの隅すみへたどり着いた俺に、香こう坂さかが挨あい拶さつ代わりによこした言葉がこれだった。

「わ、悪いな」

　早くも頰ほおがけいれんし始めるのを感じながらも、できるだけ穏おん便びんに答えることにする。

「ひゅーっ。香坂ちゃん相変わらずきっついなァ」

『推薦』はもちろんいつものお気楽モードだ。頭の後ろで腕を組んだまま、ラウンジの中をキョロキョロと見回したりしている。先日立てた作戦の通り、今日はフットワーク、経験共にあてになる『推薦』と一緒の行動になる。ちなみに『変人』は少し離れたところからこちらを見張っていて、『受験』は言葉通り留守番しているつもりらしい。

「それでさ、どこに行くつもりなの？」

　聞くと香坂は、

「ついてきて」

　とだけ言って、さっさと歩き始めてしまう。

　早くもため息を吐つく俺おれと余裕顔の『推すい薦せん』は、急ぎ足で香こう坂さかのあとを追いかける。

　できるなら高たか瀬せのことにつながるような話がしたい。せっかく『推薦』もいることだし、様子を見ながら昔話を切り出すっていうのが今日の目標だな。

　しばらくして、俺を置き去りにするつもりなのかと思うほどの早足で歩いていた香坂の足が止まる。

　たどり着いた先は、キャンパス内だか外だか微妙なところにある大手コーヒーチェーン店の前だった。

「どうした香坂？」

「ここよ」

「え、ここなの？」

「そっ、そうよ！　文句あるの？」

　……なんだよ、もっととんでもないところに連れていかれるものとばかり思ってたのに、これくらいなら同級生同士でも普通に行くだろ。俺は行ったことないけど。

　少し安心しながら店に入る。そこには白い壁かべに黒色の木材を基調としたオシャレな空間が広がっていた。中にはソファー席なんかもあって、少し光量を落とした照明が落ち着いた雰囲気を作り出している。ただ、やはりそこは学内と言ってもいいような立地にあるため、学生と思おぼしき集団が多くてわりと賑にぎやかだった。

　そして俺は香坂と二人、カウンターの上に掲げられたメニューを見ていた。正確には途方に暮れていた。

「さ、桜さくら井い」

「なに？」

「は、早くオーダーしなさいよ」

「いやいや香坂こそ、俺はまだ悩んでるからさ」

「いいから、先にオーダーして席を取っておいて」

　交渉の余地はない。香坂はもう両腕を組んで顔を背そむけている。

　こいつめ……いいだろう。それなら俺は、高瀬とやると楽しいこの奥おう義ぎでこの場を乗り切ってやる。

「俺が行くよ！」

　俺はズバッと勢い良く右手を上げた。続けて左手を上げればあの「じゃ、じゃあわたしが行くわよ」の空気ができ上がる！　……はずなんだけど。

　しかし香坂はそんな俺を一いち瞥べつして口を開いた。

「だから早く行きなさいよ」

　そ、そんなの反則だろッ！

　香こう坂さかのとんでもないカウンターに、俺おれは崩れ落ちそうになるのを必死にこらえる。

　なんて容赦のないヤツなんだ。でもまあ、まずは席に着かないことには話もできないし、仕方ない、ここは我慢して先につなごう。

「……『推すい薦せん』」

　横にいる香坂に聞こえないように、顔を背そむけた状態で俺は『推薦』を呼んだ。

「なァーに？」

「メニューの意味が分からない。あと、書かれてる文字から内容が全然イメージできない」

「ああー、そうかもねェ。それだったらオレがオーダーするからァ、合わせて口パクしてくれればいーよ」

　その手があったか！　さすがは『推薦』、さっそく役に立ってくれそうだ。

　俺は『推薦』と共にレジに着くと、これまたオシャレな雰囲気をした店員のお姉さんの前に立った。

　……よし行け！『推薦』ッ！

「トールツーパーセントチョコレートソースダークモカチップフラペチーノで」

　……え、なに？

　なんだよそのちょっとチョコレート風味の氷系最強魔ま法ほうみたいなやつは。

　そんなの通じるの？

　こんな通っぽいオーダーをすらっと言っておいて、間違ってたら赤っ恥だぞ？

　俺は息を飲んで店員の反応を待った。

「はい、かしこまりました」

　通じたーッ！

　俺はよく分からないままその氷系最強魔法が封じ込められたカップを受け取って、適当な空き席を確保し、香坂を呼びに行くことする。

「こ、香坂、席取っておいたぞ」

「当然ね」

　……お礼の一つもなしですよ。まあ分かってたけどさ。

　香坂はすました顔のまま、再びメニューを見上げている。

「でも桜さくら井い、よくあんな長いオーダーできたわね」

「聞いたことがあったやつをそのまま言ってみただけだよ」

「桜井のクセに……やるじゃない」

　香坂はそれからしばらくメニューとにらめっこしたあと、急に俺の方に向き直った。

「わたしの分も買ってきて」

「え、なんで俺が」

「いいから、買ってくるの！」

　香こう坂さかは俺おれを指差して命令を下す。

「……香坂ちゃんさァ、こういうトコ来たことないんじゃないの？」

『推すい薦せん』が耳打ちしてくる。

　それはないんじゃないか？　だってあんなにこういう店が似合う格好してるんだぞ。

「はぁ、分かったよ。で、何が飲みたいんだ？」

　とにかくまずは席に着かせないと始まらない。とりあえず俺は、『推薦』の言うことを確かめる意味も含めて、そう尋ねた。

「任せるわ。でもおいしくなかったら許さないから」

　そんなむちゃくちゃな。でも結局オーダーが決められてないってなると、何が何だか分からなくてオーダーできない俺と同じかもしれないから、『推薦』の言うことにも現実味が増してくる。

「……香坂はこういう店、来たことないの？」

　聞くと香坂は、むっ、と眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「何よ、悪い？　こんな人の多い落ち着かないところになんて好すき好このんで入ったりしないってだけよ……だいたい桜さくら井いはどうなのよ」

「いや、俺も初めて来たけどさ」

　そう言うと、香坂は急に「ふふん」と偉そうに笑ってみせた。

「そうでしょうね。桜井には全然似合ってないもの、こういうお店の雰囲気は」

　……なんでそこで急に嬉うれしそうになるんだよ。

「ふゥー、言ってくれるねェ」

　本当だよ。言いたい放題言いやがって。

　……いや、待てよ。現状として俺はすでに注文を終えていて、そして香坂はまだだ。

　日ひ頃ごろのうらみのためか俺の中にちょっとした復ふく讐しゆう心しんが湧わき上あがる。「俺が行くよ」が通じないならこういう形ならどうだ。

「まさか……注文もできないの？」

　これまでの理不尽への反はん撃げきとばかりに、俺は挑発するような言い方で香坂に聞いてやった。

「はっ？　で、できないわけないでしょ！　桜井だって聞いたことがあるのを言っただけなんだから偉そうにしないで。桜井が頼んだやつもう一回言ってみなさいよ。わたしもそれを言えば良いだけなんだから」

　香坂は見事に俺の誘いに乗っかってくれた。俺は『推薦』に目線を送り、再びアフレコ作戦を要求する。

「トールツーパーセントチョコレートソースダークモカチップフラペチーノ」

「…………」

　なんだろう、香坂が不ふ審しんげな目で俺を見てる。

「……なんか、声が遅れて聞こえるんだけど」

　しまった！　まじまじと見られるとさすがに口パクの誤差が隠せないかっ。考えろ、言い訳を全力で考えるんだ俺おれッ！

「こっこれはその、声が遅れて聞こえる技が得意なんだよ俺」

　そう言って俺はもう一度『推すい薦せん』に目め配くばせし、腹話術師が使う定番ネタを口パクする。

「声が、遅れて、聞こえ……」

「聞こえないじゃない」

「ここでは上手じようずに合わせんなバカっ！」

「バカは桜さくら井いでしょう！」

　あーもうなんだこれっ。バカは『推薦』だよっ！

　……あ、桜井真まさ人とだから……俺は俺か。でも頼むぜマジでっ！

　当の『推薦』は「ごめんごめん」とちっとも悪く思ってない顔で手を合わせている。

「と、とにかく早く買ってこいよ」

「分かってるわよ。そこで見てなさいよ！　これくらいなんでもないんだから」

　見み得えを切った香こう坂さかは、甘い香りを振りまきながら一回転。

「……とーる……つーぱーせんと……ちょこれーと……」

　そう小さく口ずさみながらレジへと向かう。

「いらっしゃいませ、ご注文はお決まりですか？」

「…………」

　すると香坂は、しばらく無言を続けたあげく……。

「お客様？」

　何度も手元のメニューと頭上のメニューを見比べたあと、

「こ、これ」

　手元の方を直接指差した。

　さては店員に話しかけられた瞬しゆん間かんに頭の中真っ白になったな、あれは。

　俺はイヒヒヒとつい悪い笑みをこぼす。ふふふ、香坂が慌ててるぞ。

「サイズはいかがなさいますか？　ショート、トール、グランデ、ヴェンティとありますが」

「ええ？　なに？　ベンチ？」

「かしこまりました」

「えっ？　あれ、これでいいの？」

　……こんな時、高たか瀬せだったらどんな風に注文するんだろう。困っておろおろしたりするのかな。いや、素直に店員に尋ねそうだな。それとも二人横に並んで悩むのかもしれない。どれだとしても、すごく微笑ほほえましい感じになるんだろうな……。

「どう？　これくらいなんでもないんだから……って、桜井、何気持ち悪い顔してんのよ」

「はいっ？　べ、別に普通だろ」

　すっかり想像に浸ひたってしまっていたところに急に声を掛けられて、俺おれは慌ててそう答える。

「ふーん。ま、いいけど」

　こうして俺は、コーヒーを持って戻ってきた香こう坂さかと向き合う形で、ようやく席に着くことができた。なんかえらく手間取っちゃったな。

　でも、勝負はここからだ。

「香坂はさ……」

「…………」

　いざ話を持ちかけようと声を掛けると、なにやら香坂は俺のコーヒーと自分のを交互に見比べて不満そうにしていた。ぷにぷにの頰ほおをわずかに膨ふくらませた状態で。

　……ああなるほど、どうやら香坂が頼んだのは一番大きいサイズで、何のトッピングもされていないホットのカフェオレ的なやつらしい。俺の前にはホイップクリームにチョコレートソースのかかった、見た目からしてオシャレでおいしそうな一品、片や大量のカフェオレ。

　香坂的には、俺の手元にあるようなやつを望んでたんだろうな……。

「香坂……その、良かったら交換しないか？」

「は？　なんで？　わたしカフェオレ飲みたかったんだけど」

　まったくこいつはいちいち余計な意地を張りやがって。

　香坂はそう答えたけど、その不ふ機き嫌げんさが大量のカフェオレに対する不満からきているのは、もうどこの誰だれが見てもすぐに気付けるくらいに明らかだ。

　本当に面倒なヤツだな……。

　でも、この不機嫌モードのままじゃまともに話もできやしない。あくまでこっち側から頼む形での交換を申し出ることにしよう。

「頼んでみたはいいもののさ、こんなに甘そうな感じのやつだとは思わなくて、ちょっとキツそうだから……その、香坂が良ければなんだけど」

　そう言うと、香坂は「ふーん」と俺の提案を興味なさ気に聞いたあと、

「ま、まあ桜さくら井いがそう言うんなら、交換してあげてもいいけど」

　そうのたまった。

　そして俺が何とかフラペチーノと交換したカフェオレを飲み始めると、ようやく香坂も先せん端たんがスプーンみたいに開いたストローに口を付けた。

「まあまあね」

　まったくよく言うよ。香坂がホイップクリームをすくって口に運ぶその表情は、もうどう見ても機嫌が直ってる。さすがは『推すい薦せん』の選択だよ、本当にハズレがない。

「ぐふぅ」

　一方俺は案の定途中から飲み飽きていた。いくら嫌きらいじゃなくても大量のカフェオレを飲み続けるのは結構キツい……。

「んふ……まあまあいいじゃない」

　香こう坂さかは騒さわがしい店内で、聞き逃してしまいそうなほど小さな声でそうつぶやいていた。

　幸せそうな顔しやがって。

　まあ……満足してくれたならいいけどさ。

　目め配くばせすると、何も言わずに『推すい薦せん』は一度うなずいた。機き嫌げんも良くなったし、切り出すならやっぱり今だよな。

「香坂はこういう店慣れてるんだと思ってたよ」

「そう？」

「女子ってなんかそういうイメージ……香坂とかちょっと生意気にも小学生くらいから友達と来てたりしそう」

「ふーん」

　軽い踏ふみ込こみ。香坂の表情からは何もうかがえない……よし、もう一歩踏み込んでみよう。

「実際その頃ころの香坂って、どんな風に遊んでた？」

　質問すると、香坂は視線を上げた。

「そんなことどうだっていいでしょ。桜さくら井いには関係ない」

　そしてあの自己紹介の時のような鋭するどい目を向けてそう言い放った。その声は冷たく、俺おれは二の句が継げなかった。『推薦』も苦にが笑わらいを浮かべている。

　これ以上の追及をすることができなかった俺は、次弾を考えながらカフェオレを飲み続けた。

　やっぱり香坂にとって当時の記き憶おくはいいものじゃないのかなぁ。そしてそれは、高たか瀬せに関しても同じなんだろうか……。

「わたし、そろそろ帰るわ」

　やがて一通り飲み終えた香坂は、バッグを片手に立ち上がった。

「えっ、もういいのっ？」

　予想外に早い撤てつ収しゆうになってしまった。まずい、こんな雰囲気のまま終わってしまったらもう次に続きそうにない。まだ何一つとして話を聞けてないのに。なんとかつなぎ止めなきゃ。俺は大慌てで香坂を引き留める手段を考える。

　でも、香坂のことをほとんど知らない俺には適切な言葉が思い浮かばない。

「ほ、ほら、せっかくだし、もう少し話そうぜ」

「きょ、今日はもう十分なの！」

　焦あせる俺にそう言い残した香坂は、飲み終えたばかりのカップを片手に持ったまま歩き出す。

　ど、どうしよう。これ以上掛ける言葉が思い浮かばない。遠ざかっていく後ろ姿を目の前にしながら必死に何かないかと考えていると、香坂は思い出したように振り返った。

　な、なんだ？

　そして、わずかな間のあと。

「……ま、またね、桜さくら井い」

　そう、視線を背そむけたまま言い、今度こそさっさと店を出ていってしまった。

「え？」

　次が……あるのか。

　去さり際ぎわに突然放り込まれた香こう坂さかの一言に俺おれは脱力してしまった。

「あー、全然上手うまくいかなかったなぁ」

「でも次回があって良かったねー。今後に期待って感じ？　まだチャンスはあるあるゥ」

「昔のこと聞いた途と端たんに空気悪くなったから正直焦あせったよ」

「その辺はァ、もう少し信用されないとダメっぽいねェ」

　残念だけど……高たか瀬せのことは何も聞けなかった。

　テーブルに突っ伏したまま、立ち去っていく香坂の後ろ姿を見送る。

　すると、その足元に見覚えのあるエンジ色が見えた。

「ん、あれって」

　俺が拾ってきたあのミュールじゃないか。

　……なんだよ、結局履はくんじゃねえかよ。

　俺は、苦にが笑わらいしながら一つため息を吐ついた。

　でも、どうして香坂はこんなことを始めたんだろう。話のネタくらいなら実際に来なくても適当にごまかせそうだし、まして俺と一緒に行く必要なんてないだろうに。こんなことがなんのためになるっていうんだろう。

「……『推すい薦せん』はどう思う？」

「オレが見てる感じだとォ、なんだろ、香坂ちゃんただこの店に来てみたかっただけに見えるかなァ」

「なんだよそれ」

「んー、さすがにちょっと見ただけだし何とも言えないかなァ。ただオレにはそう見えたってだーけ」

「よく分かんねえな」

「それに意外と香坂ちゃんってェ、扱いやすいかも？」

　ミッションへの緊きん張ちようとカフェオレの過積載でぐったりしている俺の横で、『推薦』はそんなことをつぶやいた。

「えっ？　あれのどこが？」

「んー、今日のキミは自然にできてたと思うけどォ？　あの子、結構楽しそうにしてたじゃん？」

『推薦』は「いっひひ、早くも二ふた股またですかー？」と言って、俺のカフェオレに口を付けた。

「ねえよ。まったく訳分かんねえ……って、あ……」

　鞄かばんから携帯を取り出した俺おれは、ディスプレイ画面に表示された名前を見てつい声を上げてしまった。

「どーしたん？」

「高たか瀬せからメールが来てた……」

　その内容は「今、時間は空いている？」というものと、しばらく遅れて「今日は合わなそうだね」という内容の二件。

「あーあ、残念だったねェ」

『推すい薦せん』はお手上げのポーズをとる。

　それは要するに……高瀬とデートできるかもしれないチャンスを逃してしまったってことだ。

　俺はうなだれながら「ごめん！　近いうちに必ず」と返信するしかなかった。

「やっぱ今日……最悪だぐふぅ」

　そうして、喉のど元もとまでせり上がってきているカフェオレをタプンタプン鳴らしながら、俺も家に帰ることにした。もう当分遠慮しよう、カフェオレは。




「せっかく高瀬から連絡くれたのに……俺のバカっ！」

　帰宅すると同時に、俺はベッドに飛び込んでそう叫んだ。絶対今夜は高瀬に電話する。でも、会えるかもしれなかったと思うと、やっぱり悔しいっ。

「……これは不運だな。俺だったら今夜は涙で枕まくらを濡ぬらすぞ」

　さすがは高瀬ストーカーと化した『変人』だな。お前なら分かってくれると思ったよ。

「よし、涼りように会いに行ってこい」

「いや、もう夕方だからさ。高瀬に出てきてもらうには時間が遅すぎるだろ。まして遅くなれば高瀬父が帰ってくるし。不用意に高瀬家の前でフラフラしない方がいいってことは知ってるだろ？」

　そう言うと、なぜか『変人』は勝ち誇った顔をした。

「舐なめてもらっちゃ困る」

　そう言って『変人』は、「ふっ」と余裕の笑みを浮かべた。まるで「何かまだ必殺技でも隠している」かのように。

「何がおかしいんだ？」

　俺がそう尋ねると、『変人』は余裕の笑みを浮かべたまま口を開く。

「俺と涼の歴史は、同時に高瀬父との闘たたかいの記録だからな。このくらいの時間であればこっそりと会える方法がある」

「そんな方法があんのかよっ。行く行く、すぐに会いに行ってくる！」

　高瀬に会えるんならそんなの今すぐにでも駆けつけたいに決まってる。

　でもどうするんだろう。妹の優ゆうちゃんに時間を稼かせいでもらうとか？　いや、それだと多少の時間は稼げるかもしれないけど、どんなにがんばってもたかが知れてるだろうしなぁ。そうなるとなんだ？　どうするんだ？

「とりあえず今から行くって連絡しとこう」

「いや、急に行った方がびっくりする涼りようが見られる可能性が高い。驚おどろきつつも喜ぶみたいな」

「お前天才だな！」

　クールな高たか瀬せの顔が鮮あざやかに彩いろどられる瞬しゆん間かんを想像して、早くもテンションが上がってくる。パッと表情が切り替わるのがいいんだよな……。

「パッと表情が切り替わるのがいいんだよな」

　俺おれの考えていたこととまったく同じことを『変人』が言う。さすがは『俺』、よく分かってやがるな。

「なんかマジでテンション上がってきた。高瀬に会いに行ってくるから早くその方法を教えてくれっ！」

「まーた始まったねェ」

「隙すきさえあれば彼女自慢とは、いつまでも私が冷静でいられると思わないでほしいものだ」

「受じゆ験けんの日ってもっと壮絶な感じだったのかと思ってたんだけどォ、意外とこんな雰囲気だったのかねェ」

「「違うわッ！」」

　俺と『変人』のツッコミが綺き麗れいに重なった。

　するとなぜか『推すい薦せん』は、意地悪そうな笑みを浮かべた。

「第一回、高瀬ちゃんを選んでここが良かった大会ィー！」

　なっ、懐なつかしいフレーズだなそれ！

「なるほど！　私たちは十二回もこの苦行を味わうことになったからな、彼女を持つ者たちよ、今こそ悩み、苦しみ続けるがいい！」

『受験』がそれに乗っかる。『推薦』同様、いやむしろ冷笑と呼べるような表情で。

　そして二人は「さあ早く」と俺たちを追い詰めてくる。

　しかし俺たちは、ほとんど同じタイミングで未来組に向き直った。

「「たった十二回で足りるのか？」」

　そう言う二人の声が綺麗に重なる。

「な、こ、これが愛の力だと言うのか……くっ」

『受験』はがっくりとその場に倒れ込んだ……勝った。

「な、なんだー？　この茶番」

　……た、確かに。呆あきれ果はてた感じで言う『推薦』を見て、さすがに俺も我に返る。

「いや、でもさ、驚いたうえにさらに喜んでくれたりするんなら、そんなにいいことないだろ」

「その通りだ。これは俺おれだけが知る秘密の方法だから本当は教えたくないんだが、なに、涼りようのためだ」

　そう前置きすると、『変人』は誇らしげに語り出す。

「いいか、高たか瀬せ家の外がい壁へき沿いに裏に回ると勝手口がある。そこから五歩ほど下がると涼の部屋の窓が見える。あそこからだったら高瀬父に見つからずに涼に会うことや、話すことができるはずだ」

「…………はぁ」

『変人』の語った内容を聞いて、俺は言葉を失っていた。

「どーしたん？」「どうした？」

　無言の俺を、未来組の二人がのぞき込むようにして尋ねてくる。

　それは、とんでもない事実に気が付いたからだ。

「……何げにマイナスベクトルじゃない、まともな未来情報ってこれが初めてな気がする」

「あー、そーかもォ」「そうかもしれないな」

　そうかもじゃねえよ。まったくお前らときたら……。

「まあいいや。とにかくそこだと見つからないんだろ？」

「ああ。勝手口はほとんど使われていないみたいだからな。たとえ表に出てくることが難むずかしい状況だったとしても、顔を見ながら通話ができるのであれば気分はまた違うもんだ」

　おお、それは確かにいいな。

　うーん、なんだかんだ言ってもさすがは高瀬と進む路みちを選んだ未来の俺だ。良い情報を持ってる。現れるなり不幸自慢を始めた『俺ら』とは違うな。

「よし、じゃあ行ってくる！」

　高瀬の話をしたせいか、今はもうとにかく高瀬のもとに駆けつけたくて仕方がない。

「一応言っておくが、一年の時の涼は家の用があったりして予定が安定していなかったから、行けばいつでも会えるというものじゃないぞ。あと、俺はまだ涼の服のサイズ、お気に入りのニーソックスやタイツのメーカー名も知っている……ふふふっ」

「なんだその「俺まだ本気出してない」宣言！　まあとにかく行くだけ行ってみるよ！　今は会いたくて仕方ないんだよ！」

　そう言うと『変人』は、「まあそうだな」と、満足げに言った。

「いや、なんでお前らも立ち上がるんだよ」

「びっくりする大学生時代の涼を見に行くに決まってるだろ」

「私も後学のために」

「……ついてくんな！　いいな、絶対来るなよ！」

　ぴしゃりと言い放って、俺は部屋を出た。

　……ガチャ。

「だからついてこようとしてんじゃねえよ！」

　部屋を出たところで身を潜ひそめていたのは大正解だった。さっそくあとをつけてこようとドアを開けた『変人』と『受じゆ験けん』を再度部屋へと押し込んだ俺おれは、帰ってきたばかりなのも忘れて再び家を飛び出した。




　高たか瀬せの家に駆けつけた俺は、『変人』に教わった通り高瀬家の外がい壁へきを迂う回かいして裏手に回った。

　そこには木戸でできた勝手口があり、そこからさらに後ろに五歩ほど下がると、情報通り日本家屋のちょうど二階の辺りが見えた。並んだ窓の一番手前が高瀬の部屋らしいから、ここから連絡を入れるとすぐにお互いを認識できるらしい。

　さすがは『変人』だな。高瀬との付き合いは『俺ら』の中でも最長なだけのことはある。

「ていうことは、あそこが高瀬の部屋になるのか」

　俺は携帯を取り出し、高瀬の番号をコールする。

　やっぱり、急に来たって言ったら驚おどろいてくれるかな。な、なんかわくわくしてきた。

「こんばんは、桜さくら井い君」

　数コールの後、携帯から高瀬の落ち着いた声が聞こえてきた。

「なあ高瀬、今どこにいると思う？」

　……どんなリアクションするかな。

「ん？　今日はもう家に帰っているのではないのか？」

「一度は帰ったんだけどさ……なあ高瀬、窓、開けてみて」

　そう言ってから、俺は高瀬の部屋に視線を向ける。

　そして窓から顔を出してきた高瀬に、俺は小さく手を振ってみせた。すると高瀬は、俺の姿に気付くと同時に……窓を閉めた。

　……あれ？

「高瀬？　高瀬っ？」

　電話越しに呼んでみるも返事はない。っていうか、通話が切れてる。

　ど、どうしたんだろう。

　携帯と窓を交互に見ながら不思議に思っていると、勝手口が開いた。

「桜井君っ」

　そして開いた勝手口から出てきた高瀬は、俺の前まで駆け足でやってきた。

「どっ、どうしたんだ？」

「ん？　急に会いにきたら驚くかなって思って」

　そう言うと、高瀬は呆あつ気けに取られたような顔をした。

「……うん、驚いた。会えるなんて思ってもみなかったから」

「ちなみに、結果は上々だったよ。高瀬が目を見開いて驚くところなんてなかなか見られないからね」

　すると高たか瀬せは虚を突かれたような表情をしたあと……。

「もう」

　ちょっと口をとがらせるようにした。そして。

「……本当に近いうちだった」

　そう言ってそっと目を細めた。

　そっか、大量のカフェオレを飲みつつ高瀬に返信したメールには、『近いうちに必ず』って打ったんだっけ。なるほど本当にすぐ来ちゃったわけだ、俺おれは。

「わざわざ本当に、その、私に会いに……きてくれたのか？」

　ちょっと恥ずかしそうに高瀬は言う。

「ほら、せっかくメールくれたのに気付かなくてさ。今日はごめん」

「ああいや、いいんだ。そういうことだってある。それに……」

　高瀬は少し間を取ってから、この瞬しゆん間かんの空気を大切にするように、そっと言葉にする。

「こうやって会いに来てくれただけで、私は……その、う、嬉うれしいから」

　そして優しく微笑ほほえんだ。

　冷静、驚おどろき、微笑みと変わる表情……本当に三段階だ。なんか得した気分。

　この瞬間が、俺は好きだ。普段の涼しげな印象が、温かくなるこの瞬間が。

　……やっぱり来て良かった。驚かせたいって思ってはいたけど、やっぱり、そのあとに喜んでくれるのが一番だな。

「でも、どうしてこっち側から？」

　どうしよう。

　そ、そう言われてみればそうだよな。つい嬉しくなって駆けつけたものの、いきなり家の裏側から現れるのって普通に考えたらちょっと怪しいよな。ここでまさかの四冠目奪取か？

「えっ、ええとほら、前に来た時、お父さんだっけ？　帰りの時間とか気にしてたからさ。何とか見つからずに高瀬の顔だけでも見られないかなって思ってたら、偶然ここに着いたって感じなんだよ」

「そうだったのか……でも確かにこちら側ならそうそう見つかることもなさそうだ。意外な盲点だったかもしれないな」

　無事に話の方向がそれてくれたことに安心する。

「お姉ちゃん、急にどうしたの？」

　すると同じく勝手口から、高瀬の妹である優ゆうちゃんがひょっこりと顔を出してきた。

「あっ、桜さくら井いさんっ」

　そして俺を見つけるなり、肩口くらいまでの髪を揺らしながらやってきて、高瀬の隣となりに並んだ。大きく愛らしい目はキラキラ輝き、細い体のラインに大きな胸、相変わらず素晴らしいまでの正統派美少女ぶりだ。

「お久しぶりです」

　優ゆうちゃんはぺこりと頭を下げると「そういうことだったんですね」とつぶやいた。

「ん？　優ちゃんどうしたの？」

「あっ、はい。お姉ちゃんが急に部屋を飛び出していったので、どうしたのかなと思って」

「ほほお、高たか瀬せが」

「そっ、そんなことはないっ。少し早足だっただけだっ」

　高瀬は慌てながら否定する。

「はい。いつも静かなので何かあったのかなって思って」

「だからそんなことはないっ。桜さくら井い君を待たせてはいけないといつもより少し足早になっただけなんだっ」

「でもお姉ちゃん、さっき階段で転びそうに……」

「こ、こら！　ゆっ、優！」

　これ以上の暴ばく露ろを止めるために、高瀬は優ちゃんを捕まえようとする。

　でも、それを見こしていた優ちゃんにあっさりとかわされていた。「きゃっ」とか言いながら高瀬の手をかわす優ちゃんが可愛かわいらしい。

　それにしても、階段で転びそうになる高瀬か……それはまたちょっと見てみたいかもしれないな。

「えへへ、桜井さんだぁ」

　そんなことを考えていると、優ちゃんは俺おれの腕に抱き着いて高瀬から身を隠し始めた。
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「こっ、こら優、桜井君から離れるんだ」

「どうして？」

　優ちゃんは天使のような笑顔で首を傾かしげる。

「そっ、それは……は、はしたないからだ」

「そんなことないと思うけど……桜井さんもそう思いますか？」

　えっ？　ここで俺に振るのっ？

　優ちゃんはその大きな瞳ひとみで、高瀬は切れ長の涼やかな瞳で俺を見る。

「それは、その……はしたなくないこともなきにしもあらずもがなと言いますか……」

「もうっ」

　ゴスッ。

「ぐふっ」

　重い一いち撃げきが脳を揺らす。高瀬の必殺チョップが頭頂部に突き刺さっていた。

「桜井君は少し優に甘くはないか？」

「そ、そうかな。ほら、優ちゃん可愛らしいからどうしてもさ」

　そう言い訳すると、高たか瀬せはまたちょっとくちびるをとがらせてみせた。

「だいたい優ゆうは勝手口も開けっ放しじゃないか」

　そう言って木戸を閉めに行く高瀬。

　その隙すきに優ちゃんは俺おれの隣となりにくっつくと、「耳を貸してください」と言ってきた。

　言われた通り耳を傾かたむける。

「でもお姉ちゃん、可愛かわいいところあるんですよ。今でも鞄かばんの中に昔お友達にもらったぬいぐるみを入れてたり、それとお揃そろいでクラウンのピンバッジをしてたりするんです」

　へえ、あのピンバッジにはそういう意味があったのか。でもぬいぐるみを持ってるのは確かに意外かも。ストラップすらつけてないもんな、高瀬は。

「ゆ、優っ！　な、な、何をしてるんだっ！」

　戸を閉め振り返った高瀬は、慌ててこっちにやってきて優ちゃんを引っぺがした。

「お姉ちゃんの秘密をちょっと聞いてもらっちゃった。でも、すごく驚おどろいてたみたいだけど、何をしてると思ってたの？」

　そんな優ちゃんの問いかけに、なぜか高瀬は一いつ瞬しゆんで顔を赤くした。

「ねえ、お姉ちゃん。教えて教えて」

「と、とにかく、あまりはしたない真似まねをしてはダメだ。さ、桜さくら井い君もっ」

「ご、ごめん」

　すると優ゆうちゃんが楽しそうに笑い始めて空気が華やぐ。高たか瀬せも、ちょっと不満そうにしながらも笑っていた。

　おお、姉妹らしいやりとりが可愛かわいいなぁ。

　──でも、ひとしきり笑ったあと、高瀬が不意に何かを思い出したかのように寂しそうな顔をしたのを、俺おれは見逃さなかった。

　楽しそうに笑う高瀬が見られたことは嬉うれしい。だからこそ俺はまた強く思う。こうして高瀬に落ちる影かげをなくしたいって。




　　　◆◆◆




「なあ『受じゆ験けん』よ」

「なんだ？」

「なんで準備運動してんだよ。気合い入りすぎだろ」

　俺と『受験』は、指定された通りエントランスホールの一角に設置されたラウンジの中、人ひと気けのない隅すみっこの方で香こう坂さかの到着を待っていた。

　呼び出し主である香坂の方は、授業が少し長引いてるらしい。

　今日は俺の方が「遅い」って言ってやる。

「繰くり返かえしておくが、私が女子とのデートなどという奇跡とも呼べる時間の中でできることなど何もない。だが、ここ数日のクラス会等で身に付けたテクニックを試したいとは思っている」

「だからデートじゃねえって」

　あとなんだろう、そのテクニックとやらに嫌いやな予感しかしないのは気のせいか？

　今日の呼び出しには『受験』が付き添う形になった。正直なところ、やはり前回役に立ってくれた『推薦』がついてきてくれるのが良かったんだけど、「ちょっとオレも自分探しのために出かけてきまーす」とか言い残して出ていってしまった。ちなみに『変人』は今日も少し離れた位置から見守る形をとっているから、何げに参加率が一番高いことになる。なんだかんだと言ってもやはり高瀬のために動いているんだろう。

「……な、なんと可愛らしい」

『受験』が突然感嘆のため息を漏もらした。

　香坂め、やっと来やがったな。

　さあ、俺より遅く来たことをここぞとばかりに指摘させてもらうか！

「遅かっ」

「何してるの、早く行くわよ」

　俺を一いち瞥べつした香坂は、足を止めることすらなく歩いていく。その足取りはまるで肩で風を切るがごとく。すれ違う生徒たちがことごとくそのオーラに振り返るのを気に掛ける様子もない。

　言わせてもくれないとか、相変わらずだなあいつはっ！

「『受じゆ験けん』ほら行くぞっ」

「あ、ああっ、待ってくれっ」

　香こう坂さかのオーラにあてられたんだろう、俺おれは口をだらしなく開けたままでいる『受験』の尻しりを叩たたき、香坂のあとを追いかける。

　今日こそは香坂に話を聞いてやるっ。




「今日の目的地ってここか？」

　香坂の先せん導どうでたどり着いたのは、駅前の大型アミューズメント施設だった。

　……どうしてまたこんなところに？

　ゲームで遊んだ話をしたいのなら、なおのこと眺めてるだけでいい。わざわざただの同級生を連れてこなくても、話くらい適当に作れるだろうに。

　あと、なんで『受験』は香坂の隣となりを歩いてんだよ。しかもちょっと自慢げなのが腹立つ。何度でも言うけど、お前見えてないからな。

　香坂は俺の問いに答えることなく、広い店内を迷わず突き進む。

　そして……俺たちは女子だらけの空間へとたどり着いた。

「今日はこれ、やるから」

　足を止めた香坂は、視線を外したままその機械を指差し、いつも通りすでに決定されていることを通知するような言い方でそう言った。

　香坂が選んだのは、例の写真を撮とってシールにしちゃうっていう、男からすれば何が楽しいのかいまいち分からないあれだ。……あ、でも高たか瀬せと一緒ならありかも。

「だから準備運動をするな」

　早くもキメ顔を作り始める『受験』に一いち撃げき加える。

　香坂はいくつかある機種の中から、わりとシンプルめなやつを選び、ビニールシートのような素材でできた暖簾のれんみたいなものを潜くぐって撮さつ影えいスペースと思おぼしきボックスの中へと入っていく。

　恐る恐る香坂のあとに続くと、そこは壁かべや背景はもちろん照明までやたらと白い空間だった。

「やっぱり来るんだ……」

『受験』はさも当たり前のように撮影スペースに入ってくる。まあいいけど、未来組が写真に写らないのはもう確認済みだし。

　香坂は早さつ速そくバッグから財布を取り出し、百円玉を投入口に入れていく。

　そんな香坂の手が、一いつ瞬しゆん止まった。

　画面には『四分の二』的な表示がされている。なるほど一回撮るのにかかる金額は四百円みたいだ。要するにちょうど今が半分にあたる金額になる。

「…………」

　躊ちゆう躇ちよするようにかすかに手を引き、結局そのまま続けて百円を投入しようとする香こう坂さかの手を、俺おれは押しのけた。

　そして残りの二百円を投入口に入れる。

　するとさっそく自動音声で「撮さつ影えいモードを選んでね」と言ってきた。

「ほら香坂、ここからどうするんだよ。なんか秒数が減っていってるぞ」

　俺がモニターを指差しながら言うと、なぜか財布を抱くようにして固まっていた香坂は、バッグに財布を戻して、髪を一度払ってから画面に相対した。

「ふ、ふーん、それじゃあこっちの『ふんわりショット』にする」

　何がふんわりするんだろう……。

　香坂がタッチパネル式の液晶画面に触れると、今度は「フレームを選んでね」とか言ってきた。なんでもいいけどなんか馴なれ馴れしいな、このアナウンス。

　もうここからの操そう作さは完全に香坂任せだ。今なら声を掛けても片手間に答えてもらえるかな？　よし、ちょっと声を掛けてみよう。

「なあ香坂……」

　──はい、撮とるよー。

　馴れ馴れしいアナウンスが割って入ってきたかと思うと、すかさずカウントダウンが始まった。

「…………」

　さすがにカウントダウンが始まってる状態でこれ以上声を掛けるわけにもいかず、微妙な間合いと無言の空気感の数秒を待つ。するとやがてフラッシュが焚たかれ、すぐに今撮られた画像がモニターに表示された。

　うーん……見事なくらいに二人棒立ちなんだけど、こういうものなの？

　これ真ん中に入ってご満悦でピースしてる『受じゆ験けん』が写らないから、入学式に校門の前で両親に撮られた全身写真みたいになっているうえに、二人の隙すき間まも空きまくりだ。背景だけは可か愛わいらしいドット柄で、しかもどことなくふんわり感が出てるから……あ、ここで出るのかふんわり感、シュールな感じになってしまっている。

　なんか、バカっぽいポーズとったり、仲良さげな雰囲気満載みたいな、俺の知ってるのやつと全然違うな……。

　するとどういうわけか『受験』が、自分の胸元を「任せろ」的な顔をしながら叩たたいた。

　いや、逆にその吹っ切れ方すごいよな。写らないと分かっていてよくもああまでノリノリでポーズがとれるもんだ。

「なぁ香坂」

「何よ」

「ちょっとピース的なポーズでもとってみれば？」「全裸で」

「はっ？」

　香こう坂さかの目が一いつ瞬しゆんでキッと音を立てて敵視モードに切り替わる。

「こっ、この変態！　ななな、なんてこと言い出すのよ！」

　それはこっちのセリフだっ！

　俺おれも香坂に負けないくらいの怒りをのせて、驚きよう愕がくの一言を付け加えたバカ野郎こと『受じゆ験けん』を見る……なんだよ、その「どうよ？」みたいな顔は。

「……桜さくら井い。変態は三冠じゃ足りないわけ？」

　横から呼ぶ声に、背筋に寒気が走った。

　声が怖い！　とっ、とにかくまずは香坂をどうにかしないと！

「じょっ、冗談だよ冗談、ポーズが何かあった方がいいかなと思ったのと、笑いが必要だなって思ったから！」

　まさかこれが『受験』がここに着く前に言ってたテクニックか？　こんなの香坂相手にあのタイミングで入れてきたら、こうなるのは火を見るよりも明らかじゃねえか！

　気持ちでは香坂に負けないほどの怒りの炎を灯ともしながら、俺は『受験』をにらみつける。

「いやしかし、このネタで盛り上がってたんだ確かに」って言いたいんだろうな、そのボディランゲージは！

　新歓みたいな雑な状況と、香坂と俺が二人っきりっていう状況が同じだと思ったのか？　このバカ野郎！　俺は視線で訴える。

「と、とにかくそんな感じで次は撮とってみよう」「半裸で」

　服の枚数の問題じゃねえんだよぉぉぉッ！

　俺は『受験』を全力で蹴けとばした。

「しつこいのよこの変態っ！」「しつこいんだよこの変態っ！」

「なんで桜井が言うのよ！」

「ほほほほらほらいいからピースピースッ！」

　慌ててポーズをとったところでフラッシュが焚たかれ、新たな画像がモニターに表示される。

　……まあ、さっきのよりはマシかな。視線は完全に背そむけ合あってるんだけど、絵的には一応二人してピースしてるし。

「素直になむぐう」

　即座に『受験』の口を塞ふさいでやった。俺はこの写真を見て「素直になれないカップルかよ」と思った。『受験』は今、絶対そう口にしようとしたはずだ。

　この場でそんなことを言ったらどうなるか分かるよな？　分かってるよな？　割るぞ、眼鏡めがね。

　俺が再び目線で訴えると、『受験』はこくこくと首肯で返事した。

　そしてその後はさすがに空気を読んだらしく、余計なことは言わなかった。それでも毎回ポーズはきっちりとっていたけど。

　全身写真数回、バストアップ数回とそこそこの枚数を撮さつ影えいし、その中から数枚の写真を選んだところで、ようやく撮影は終了した。

「やっと終わった……」

　妙な緊きん張ちよう感かんのせいでほんの数分がえらく長く感じたな……。案の定『受じゆ験けん』はなんの役にも立たないし、基本的に流れ作業だから話をしようにもタイミングが分からないし。そもそもこれじゃとても昔話をするような雰囲気になりそうもない。

　こんなのをちょっと遊びに行くたびに撮とる女子の気持ちは、やっぱりよく分からないな。

　……でも。

　女子だらけのこの空間には、数は少ないけど確かに男女で来ている人たちもいた。

　高たか瀬せもやっぱり、こういうの好きなのかなぁ。

　でも高瀬は写真苦にが手てなんだよな。こんな時はどんな表情をするんだろう。想像するとそれはかなり楽しそうだ。いつか誘ってみるのもいいかもしれない。

「何変な顔してんのよ気持ち悪いわね、まだやることあるから」

　そう言って香こう坂さかは、今出てきたばかりの撮影ブースの裏手に回る。あとについていくと、そこにはまたビニール製の暖簾のれんがあり、狭い空間の中にモニターと、なにやら大きめのペンのようなものが二つ設置されている。

　その中には二人掛けのイスがあった。極小空間のため、『受験』は暖簾を挟んだところに立たせておくことにする。全裸で……にしてやろうかと思う怒りを鎮しずめつつ。

　……なるほど、ここで文字を書いたりデコレーションしたりするのか。

　画面にはさっき撮ったばかりの画像が並んでいる。どうやらこのペンを使って画像に色々装飾を施ほどこすと、よく女子が持ち歩いているあの最終形になるみたいだ。

「…………」

　そして、おそらく二人ともそれが分かったうえでの沈ちん黙もくが始まった。

　スタンプ的な装飾パーツはそのほとんどが「友だち」だの「恋人」だの、俺と香坂の距離感だとどうにも使いにくいものばかり。かといって、様々なマークを自然に配置するにもセンスがないし、ハートを基調にしたものが多いのもまた手が動かない理由だ。

　俺たちは、二人してペンを手にしたまま画面を眺め続けていた。

　……相手次第で結構気を遣つかうなこれ。とはいえ、高瀬の目前でこれらのマークを使うってのもそれはそれで絶対に恥ずかしいぞ。いや、でも高瀬に任せて困ってるところを見るのは楽しいかも……。

「また気持ち悪い顔してる。早く何か書きなさいよ」

「こっ、香坂こそ。女子の方がこういうの得意だろ」

　つい妄想を始めたところを指摘された俺は、どうにか知恵を絞りつつペン先をモニターに付けた。すると香坂も同じようにペンをモニターに当てて何やら書き始める。

「ちょっと、なんで桜さくら井いも日付書くのよ！」

「香こう坂さかこそ、女子なんだからもっと書くことあるだろ」

　画面に並んだ二つの今日の日付。そしてまたも二人の手は止まってしまった……この流れはチャンスかもしれないな。

「香坂はこういうのやらないの？　なんか女子って暇ひまさえあれば撮とってるイメージだけど」

「いいからなんか描かくもの考えなさいよ。このままじゃ殺風景すぎるでしょ」

　ちっ。まずはとにかくこれをクリアしなきゃダメか。

「ちょっと『受じゆ験けん』」

「どうした？」

　俺おれは暖簾のれんをわずかに開き、「何か参考になるものはないかなー」とか口ずさみながら『受験』に耳打ちする。

「何か文字とか書くみたいなんだけど、何を書いていいか分からないんだよ。何か良いアイデアない？」

「ふむ、そういうことなら任せておけっ。ここは日づ」

　参考にならないことを得意げに言おうとする『受験』を見て、俺は無言で暖簾を閉めた。

「なっ、なぜ？」

『受験』の疑問の声を無視して、俺は再びモニターに目を戻した。

「ちょっと待て！」

「何よ」

「何を書いてんだよっ！」

『受験』に無駄な質問をしている間に、香坂は画像の俺の頭上にデカデカと『変態』とデコラティブ？　な文字で書いていた。

「事実でしょ。密室なのをいいことにあんなこと言うんだから」

　言いながら香坂は、さらに星形のスタンプを『変態』の周りに押し、さらにそこから広がるように瞬またたく光のような形のスタンプで縁ふちを彩いろどり、そして最後にティアラ形のスタンプを自分の頭に載せた。

「これでいいわね」

「良くねえよ！」

　抗議もむなしく、モニターは次の画像へと切り替わる。

『変態』デコレーションで感覚をつかんだのか、ここから香坂はめずらしいことにちょっと楽しそうにすいすいと画像に装飾を加え始めた。こうなると俺は、画像が切り替わる度たびに右下に小さく日付を書く係に徹てつすること以外に、できることなんてない。

　だから、できるだけ自然に俺はもう一度話を振ることにする。

「まったくなかった俺が言うのもなんだけどさ、香坂はこういうのやったことなかったの？　女子はそれこそもうずっと遊んでそうだけど」

「……そんなこと今はいいでしょ。ほら、もうできたから」

　香こう坂さかは俺おれの問いをあっさりと受け流してから終了のパネルをタッチした。そしてモニターに『印刷中』の文字が表示されたのを確認してからデコレーション用スペースの外へと出ていってしまった。

　うーん、本当に香坂は自分のことを全然教えてくれないなぁ。

　あとに続いて外に出ると、印刷の終了を待って香坂はデコレーションスペースのすぐ横にある取り出し口から、一枚のシートを取り出した。

「ふーん、まあまあに撮とれてるじゃない。ちょっと横に写ってるのが冴さえなくて残念だけど、我慢してあげるわ」

「冴えないって言うな！」

　その言葉は精神的に色々と問題があるんだよ！　しかし俺おれの抗議になんて聞く耳を持たない香坂は、できたてのシートに満足げな目を向けたまま、

「ちょっとそこで待ってて」

　と言って歩き出した。

「え、香坂？」

「いいから、そこで待ってるの！」

　またも一方的な命令を下した香坂は、俺をこの場に残してどこかに行ってしまった。そうなると途と端たんに女子ばかりの空間に『受じゆ験けん』と二人で残されることになる。実質一人だけど。

「冴えないとはひどい言い様だな。だがあまり気にする必要はないぞ。男は中身だ！」

　うわ、よりによって『受験』に言われた。

「それでもいいと言ってくれる人が、君にはいるじゃないか」

　さらに慰なぐさめられた！　でも、善意で言ってるんだろうから何も言い返せないっ！

「……冴えなくても彼女はできる、と」

「メモとってんじゃねえよ！　私にもまだ希望はある！　みたいな顔しやがって！」

　まったく、ちょっとでも気を遣つかってくれたと思った俺がバカだった。この話はもう終わろう。

「でも、あんな状況じゃゆっくり話は聞けないな」

「ふむ、隙すきを見てさらっと聞いていたようだが、すぐに切り上げられていたな」

「今日で二度目になるっていうのに、ほとんど何も聞けてない」

　ため息を吐つく。……それにしてもここ、居心地悪いなぁ。

　そう思ったところだった、携帯が鳴り出したのは。俺はポケットから携帯を取り出して発信者の名前を確認する。

　高たか瀬せからだ！

　先日のメールのこともある。壁かべ際ぎわに駆け寄って俺は通話ボタンを押した。

　でも、この時間に直接かけてくるなんてめずらしいな。

「高たか瀬せ？」

「うん。急にすまない。その……少し話をしたくなって」

　俺おれは慌てて電話に出たことを後悔した。いくら壁かべ側がわに寄ったとはいえ、ここは多数のゲーム機がひしめくアミューズメント施設。しかも女子の多いコーナーだ。ゲーム機から鳴る効果音や、はしゃいだ声が携帯を通して高瀬に聞こえてしまっているだろう。

「今は、ダメそうだね」

「……ごめん」

「いや、仕方ないよ。気にしないでくれ。急に掛けたのだから無理もない」

「何か、あった？」

「ああいや、特に何かあったというわけではないよ」

　そう言う高瀬の声には落胆の色がにじんでいた。

　高瀬から直接「話がしたい」なんて言葉を聞くこと自体が初めてのことだし、そのうえこの落ちた感じの声色はどこか、あの悲しげな表情を思い出させる。

「高瀬は今日これから時間ある？」

　香こう坂さかには悪いけど、今日のところは可能であればこのまま高瀬のところに駆けつけたい。今の高瀬の声を聞くと、何かあったんじゃないかと心配になるし、本当に申し訳なくなってしまう。

「これから会うというのは少し厳きびしいな。今日はお父さんに呼ばれていて……申し訳ない」

「じゃあどこかで時間取れないかな？　少しでもいいから会おう」

　それなら今ここで時間を決めてしまおう。

「……うん」

「じゃあ明日の昼休みはどう？」

「明日も……履り修しゆうの関係で教務課に行かないといけないんだ。本当に申し訳ない」

「分かった、それなら授業が終わったあとは？」

「うん、それだったら……問題ない」

「よし、じゃあ三限のあとに、場所はそうだな、学食とかは？」

「……ああ。それで、構かまわない」

「それじゃあ、また明日」

「うん、また明日」

　こうして場所と時間を決めて、高瀬との通話を終えた。

「ちょっと桜さくら井い、何勝手にうろついてるのよ」

　するとカツカツと踵かかとを鳴らしながらやってきた香坂は、空いた方の手を腰に置き、不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。

「何話してたのよ」

「あ、いや、明日はちょっと学食にでも行ってみようかなって、そんな話だよ。香こう坂さかの方はもういいの？」

「ま、まあね」

　ついさっきまで不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた香坂は、急に視線をそらした。

「でもまさかこういうのを撮とりに来ることになるとは思わなかったな。今日はまたどうしてこれを選んだんだ？」

「それは……だから」

　尋ねると、香坂はなぜか言いよどむ。

「……証拠」

　そして不意に顔を上げた。

「そっ、そうよ。こういうのって百聞は一見にしかずだから。彼氏がどうとかパ、両親に聞かれたらすぐに証拠として見せられるように撮っておこうと思ったの。そう、そうなの。これで分かったでしょ。分かったらもう行くから！」

　香坂は、これ以上の質問を打ち切るかのように踵きびすを返した。そして他ほかの筐きよう体たいには目もくれずに出口へと早足で進んでいく。まずい、これじゃ今日も何も聞けないぞ。

　置いていかれた俺おれと『受じゆ験けん』は、急いで香坂のあとを追いかけた。

　でも、香坂のいまいち分からない行動の本番は、ここからだった。

　香坂は早足で駅前までたどり着いたかと思うと、俺を見てまた歩き出し、別の改札まで歩いてまた止まり、俺を見て歩き出す、なんてことを繰くり返かえした。駅前である以上、香坂はもう帰るつもりなんだろう。それだっていうのに、香坂の表情はどこか余裕がなく、俺は話を聞くに聞けないでいた。

　それでも東西南北とすべての改札を回って一周した時に、さすがに俺は声を掛けることにした。

「香坂はどこに行きたいんだ？」

「……っ！」

　聞くと香坂は足を止めて振り返り、それから俺の前に立ったまま、しばらく無言を続けた。幹線駅だけあって、俺たちを避よけるようにして様々な人が行いき交かう。

　そして、周りに見えていない『受験』が通行人にバシバシぶつかられて心なしかボロボロになってきた頃ころ、香坂はバッグから何かを取り出して、俺の胸元に押しつけた。

「……こんなに持っててもしょうがないから、半分あげる」

「えっ？」

　急な申し出に俺が戸惑っていると、香坂はさらにグイと強く押しつけてくる。

「いっ、いいから早く受け取りなさいよっ！」

　相変わらず強引な香こう坂さかの言いように、俺おれはとりあえずおとなしく押しつけられている物を受け取ることにした。

「……わたしだって小学生くらいの時に撮とって以来だから」

　それが、デコレーションを加えていた時にした問いの答えだということに気付くのに、わずかに時間を要した。

「またね、桜さくら井い」

　俺が受け取ったのを確認した香坂は踵きびすを返し、走って改札を抜け、そのまま上りのホームへと向かう階段をあっという間に駆け上がっていってしまった。

　でも、何げに今、少しだけど昔のこと話してくれたよな……。

「ひ、ひどい目に遭あった」

　ふらふらになって戻ってきた『受じゆ験けん』と下りのホームへと向かいながら、俺は渡されたばかりの手のひらサイズの紙切れをひっくり返してみる。

　それは、さっき撮ってきたばかりの写真のシートを、半分に切り分けた物の片方だった。

「おお、なかなかひどいことを書かれているな……」

　電車を待ちつつ『変態』だの『地味』だのと書かれた小さなワンカットを順番に眺める。最初の方はそれこそとても一緒に撮りに来た二人には見えず、むしろ無理やりツーショットを撮られているような雰囲気だったのが、後半にいくにつれて表情は和やわらいでいるように見える。

　今日は昔話も少しだけどできたし、結果は上々だったんじゃないかな。

　これでまた少し二人の過去に近付けた気がする。さっき聞こえた高たか瀬せの声は悲しげだったから、この前進は素直に嬉うれしい。もしも高瀬の元気がないようなら、明日はいっぱい話すことにしよう。

　あ、でも高瀬は大学に入ったあとに不幸になるはずだったんだから、そこについては気にしておいた方がいいかもしれないな。まあ、もう高瀬にはクラスに友達がいるし、寿ことぶきや俺のように高校時代から一緒のヤツだっている。もう一人じゃない。孤立し続けているところに助けを求められて、その結果騙だまされてしまうなんていう未来にはならないはずだ。それに、そんな怪しい話であれば、きっと高瀬は明日にでもその話を俺にしてくれると思う。

　そう考えれば現状は万事順調なはずだ。香坂のことはもう少しだけ時間が掛かるかもしれないけど、待っててくれ、高瀬。




　　　◆◆◆




「おっかえりー、どうだった？」

　帰宅すると、すでに『推すい薦せん』は部屋でくつろいでいた。

「香坂と一緒にいる時に高瀬から電話があったんだけどさ……なんかちょっと雰囲気が暗かったんだよな」

「あの電話は涼りようからだったのか……ちなみにどんな感じだったんだ？」

　そういえば、『変人』もついてきてたんだよな。まったく気配を感じなかったけど……その辺りもストーカー能力の高さゆえなんだろうかと思うと笑うに笑えないな……。

「話したくなったからって」

「内容を言わずに電話をかけてくるなんてめずらしいな」

『変人』がそう言うってことは……やっぱり何かあったのかな。

「ちなみにさ、未来の高たか瀬せってどんな感じなの？」

「可愛かわいい」

「知ってるよ」

　……いやいやちょっと待て。なんかツッコミのセリフ選びがおかしくなってきてる。あと『受じゆ験けん』の目が早くも据すわり始めてる。

「そうじゃなくてさ、もっと内面的な意味で」

　そう言うと『変人』は、真面目まじめな顔で語り出した。

「……そうだな、やはり涼は少し一人で抱え込もうとするところがある。やっぱりそれは涼を守って引っ越していった香こう坂さかのことが発ほつ端たんで、気の利きく涼になる契機であり、俺おれたちが付き合うことになったきっかけの一つでもあるんだが……ただ、それでも涼は受験生だった時に起きたあの一件以来ずいぶん色々と話してくれるようになった。恥ずかしがったり、すぐには言い出せなくても、伝えようと努力してくれてるのが分かる」

　確かに。困ったり、恥ずかしそうにしながらも、高瀬はいつだって真しん摯しに答えようとしてくれる。それは高瀬なりにがんばってくれているんだろうな。

「だが同時に、ずっと気にもなっているんだろう。香坂伊い織おりのことが」

　それは『昔話をする時のあの表情』のことを言っているんだろう。でも、その理由はもう知っているし、何より高瀬の口から直接教えてもらったことだ。

「だとしたら、高瀬はさっき何を話そうとしたんだろう。大学の四年間で高瀬が騙だまされそうになる展開とかあった？」

「いや、ない」

「あ、そうだ。高瀬が誰だれかから香坂のことを聞いたってことは？」

「それもないはずだ。涼からそんな話は聞かなかったし、俺も香坂の話を涼にした覚えはない。俺と香坂の関係は本当に希薄だったからな」

　……そういうことなら、悲しそうな声をしてたっていうのは俺の考えすぎなのかな。単純にちょっと寂しい気持ちだったのかもしれない。だとしたら、明日約束したのは正解だったなぁ。

「でも一応、気には掛けておくことにするよ」

「ふむ、それがいいだろう。またこの世界では展開も変わってきているからな」

「ねーねー、香こう坂さかちゃんとは上手うまくやれたの？」

　俺おれたちの間に割って入ってきた『推すい薦せん』は、いかにも興味津しん々しんといった感じで尋ねてくる。

「ええと、ほら、これ」

　半分に分けられた写真シートを渡すと、『推薦』はしばらく眺めたあと、

「素直になれないカップルみたいだねェ」

　やっぱりそういう感想を漏もらした。

「今日は少しだけ昔の話もしてくれたよ。『変人』はあの状況を見てどう思った？」

「いや、正直香坂がこういうのを撮とるっていうのは意外すぎて言葉が出なかった。あの子は学外にも友達や彼氏がいるっていう話を聞かなかったからな。本当に驚おどろき以外の感想が出ない」

「俺もさ、そこが引っかかってるんだよな。それこそ最初はあの香坂相手にまともな会話ができるようになるなんて、かなり難むずかしいことなんだろうなって思ってたけどさ、むしろ香坂に先制されてるくらいなんだよ。あんな自己紹介をして、見ればすぐにいい子だって分かるくらい穏おだやかな藤ふじ宮みやさんにも冷たく当たったのに、どうしてわざわざ俺を連れ回そうとするんだろ」

「オレはさァ、これ見ても思うけどォ、ただ撮りたいから撮りに行ったんだと思うよォ」

「香坂は、両親に心配されるのが鬱うつ陶とうしい。アンタ手紙の内容見たんだから付き合いなさいよって言ってたけど……」

「うーん、オレが付いていった時もそうだったしィ、これ見てもなんていうか撮り慣れてない感じがすっごい出てんのよ。でもさァ、下手へたなりにデコレーションしてるじゃん。もしも話のネタが欲しいだけってんならァ、こんな風にちょっとでも見栄え良くしようとがんばってみた感じになるかなァ。それだったら「別に問題ないから」の一言で切り捨てる方が香坂ちゃんっぽくない？」

「確かに……」

「そうなってくると、やっぱり今後の付き合い方次第だろうねェ。その辺りは香坂ちゃんの気持ちがもっと見えてこないと何とも言えないかも。深い部分の話を聞くにはそれなりの信頼とか、きっかけが必要かもねー」

「それになんて言うかさ、一緒にいると確かにちょっと面倒だとは思うけど、やっぱりそんなにひどいヤツだとは思わないんだよなぁ……」

　香坂といると確かに覚える違和感。……そこに、高たか瀬せとのことを知ることのできる何かがあるんだろうか。

「香坂ちゃんあれだけ可愛かわいいしィ、自じ衛えいの意味もあるのかもよ、ああいう態度。たぶんあの可愛さであの性格だとォ、もう結構あちらこちらで話題にもなってるだろうしね」

　なるほど、言われてみれば高瀬もサークル勧誘員にはあれだけ追いかけられたけど……。

「もちろん、二度しか一緒だったことないからァ、何とも言えないけどさ。それでちょうどキミとはクラス会の終電事件のこともあるしィ、少し思うところがある、みたいな？」

　それはさすがに……なぁ。自己紹介の時の態度を自じ衛えいのためっていうのもさすがに苦しくないか？　過剰防衛すぎて辺り一面を吹き飛ばしちゃってる感じだぞ、あれだと。

「でもさ、『変人』も言ってたけど四年間ずっとあの態度を貫つらぬいてたし、誰だれとも仲良くしてるところを見てない聞いてないってなると、徹てつ底ていしすぎじゃない？」

『推すい薦せん』はフローリングに寝転がって、今度は少し冗談めいた雰囲気で口を開いた。

「んー、むしろォ、実は誰かと遊びたいだけだったりして」

　香こう坂さかにはまだ高たか瀬せのことを聞けていない。そして香坂にとって昔のことはあまり話したいことじゃないということだけが今ある知識。それだけじゃ見えてくるものはあまりに少ない。でも、もしも『推薦』の言うことが事実なんだとしたら、そこには『変人』の世界では知られなかった何か、もしくは新しい可能性が隠れているのかもしれない。

　……その可能性の中に、二人がまた仲良くなれたりするような道はあるのかな。

　聞いていた未来話とは違って香坂が意外と悪いヤツじゃないことを知った俺おれは、いつの間にかそんなことを考えていた。

「ちなみにィ、高瀬ちゃんとは近々会う予定入れてる？」

「当然だろ。やっぱり何を言おうとしてたのか気になるからさ」

「へーやるじゃんやるじゃん。この前の直接駆けつけたのも良かったけどォ、そういう姿勢はァ、悪くないと思いまーす」

「なるほど……こういう時は顔を合わせに行くことが大事なのだな……と」

　見れば『受じゆ験けん』はメモをとり始めていた。なんか後学ばっかりがたまっていってるような気がするな……。

「ちなみに一日付き添ってみて『受験』はどう思った？」

　俺はまた違う角度からの意見も欲しくて、今日一緒だった『受験』にも話を振ってみることにする。『受験』は今日が初見だったわけだから、新鮮な意見が聞けそうだ。

「話に聞いてイメージしていた感じとは違っていたな。確かにわがままなところはあるが、私には楽しそうにしているように見えた」

　やっぱりそうなのか。

「ああ、しいて言えば」

『受験』はメモ帳を閉じ、胸ポケットにしまうと、真面目まじめな顔で俺を見た。

　これはめずらしく、『受験』が役に立つ気配？

　俺は『受験』の言葉を集中して待つことにする。

「私としては、もっと思い切り罵ののしってほしいのだが……」

「お前そんなんでいいのかよッ！」

「私ももっと様々なスキルを磨みがかなくてはいけないな」

「……全裸でか？」

　俺おれはため息を漏もらしながら付け加えてやった。

「もちろん！」

「もちろん！　じゃねえよ！」

　なあ『受じゆ験けん』よ。お前の自分探し、見つからない方がいいものばっかり見つかってる気がするんだが、大丈夫か……？




　　　◆◆◆




　昼休みに入ると同時に、俺は学食へ向かった。

　学食はその一面がすべてガラス張りになっていてとても採光性が高く、置かれているテーブルやイスの感じから、ファストフード店の敷しき地ち面積を一気に拡大したような雰囲気だ。本当に大学は、校舎から学食一つまですべての規模が大きい。

　そして授業の終了後すぐに来ただけあって、まだ席には余裕があった。俺はその中から上手うまいこと空いている席を見つけて鞄かばんを下ろす。

　学内で高たか瀬せに会えると思ったらつい早く来すぎてしまった。

　でも、何げに学食を使うのは初めてなんだよな。

　適当に食べやすそうな定食を選んで席に戻った俺は、ゆっくりと食べ始めることにする。

　高瀬は友達と一緒に食べるって言ってたし、三限が終わるまでにはまだまだ時間がある。

　そんなことを考えながら箸はしを進めていると、やはり徐々に食堂が混み合い、賑にぎやかになってきた。キッチンサイドも見るからにフル回転っていう感じで、いよいよ騒さわがしさは増していく。

　食堂に入ってくる人たちは、その大部分が数人組の一団だ。

「あ、あら、偶然じゃない」

　初めて見る学食の光景を見ながら箸を進めていると、背後から誰だれかに声を掛けられた。

「……香こう坂さか？」

　そこいたのは、もはや定番となったエンジ色のバッグを片腕に提さげ、空いた手を腰に置き、いつも通り金ぴかなオーラをまとった台風女子、香坂伊い織おりだった。

「香坂は……昼飯？」

「それ以外に何があるっていうのよ」

「ああいや、そうじゃなくて香坂って学食使うんだ」

「使わないわよ。誰が好すき好このんでこんなうるさいところに来なきゃいけないの？」

　この場にいる学生たちすべてを敵に回すようなことを、香坂はしれっと言い放った。相変わらず凄すさまじいことを言うヤツだ……。

「それならどうしてここに？」

「それは、だから、今日はたまたまよ。お昼を買い忘れちゃったからここに来てみたら、偶然桜さくら井いを見つけたってだけ」

　香こう坂さかはバッグを提さげたままキッチンの方へと向かい、パスタとポタージュスープのセットをトレーに載せて戻ってきた。

　ん？　戻ってきた？

　香坂はトレーを俺おれの正面の席に置き、そのままその席に落ち着く。

「ここで食べるの？」

「何よ、文句あるわけ？」

　香坂はその猫のような目を、早くも鋭するどく細めていく。

　俺はまた、昨日と同じような違和感を覚える。

『受じゆ験けん』の言う通り世界がまた違ってきているんだとしても、出会ったばかりの香坂の性格や考え方が、『変人』の世界と大きく違っているとは思えない。

　そうなると……やっぱり『変人』の世界では語られなかった一面が見えてるってことなのかな。

　香坂の目的は果たしてどこにあるんだろう。

「いや、文句はないけど……」

　むしろこっちとしては香坂と話せるチャンスなわけだし。

「いちいちうるさいわね。今日はここで食べるの、もう決めたの！」

　香坂は有無を言わさず席に着くと、フォークを手に取り、パスタをくるくると巻き始めた。

　……まあ、今日はどこかに連れていかれるってわけでもないだろう。俺としては三限の終わりを待って高たか瀬せと話せればいいんだから。せっかくだし、また少し高瀬の話に近付けるよう話を振ってみよう。これはチャンスだ。

「おっ、桜井じゃん」

　意外にも、本日二度目の俺を呼ぶ声が聞こえて振り返る。そこにはトレーを持った同級生が、今度は二人組でやってきた。

「お、二人も昼飯？」

「そーいうこと、もう腹減ってフラフラだよ」

「あ、あの、私もご一緒しても……いいでしょうか？」

　藤ふじ宮みやさんがそう提案すると、篠しの塚づかは「ま、マジで？」という顔をした。いや、驚おどろくのも当然だ。あの「気安く話しかけないで」発言の香坂と同じ席に着こうとするなんて、予想もしなかった。

「じゃ、じゃあ俺もいいかな？」

「ま、まあいいんじゃないか。ちょうど席も空いてるし」

　そう言うと、藤宮さんは申し訳なさそうにしながらも、率先して香坂の隣となりに肩掛け鞄かばんを下ろした。

　香こう坂さかは、答えなかった。

　なんだか急な展開になっちゃったけど、篠しの塚づかや藤ふじ宮みやさんがいる状態でも香坂は話をしてくれるかな……最近ちょっと話しやすくなってきたとは思うけど。

　ていうか、藤宮さんって香坂のあの自己紹介を見て、クラス会の直前にも突き放すようなことを言われたのに、よくそれでも積極的に香坂に声を掛けるよな。

「あれ、藤宮さんは昼食べないの？　お茶しかトレーに載せてないけど」

「あ、私はお弁当作ってきてるんです」

　そう言って藤宮さんは女子特有の小さめの弁当箱を取り出すと、「いただきます」と小さく頭を下げた。

「おおー」「すげー」

　俺おれと篠塚の感嘆の声が同時に上がる。藤宮さんの弁当箱の中身は彩いろどりも良く、栄えい養ようのバランスまで考えてありそうな、なんとも良くできた内容だった。一口サイズのハンバーグとか、ニンジンのグラッセ辺りがすごく可愛かわいらしく見える。

　なんだか家庭的だなぁ。女子力高いってこういうことを言うんだろうな。

「あ、そういや皆サークルとか決めた？」

「あー、結構迷ってんだよなー。コレっていう決め手がなくてさ」

「これっていう決め手になる素敵な女子の先せん輩ぱいがいないんじゃなくて？」

「そうそう、そうなんだよ。もう練習の頻ひん度どとかは二の次だよ」

「篠塚は不純だよな」

「一いつ瞬しゆんで裏切ってんじゃねえよ！」

　藤宮さんはくすくすと口元に手を当てながら笑った。篠塚は愛あい嬌きようがあるから、こういうのをやると楽しい感じになっていいな。

「藤宮さんは？」

「私もまだ決めてないです。文芸とか興味あるんですけど、思い切ってテニスみたいな華やかなところもいいかなって思って」

「あ、じゃあまったく逆のベクトルで悩んでるのか。それは迷いそうだね」

　俺たちはこんな感じで会話を始めた。でも俺の正面に座った香坂は、やっぱり何も言わずただパスタを黙もく々もくと口に運んでいる。

「あ、あの香坂さんは、サークルとか、入るんですか？」

　そしてそろそろ香坂に話を振ろうと思った矢先に、藤宮さんがそう切り出した。

　温厚で、優しい語り口。あの自己紹介事件以降、女子勢が一気に敵に回ったっていうのに、その態度は変わらない。

　すると香坂は、カラン、と手にしていたフォークを置いて、視線を上げた。

　どんな返事をするんだろう。俺も手を止めて香坂の返事を待つ。

「別に」

　……いつものやつだった。なんでそんな一いつ瞬しゆんで不ふ機き嫌げんモードになるんだよ、お前は。

「あ、そうなんですか。ごめんなさい、つまらないことを聞いてしまって……」

　藤ふじ宮みやさんが申し訳なさそうに答える。

「なにか……好きなものとかは、ありますか？」

　ま、まだいくのか！　あの切り替えしのあとに、それでも他ほかの質問を投げかける藤宮さんに俺おれは驚おどろいてしまった。頼むよ香こう坂さか、これくらいの質問には答えてくれよ。

「関係ないでしょ」

　……ダメか。

　しかし、返答は完全に「気安く話しかけないで」モードのままだった。

「わたしもう行くから」

「ま、待てって。まだ昼休みもあるし、なんでそんなに……」

「うるさいわね。お友達ごっこはいらないって言ったでしょ！」

　そう言って立ち上がった香坂は、トレーを持ち、俺に鋭するどい目で一いち瞥べつだけくれて食堂をあとにする。こうして、久しぶりに大型台風の吹き荒れた後の、閑散とした空気だけが俺たちの間に残された。

　……なんでこうまでして徹てつ底ていする必要があるんだよ。

「こ、怖こえー。桜さくら井いはよく香坂と一緒にいられるよなぁ」

　篠しの塚づかは感心した様子で俺を見る。

「今日は機嫌が悪かったのかな……最近はもう少し話しやすい感じだったんだけど」

「ごめんなさい。私が余計なこと聞いちゃったから」

　申し訳なさそうに頭を下げた藤宮さんは、見るからに落ち込んでいた。

「んー、いや、そんなことないと思うけど。最後ににらまれたのは俺だったしさ」

　その姿がすごく寂しそうに見えて、俺はそうフォローする。

　すると藤宮さんは顔を上げ、尋ねてきた。

「……あの、桜井君はどうやって香坂さんとお友達になったんですか」

　その様子は妙に真剣だった。

「なんか、大学でちゃんとやれてるか両親に心配されてるみたいでさ、友達と遊んだ話とか写真が欲しいってことらしいんだよ。なんで俺なのかは……正直分かってないんだけど」

「……私ってやっぱり、香坂さんに嫌きらわれてしまっているんでしょうか」

　眉まゆ尻じりを下げて微笑ほほえむ藤宮さんは、とても寂しげだった。

「どうしたら、桜井君みたいに香坂さんと仲良くなれるんでしょう……」

　俺は返答に困ってしまった。

　……俺は『変人』の話を聞いたから、香坂が四年間ずっと誰だれにも気持ちを許さなかったことを知っている。現状はまた少し違っているのかもしれないけど、少なくとも香こう坂さかと藤ふじ宮みやさんの距離感に俺おれという存在は関係ないだろう。今さっきだって、四人になった瞬しゆん間かんから不ふ機き嫌げんだったし、俺と藤宮さんの関連性が大きいとは思えない。

　──ということは、少なくとも藤宮さんの仲良くなりたいって気持ちは、香坂に届かなかったってことになる。それは……寂しいなぁ。

「でも、仲が良い……って俺が？」

「まあ少なくとも俺たちにはそう見えるぞ。香坂ってあんだけ可愛かわいいし、誰だれも近寄らせないのに桜さくら井いとは一緒にいるじゃん。そりゃ話題にもなるよ」

　……話題になってるんだ。そんな風に見られてるなんて考えもしなかったな。

「桜井君はどうして香坂さんと？」

「俺は、香坂にまた仲良くなってほしい人がいるからかな」

「そうなんですか……」

　それは意外な答えだったんだろう。藤宮さんはちょっと驚おどろいた感じだった。

「あっそうだ、香坂さんの好きなものとかって分かりますか？」

「好きなもの？　……なんだろう。あ、さっきも飲んでたけど香坂ってコーンポタージュ好きだよな」

　クラス会の帰かえり際ぎわにももらったし、結構子供舌なのかも。

　そう言うと、藤宮さんは「なるほど」とうなずいた。

「でもさ、どうして香坂のことをそんなに気に掛けてるの？」

　俺は、藤宮さんがここまで香坂を気にしている理由を聞いてみることにした。

「自己紹介であんなこと言って、クラス会に行く時も、さっきだってあんな風に言われて、それでも香坂のことを気に掛けてるのって藤宮さんくらいだし」

　もうクラスの女子は完全に香坂を『いないもの』くらいに認識している。それにもかかわらず、どうして未いまだに香坂と仲良くなろうとしているのかが、俺にはどうにも不思議だった。

　可愛くて目立つから憧あこがれてる、とかだろうか。

「……はい、ええとですね」

　尋ねると、藤宮さんは何やら思い返すようにしながら切り出した。

「入学試験の日だったんですけど、私、田舎いなかからこっちに出てきたので、こっちの複雑な道に迷っちゃってたんです。気が付いたら時間ギリギリになってしまって。それで余計に焦あせって一層訳が分からなくなっちゃって」

　確かに、高校までと違ってうちの大学は明確な仕切りになるものがあまりない。街の一角に建物が集中しているところと点在しているところがあって、その一帯をキャンパスって呼んでる感じだ。学校関係者以外はその明確な仕切りを知らないだろうと思う。俺も分からないし。

「こっちの人ってみんな歩くの早くて、怖くて話しかけられなかったんです。それで地図と受じゆ験けん票ひようを持ったまま立たち往おう生じようしちゃって……」

　そこまで話したところで、藤ふじ宮みやさんは大切な思い出を語るような優しい表情をした。

「そこに声を掛けてくれたのが香こう坂さかさんだったんです。一度は通り過ぎたんですけど、何度も振り返って、足を止めて、最後は私のところに来てくれて」

「……香坂が？」

　さすがにそれは意外だった。

「はい。『あーもう』って言いながら、やっぱりどこか素っ気ない感じでしたけど。間違いなく香坂さんでした」

　なんだよそれ。悪いヤツどころか……いいヤツじゃねーかよ。

「時間はギリギリだったし、志望学部も一緒だったのでライバルになるから、私のことなんて置いていった方がいいはずなのに、香坂さん私の手を引いて試験会場まで行ってくれたんです。私それですごく安心できて。ちょっと泣きそうになっちゃいました」

　そして藤宮さんは小さく一つ息を吐ついた。

「だから香坂さんが教室に入ってきた時、すごく嬉うれしかったんです。香坂さんは覚えていないんだろうと思いますけど、試験の教室に入る時『せっかく連れてきてあげたんだから、結果、出しなさいよ』って言ってくれたんです」

　なんだよそれ、もうすげーいいヤツじゃん。なんか見直したよ香坂のこと。

　……でも、そうなると本当に分からないな。どうしてそれだけ優しくできるヤツがあんな態度を取るんだ？　疑問は深まるばっかりだ。

　それでも俺は、正直少しだけ希望が湧わいてくるのを感じていた。香坂がそんなにいいヤツなんだったら、俺の望む高たか瀬せと香坂の関係も実現できるような気がして。

「桜さくら井い君みたいに仲良くなるチャンス……私にもありますよね？」

　そう言って藤宮さんは微笑ほほえんだ。

　あんな態度をとられても諦あきらめない藤宮さんは、意外と芯しんが強いのか、それともそれだけ香坂のことを好きになってしまったのか、どっちだとしても前向きな姿勢は素敵だと思う。そして何より、その望みがかなうといいなと俺は素直に思った。だから、俺ももらった分だけの希望を返してあげられればいいんだけど。

「香坂もなんだかんだいって悪いヤツじゃないから。諦めなきゃ……きっと」

「はいっ」

　そう言ってグッと拳こぶしを握ってみせる藤宮さんが、なんだか微笑ましかった。

「……俺も、素敵な先せん輩ぱいと仲良くなれるよなっ？」

「諦めろよ……そっと」

「冷たい！　桜井が冷たい！」

　そう言ってグッと涙をこらえるように強く目を閉じた篠しの塚づかを見て、藤宮さんは笑った。




　　　◆◆◆




　昼時を過ぎた食堂には、次の時間に授業がないのだろうわずかな学生たちが残っているだけで、その広さもあってか、急に寂しさを感じるほどの空間ができていた。洗い物の音だろう、流れる大量の水音とプラスチックのぶつかる音が鳴っている。

「さすがに早くきすぎたかなー」

　次の時間も授業があるらしい篠しの塚づかと藤ふじ宮みやさんが、昼休みの終了と同時に食堂を出ていってしまったためにちょっと心もとない感じだ。いくら高たか瀬せに会えるのを楽しみにしてたとはいえ、こんなに早くきちゃうのはさすがにちょっと気がはやりすぎだな。自分の単純さに苦にが笑わらいだ。

　俺おれは、ただずっと食堂の出入り口の方へと視線を向けたまま待ち続ける。

　高瀬、早く来ないかな。

『変人』が言うところには、高瀬に問題らしい問題は起こらなかったみたいだし、「話したくて」と言ったのも、きっと俺が高瀬からのメールを見て思わず駆けつけてしまったように、突発的に話がしたくなったんだろうと思う。だから、その思いに応こたえられなかった分も、今日はまたいっぱい高瀬が笑ってくれるといい。

　するとそんな閑散とした食堂に、美しい歩き姿でやってくる背の高い女の子の姿が見えた。

「高瀬っ」

　そう呼ぶと、高瀬はその長く綺き麗れいな黒髪をふわりと膨ふくらませるように振り返り、そっと目を細めた。

　その表情に、また俺は見み惚とれてしまう。

「申し訳ない、待たせてしまって」

　高瀬はやっぱり律りち儀ぎに頭を下げた。

「全然！　なんかこういう待ち合わせって大学生っぽくていいよな」

「うん、そうだね」

　たかだか待ち合わせ一つだっていうのについ嬉うれしくなって笑うと、高瀬も控えめな笑みを見せてくれた。

「ああそうだ、これ、良かったら」

　そう言って高瀬は、両手に持っていた飲み物の片方を俺に渡してくれる。

「ありがとう。高瀬は紅茶なんだ」

「うん」

「乳酸系じゃなくていいの？」

「……こら」

　ぺし。と、もはや高瀬の奥おう義ぎであるチョップが俺の頭頂部にヒットする。
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　そして「家で飲んでるからいいんだ」と小声で言ったのを、俺おれは聞き逃さなかった。

　目の前の席に腰を下ろした高たか瀬せは、紅茶のペットボトルを開けて口を付けると、

「……あの、桜さくら井い君」

　自分のひざの辺りを見ながらそっと切り出した。

「桜井君は、最近どうしてる？」

「そうだなぁ、授業も決まったし校舎にも慣れてきたよ。一応同じクラスで気軽に話しできるヤツも少しだけどできたし。こうやって高瀬と待ち合わせするのも楽しい。高瀬は？」

「うん。私も一緒にお昼を食べたり、話をしたりできる友達ができた」

　良かった。やっぱりいいスタートを切れてるんだ。

「もともと高瀬はいい子だからなぁ。やっぱり皆とすぐに仲良くなれるんだな」

「そんなことはないよ。皆が優しいからだよ」

　相変わらず高瀬は謙けん虚きよだ。

「そういう点だと俺はダメだなぁ。高校の時と同じで人望のなさが早くも全開で出ちゃってる感じかも」

　俺が苦にが笑わらいしながら言うと、

「そう、なんだ」

　高瀬は眉まゆ尻じりを下げながらそう答えた。

　……どうしてだろう。何か変わったことを言ったつもりはないのに、二人の会話の温度差が開いているような気がする。高たか瀬せはもともと声を大きくして話す方ではないけど、今はどちらかというと『力ない』感じにさえ聞こえる。

　まるで、何か他ほかに聞きたいことがあるのに回り道をしているかのような、そんな感じだ。

　やっぱり何か高瀬には話したいこと、抱えているものでもあるんだろうか。

　でも、そうだとしても問題はない。高瀬には俺おれがいる、寿ことぶきもいる、同級生の友達だっている。どんな状況にだって対応してみせる！

　──一いつ瞬しゆんの、空白があった。

「桜さくら井い君」

　すると、そんな俺の思いに気が付いたかのように、高瀬は視線を下ろしたまま俺を呼んだ。

　そして……。




「香こう坂さかさんって、どういう人？」




「え……？」

　思わず向き直ってしまった。

「……同級生、なんだよね？」

　高瀬は遠くを見たまま、そう続けた。

　香坂のことを、知ってる？　なんで、どうしてっ？

　予想外の展開に、俺は言葉を返すことができなかった。

　だって『変人』は、大学時代の間に高瀬は香坂のことに気付かなかったって言ってたはずだ。

　そもそも、高瀬が知らない状態であることが最初の条件なんだ。俺は何を答えていい？　何を答えちゃいけない？　俺は、高瀬に何を言えばいいんだ？

　……いや、待てよ。そういえば篠しの塚づかが言ってたっけ。香坂は話題になってるって。

　周りの目を引くほどの容姿で、金ぴかで、でも誰だれも近寄らせないめちゃくちゃな女の子が、唯一、地味な同級生男子だけ特別扱いで連れ回していたら、色々憶おく測そくを呼んでも仕方がない。

　そしてそれが、高瀬の耳に届いていたとしても。だとしたら、高瀬はどう思うだろう。

　どんな理由があれ、端はたから見れば女の子と二人で遊んでいた事実は変わらない。

　まさかこのことが、高瀬の『話したいこと』だったのか？

「……台風みたいなヤツだよ。始業日の自己紹介でいきなり「気安く話しかけないで」とか言っちゃってさ、もう「周りはすべて敵」みたいな目をしてるんだよ。誰に対しても威い嚇かくする猫みたいな感じかな。だから皆驚おどろいて、遠くから見守ってる」

　考えた末、俺はまず自分から見た香坂がどういう子かを話すことにした。

「それがなんか、友達なんていらないけど両親にこっちでちゃんとやれてるか心配されるのが面倒だからって、急に色々話のネタ作りをするって言い出してさ。どういうわけか俺おれが連れ回されてる感じかな。でも、ただキツいだけのヤツではないかも」

「……そう、なんだ」

　高たか瀬せの声はそのトーンをますます落とし、ついに黙だまってしまった。

　そしてわずかに顔を上げて、また下ろす。

　その姿は何かに悩んでいるように見える。

　何を……考えているんだろう。下手へたなことを話すことができない俺は、ただ高瀬の言葉を待つしかなかった。

「……そ」

　やがて高瀬は小さく息を吸うと、切り出した。

「それは、桜さくら井い君が信頼してもらえてるってことなんじゃないかな」

　高瀬らしくない、どこか寂しそうな微笑ほほえみと共に。

「とても、そうは思えないけどなぁ」

　だって結局まだ、俺は香こう坂さかからほとんど何も聞けていない。高瀬のことも、昔のことも。

「でも、他ほかの人には話しかけるなって言ってる」

「そう、だけど……」

「……昨日の電話の時、一緒にいたのは……香坂さん？」

　昨日のことも知ってたのかっ？

　頭は混乱する一方だった。

　俺は思いっきり息を飲み込んだ。でっ、でも、「違う」とは言えないよな？　それが勘なのか、聞いたことなのか、はたまた目もく撃げきしたことなのか分からないんだから。

「……そうなんだけど、でも、偶然そういう流れになっただけなんだよ」

　だから、俺にはそうとしか言えなかった。

「高瀬から電話もらったあとすぐに帰ったしさ」

「あ、いや、いいんだ」

　高瀬はそっと顔を上げて、びっくりするほど切なそうに笑ってみせた。

「私は、気にしてないから」

　噓うそだよ。だって気にしてなかったらそんなつらそうな顔、しないだろ。

　俺はせめて香坂との距離感に特別なものはないことを告げようとしていたつもりだった。でも高瀬の表情は沈んだままだ。『変人』の話では、高瀬は香坂のことを気付かないままだったはずだ。だとすれば、これも俺が香坂と関かかわったことで生まれた展開だってことだろう。

　これはそもそも『変人』から聞いた話だ。俺が香坂と一緒にいる本当の目的なんて言えるわけがない。高瀬と香坂の関係性はまだ誰だれにも語られていないことなんだから。

　何より、まだ何も分かってないんだ。二人が対面するには早すぎる。今の状況じゃ何も変わらない。ただ未来で起こった悲ひ劇げきを前倒しするだけだ。

　だから、言えない。目的を話してしまえば、どんな形であれもっと香こう坂さかのことを聞きたいと思うだろうし、会いに行こうとする可能性だってある。今にして思えば昨日だってそのことで話をしたかったんだろうし。そうなったら、なんのためにここまでしてきたのか分からない。今みたいに、気にしてるけど近寄れずにいる状況ですらもうギリギリなんだ。

　この状態を維持するには、高たか瀬せにとって俺おれたちはよく分からない関係のままでいなければならない。説明したうえで会わせないようにするなんていうのは……さすがに無理だろうし。

　最初はただ、不意に落ちる後悔の影かげを取り払いたい、笑っていてほしい。そんな思いで始めたことだったのに、それがむしろ高瀬を悲しませてしまうことになるなんて。

　俺は高瀬に勘違いをさせてしまっているのかもしれない。だって、俺自身はどうして香坂が自分を連れて歩くのか分からないのに、周りにとってはきっと、これ以上ないくらい分かりやすい答えが、たとえ事実でなくても与えられてしまっているんだろう。

　それなのに説明はできない。すればすべてが無駄になる可能性がある。高瀬の後悔をさらに深くさせてしまう可能性が。

　なんだよ、これ。

「……香坂は、普通に話ができる数少ない同級生だよ。あ、同級生って言えば高瀬と一緒にいた三人組、あいつら結構言ってくれるよな」

　こうなってしまったら、俺にできることはこうして話をそらすことだけだった。

　それから俺たちは他愛のない話をしながら、一緒に帰路に就ついた。

　高瀬はいつも通り笑ったり、すねてみせたりしていた。

　それでも、その表情はやっぱり浮かないもので、もともと決して多くはない口数はさらに少なくなり、別わかれ際ぎわになる頃ころには自然と無言になった。もはやそれは、ただ隣となり合あって歩いているだけだった。ほんの数日前までは、言葉なんてなくても楽しい時間だったはずなのに。

　うつむき歩く高瀬を見ていると、今すぐにでも全部話してしまいたくなる。でもそれじゃ『変人』の世界で起きたことを、ただ数年早くするだけだ。何か他ほかにもっと賢かしこい解決方法があるのかもしれないけど、そんなものそうそう思いつくはずがない。

　そうして、分かれ道に差しかかったところで二人足を止める。

「それじゃ、また」

「うん」

　たったそれだけのやりとりなのに、いつもと違う距離感を感じた。

　触れたら壊こわれてしまいそうな笑みを残して、高瀬は去っていく。

　……その寂しげな背に、胸が締しめつけられる、声を掛けたくなる。でも、でも、俺はどうしたらいいんだ？

　やがて高瀬が視界から見えなくなっても、その答えが出ることは……なかった。













　　　第三章　　　そこは台風の目







『推すい薦せん』は寝転がっていたフローリングから体を起こすと、

「高たか瀬せちゃんとォ、何かあった？」

　不意にそんなことを尋ねてきた。

　……本当にこういう時の鋭するどさはすごいな。言こと葉ば尻じりこそ疑問形なのに、『推薦』はもう確定事項として聞く姿勢をとっている。

「まあ、ね。香こう坂さかってどんな子かって聞かれた」

「ふーん、誰だれにィ？」

「……高瀬に」

「涼りようが香坂のことを知っていたのかっ？」

　よほど驚おどろいたのだろう『変人』は立ち上がってそう言った。

「おそらく、香坂さんと桜さくら井い真まさ人との関係が変わったこの世界だからこその展開だろうな」

　そんな『変人』を見ながら、『受じゆ験けん』は冷静にそう説明してみせる。

「でも、未来で起きたことを話すわけにもいかないし、香坂と高瀬が今対面しても結果は同じだろうから、香坂がクラスでどういう感じなのかってことしか言えなかった」

「なるほどォ、それ、勘違いもしてるんだろうねェ」

「そう……なるか」

「あのきつい香坂ちゃんがァ、唯一接近を許している存在、さらに二人で遊んでることを話題にされてるんだったらァ、当然恋愛の情報として話されるだろうしね」

　そうか……やっぱり俺おれ以外にはそういう形で答えが提示されてしまっているんだろう。

「しかもォ、高瀬ちゃんは香坂ちゃんに負い目があるわけじゃん。そこにキミが「香坂ちゃんは周りに吠ほえかかる怖い子」だって説明しちゃったわけでしょー。そうなればァ、そうなっちゃったことに責任を感じて、高瀬ちゃんとしてはァ、唯一その近くにいられるキミに聞けることなんて、「どう思っているのか」くらいなんじゃね？」

「で、でも、あれはもともと誰が悪いって話でもないだろ……引っ越した先での生活はもう本人がどうするかだけなんだから」

「高瀬ちゃんはァ、そう考えていないんだよ」

「……だから、あんなにつらそうにしてたのか」

「よりによってェ、香坂さんの問題にキミが絡んでるわけだからねェ。不安だけど言うに言えないみたいな部分もあると思うんだよねェ。下手へたをしたらァ、身を引こうなんてことだって考えるかもよォ……どーするの？」

「身を引くって……」

　身を引こうとする。その言葉を聞いて急に不安が全身に広がっていくのを感じた。

　もしそうなったら、あの恥ずかしそうに見せる笑顔も、すねたようにする姿も、クールな素振りから一いつ瞬しゆんで優しくなる表情も、俺おれにはもう向けられなくなってしまうんだろうか。

　……そんなのは嫌いやだ。

「なんだよそれ。それじゃ本末転倒だろ。結局のところ涼りようを悲しませてるだけじゃないか」

　責めるような口調で、『変人』はそう言った。

「どんな形であれ、自分は涼の味方だってことだけはしっかりと言っておくべきだったんだ」

「でも、下手へたなことを言える状況じゃなかったんだよ」

「噂うわさ話ばなしを聞いているのなら、涼が聞きたいことはまず何よりも桜さくら井い真まさ人とが香こう坂さか伊い織おりをどう思っているのかだろ。それに対してお前はなんて答えた？」

「……香坂がどういう子かって説明した」

「涼にとって一番に聞きたかったことを外して答えたうえに、香坂の一番近くにいる桜井真人のした説明で香坂伊織が噂通りのキツい子であることに確信を得て、自責の念を深めた。さらにその確信は噂話の信しん憑ぴよう性せいを高めて、同時に勘違いも助長させてしまっただろうな」

「でも！　本当のことを話しちゃうわけにはいかなかったんだよっ！」

『変人』の一方的な言い草に、さすがに語気が荒くなる。

「自分がどう思っているかについては曖あい昧まい、香坂の状況だけ明確、こんなにひどい説明されて涼がどう思うか考えてみろっ！」

「だからあの場ではそうするしかなかったんだよ！」

「それが結果として涼につらい思いをさせてるんだろ！　涼は噂を耳にしたからこそ安心したくてそう聞いたんだ！　なら、答えるのは自分の気持ちじゃなきゃいけなかったんだよ！」

「俺だって勘違いされたままなんて嫌だよ！　でも、俺が裏で何をしてるか説明なんてできないからそう言うしかなかったんだよ！　いい加減分かれよ！」

「だからそれが不誠実に見えてるって言ってるんだ！」

「ま、まあまあ二人ともォ、ちょっと落ち着いて」

　仲裁に入ろうとする『推すい薦せん』。しかし一度ついてしまった炎は、消すことができなかった。

「ただ高たか瀬せが後悔を引きずらずにいられたらいいって思いで始めたことなのに、あんなにつらそうな顔を見てっ、しかも勘違いまでされてっ、こうなるくらいだったらっ！」

「ストーップ！　それは言っちゃダメェ！」

　俺を止めに来る『推薦』の手が、口元に届く寸前で俺は叫んだ。

「こんなことやらなきゃよかったよ！」

　そして、口にしてしまったらもう、止まらなかった。

「そうしたら、少なくともありもしない噂うわさでお互いつらい思いをすることもなかった！」

『推すい薦せん』は「やっちゃった」と肩を落とし、『変人』は何も言い返せずにいた。

「……ふむ」

　そんな中、一人なりゆきを見守っていた『受じゆ験けん』が、この言い合いの間かん隙げきを縫ぬうようなタイミングで声を上げた。

「君は、後悔しているのか？」

　そしてただただ冷静にそう尋ねてくる。

「……後悔？」

「ああ。私にはずっと高たか瀬せさんのことを思って努力していたように見えたし、その間もいつだって高瀬さんのことを考えていたように見えたのだが……違うのか？」

「違ってねえよっ」

「それなら、それでいいではないか」

「それで……いいって」

「高瀬さんと香こう坂さかさんのことは繊せん細さいな問題だ、多少のミスもあろう。それでも確かに願う希望があって、後悔なんてしないと言い切れるまで全力で駆け回ったならきっと道は開ける。それは君が教えてくれたことであろう？　今は振り返る時ではなく、まだその路みちの途中ではないのか？」

　あくまで冷静に話す『受験』の姿に、俺おれたちはようやく落ち着きを取り戻し始める。

「ここまでの話を聞くと、一つ確かなことは高瀬さん、香坂さん、そして桜さくら井い真まさ人との関係性は大きな転換点を迎えているということであろうな。三者が三様に言えないことを胸に秘めた状態のままで」

『受験』はそう言い、眼鏡めがねのフレームを持ち上げつつ続けた。

「誰だれかが目標を決めてけん引しなければ何も進展せず、ただただ三者の関係が悪くなっていくだけであろう。もう一度どこに向かうのかをはっきり提示して、突き進まなければならないように思える。それこそが君の役目のはずだ」

　そうまとめて、『受験』は再び尋ねた。

「君の目指す未来は、どこなんだ？」

　それは要するに、一つ決断して動くべきだということ。

　そうなれば当然思い浮かべてしまう。ただ高瀬の隣となりに居続けるための選択肢を。ここしばらくやってきたことを全部投げ打って、俺だけを救う解決方法を。だって、高瀬が離れていってしまうなんてそんなの俺には耐たえられない。

　……でも、そうなったら高瀬の抱えているものにはもう、触れることができなくなる。見て見ぬフリをし続けることになる。香坂の存在を知ってしまった高瀬は、悲しい思いをすることがずっと増えるだろう。

　そして高たか瀬せはずっとそのままでいるのかもしれない。後悔をしたままで。

　そう思うと結局、たどり着く答えは、向かうべきところは一つしかない。

　……そう。それについては、初めに『変人』の話を聞いてから今まで色々あったけど、結論は出ていたんだ。

　三人は口を閉じたままじっと俺を見つめ、答えを待っている。




「俺おれは、高瀬と香こう坂さかにまた仲良くなってほしい」




　言葉にすることであらためて実感する。

　それが高瀬と香坂の間にいた俺の結論。目指す未来。

「香坂ってさ……実は結構いいヤツなんだよ。だからまた高瀬とも仲良くなれると思うんだ。俺は、そう信じる」

　それは単なる和解よりも、さらにもう一歩踏ふみ込こんだ関係だ。

「んー？　……香坂ちゃん評がずいぶん良くなってるのはなんでー？」

「それはさ、クラスに藤ふじ宮みやさんっていう子がいて、受験日に香坂に助けられたんだって。それで藤宮さんは香坂と仲良くなりたいみたい。何度突き放されても、めげずに話しかけてる」

「なるほどねェ……」

　何やら思案するような顔で『推すい薦せん』はうなずいた。

「ふむ、だがそうなると高瀬さんには勘違いされている状態だが、下手へたにこれ以上香坂さんの話をすることはできない。話せない部分がある以上どうしても会話はおかしく、婉えん曲きよく的てきになる箇所が増え、それは余計に不信を煽あおるだろうからな。だが、香坂さんの心境は今もって分からない。何より、高瀬さんには勘違いされたまま、距離を置かれたままでいなくてはならない。そんな状況の中で二人の関係を取り持つというのは、君にとってかなり厳きびしい状況であることに変わりはないな」

　それは、その通りだ。

　好きになって、少しずつその距離が近付いて、一緒にいるだけで楽しくて。

　そんな高瀬との間にまた距離感が生まれて、そしてそれを解消するためにすべてを説明することはできない。

　それが、つらくないわけがない。

「……でも、高瀬はずっと香坂との関係をあの時のままにしたくないって望んでたんだよな」

　高瀬が不意に見せた悲しげな表情が、よぎる。

「それをかなえる可能性を得た、知った以上、やっぱり見過ごすことはできないよ」

　だから今は、遠回りでも走り出すならそのために。

　高瀬が香坂のことを知っていたというのは、俺の見通しが甘かったせいだろう。こうなる可能性までも考えて動かなきゃいけなかったんだ。

「これは俺おれの勝手な願望だけどさ、やっぱり最後には高たか瀬せが笑って毎日を過ごせるようになったらって思うから」

　俺はやっぱり、普段は涼しげな顔が柔らかな微笑ほほえみに彩いろどられる瞬しゆん間かんに、心奪われてる。だから、高瀬が悲しそうにするのを見るとすごく胸が痛くなる。

　だからこの問題が解決できるまでは、この現状を、痛みを受け入れよう。

　高瀬のために最善を尽くす。そう思えば、やれるはずだ。

「……言い争っている場合じゃなかったな。よし、涼りようのことなら何でも聞け」

「靴のサイズとかはいらねーからな」

　そう返すと『変人』は強気に笑ってみせた。

「ふむ、なるほど。だが現状を維持できる時間はあまり長くないと思われるぞ。香こう坂さかさんと話はできそうなのか？」

「……食堂では結構荒れた形で別れちゃったからなぁ。まずは香坂が取り合ってくれるのかどうかが問題だな」

　そもそもどうして香坂は、ああまでして人を寄せつけないようにするんだろう。

　そして、高瀬のことをどう思っているんだろう。

　肝心なことはまだ分かっていない。

　今、高瀬が何を思っているのかも。

　でも、進もう。高瀬と香坂、二人の過去と今をつなぐために。そしてまた、高瀬の微笑みの隣となりにいられる未来を目指して。




　　　◆◆◆




　大学では、同じ授業を取っていなければなかなか同級生と会わないというのは、どうやら事実だったらしい。数日経たっても香坂は語学の授業くらいでしか見つけられず、何度か目が合った時もすぐに視線をそらされてしまった。

　香坂と話をするきっかけはいくつか考えていた。だけど俺は、その中でも最も思い切ったものを選ぶことにした。

　それはもう一度四人一緒に、今度は外で昼食を摂とろうというものだ。

　正直に言えばその展開には不安がある。というか、かなり厳きびしいとすら思う。それでも、藤ふじ宮みやさんと話していた時に見せられた真しん摯しな姿勢と、「もう一度ご一緒したいです」という言葉を前にすると、こういう形から香坂と話ができるようになるのが一番理想的だなと思った。同時に、純粋に藤宮さんのことを応援したかったからだ。

「おはようございます。今日はお天気もいいですね」

　二限の終了と同時に、大きめのトートバッグを肩に掛けた藤ふじ宮みやさんがやってきた。その控えめながらもにこにこと朗ほがらかな笑みがなんだか微笑ほほえましい。

「おっと、俺おれを忘れてもらっちゃ困るぜ！」

　そう言って現れたのは篠しの塚づかだ。今日もスポーティな格好で、早くもテンションが高い。

「ちゃんとカメラも持ってきてるからな！」

　そして手のひらサイズのデジタルカメラを取り出し得意げにする。なんていうか、いつでもこうやって元気なヤツが最初にできた友達で良かった。と、しみじみ思ってしまった。

「それじゃ俺たちは先に行ってるから」

「よろしくお願いしますっ」

　二人は手を振りながら教室を出ていった。

　さて、さっそく俺の出番だ。やるべきことは、香こう坂さかを捕まえて目的の場所まで連れていくこと。三人がかりで声を掛けたらおそらくこの前の二にの舞まいになる。だから最初に声を掛けるのは俺一人。

　教室を出た俺は小走りで校舎から出て、辺りを見回した。

「……いた」

　香坂は見つけやすいな。エンジ色のバッグと靴。そして柔らかな陽光に輝くしなやかな髪はすぐに目についた。

　小走りで香坂の横に並んだ俺は、先日までと同じような何げない雰囲気で声を掛ける。

「香坂」

「……なに？」

　香坂はいぶかしむような視線と共に振り返った。

　まずいな、やっぱりちょっと不ふ機き嫌げんそうな感じだ。

「昼まだだろ。良かったら一緒にどこかで食べない？」

　そう誘いをかけると。香坂は口を閉じたまま少し考えるように視線を宙に向けた。

「……ダメかな？」

　なかなか返事をしてくれない香坂に、ついもう一歩踏ふみ込こんでしまう。こんな話にすらまともに取り合ってもらえなかったら、さらにもう一歩下がって考えなくちゃならない。

「ま、まあ……桜さくら井いがどうしてもって言うんなら……別にいいけど」

　そんな心配をよそに、香坂は「仕方ないわね」といった感じで了解してくれた。

　とりあえずの了承に胸をなでおろす。

「それで、どこに行くわけ？」

「ああほら、天気もいいし、外でっていうのもありかなと思って。香坂が嫌いやじゃなければだけど」

「ふーん。まあいいんじゃない？」

　……良かった。

　今日は本当に春らしい暖かさで、時折吹く風も優しく心地ここちいい。そんな陽気な雰囲気が香こう坂さかの興味を引いてくれたんだろうか。どうしても香坂は見た目にお洒落しやれだから、ちょっと誘いに乗ってくれるか心配だったんだけど。

「ねえ、外で食べるんなら何か買ってこないといけないんじゃないの？」

「ま、まあとりあえずは場所取りってことで」

　そんなことを話しながら俺おれたちが向かった先は、キャンパス内でも奥の方にあたる木々の多いところだ。枝葉の影かげが、まぶしいくらいの青空といい具合のコントラストになっていて、目にも気持ちいい。そしておそらく上級生であろう数組の男女が、すでに楽しそうに昼食を楽しんでいた。

「へえ、こんなところがあったのね」

　香坂は感心したように辺りを見回していた。

「それで、またどうして急に一緒になんて言い出したのよ」

「ああほら、前の時あんな感じになっちゃったしさ、もっと友達話もあった方がいいだろ？」

「……まあ、そうね」

「そしたらちょうど、外で一緒にって話をされてさ……香坂もどうかなって思って」

　香坂は怪け訝げんそうな顔をした。それはこの話が「二人だけ」ではないことを示し唆さしているからだろう。

「すみません、急に呼び出す形になってしまって」

　ちょうどそこまで話したところで、藤ふじ宮みやさんと篠しの塚づかの二人がやってきた。

　隣となりに立つ香坂の表情から、感情はうかがえない。

　そしてたぶん今、俺たちは全員が緊きん張ちようしているに違いない。

「さっそくですけど、お昼にしませんか？」

「待ってました！」「そうしよう」

　藤宮さんが言うと、俺と篠塚は全力で賛成する。

　肩に掛けていた大きめのトートバッグを下ろした藤宮さんは、その中からレジャーシートを取り出して敷しき、さらに二つのバスケットを、開いてみせた。

「おおっ！　すげー！」

　篠塚が歓喜の声を上げる。それぞれのバスケットの中にはサンドイッチやから揚げ、うさぎに見立てたりんごなどが彩いろどりも綺き麗れいに詰められていた。

「本当に全員分作ってきてくれたんだな」

　しかも手が汚れないよう気を遣つかってだろう。サンドイッチには一つずつチェック柄のペーパーが巻かれているし、その他ほかはすべて備え付けの可愛かわいらしいフォークで食べられるもので統一されている。

「じゃあさっそくいただきまーす！」

　靴を脱ぎ捨て、シートの上に腰を下ろした篠しの塚づかはサンドイッチに手を伸ばし、歓声を上げた。

「おおーっ！　うまいぞ！」

「それじゃ俺おれも、いただきます」

　篠塚に続いて俺が手にしたのは、シンプルな作りのタマゴサンドだった。なるほど、コショウの効きき具合が程良くておいしい。さすが普段から弁当を自作してるだけあるなぁ。

　藤ふじ宮みやさんは、そんな俺らを見ながら安心したみたいに胸に手を当てていた。

　その一方で、香こう坂さかは変わらず無表情のままで、俺たちが腰を下ろしているシートの上に入ってきてくれる気配はなかった。

「あ、あの、香坂さん」

　そんな香坂に、緊きん張ちようを隠しているんだろう、どこか必死さを感じさせる笑みを浮かべた藤宮さんが声を掛けた。

「香坂さんも良ければ、どうぞ……」

　しかし、そう言われてすぐに手を伸ばす香坂ではなかった。

「ほら香坂も食べよう。外で食べるの悪くないって言ってただろ？」

　できるだけ自然に、穏おだやかな声で俺は香坂を誘い、篠塚にも一言もらおうと視線を向ける。

「ごふっごふっ、マジでうまいぞー」

　俺の意図を察した篠塚は、少しむせながらそう付け加えてくれた。

「あっ、そうでした、香坂さんがお好きだって聞いて」

　それでも踏ふみ込こんでこようとしない香坂に向けて、藤宮さんは本当に健気けなげな笑顔を向けながら再びトートバッグに手を伸ばし、一つの水筒を取り出す。

　これには俺も篠塚もさすがにちょっと驚おどろいた。

　なんと藤宮さんは保温タイプの水筒から、前に香坂の好みだと教えたコーンポタージュを注いでみせたからだ。

「な、なんか不思議な感じになっちゃいますけど、他ほかに思いつかなくて」

　それでも、鮮あざやかな黄色とほのかに甘い匂においがして、すごくおいしそうだ。きっと香坂のことを思って作ってきたんだろう。

「何げに結構量作ってきたのな。飲み放題だぞ、香坂」

「あっそうだ、せっかく豪華な昼飯もあるんだし、写真も撮とっちゃおうぜっ」

　そう言って篠塚がデジタルカメラを取り出し、構かまえる。

「ほら、香坂も来いよ」

　なぁ香坂、こんなに思ってくれる人、なかなかいないぞ。

　二人の馴なれ初そめは本当に素敵で、素直に藤宮さんの望みを応援したいと思った。だからこそ俺たちは立て続けに声を掛ける。香坂が踏み出してきてくれるように。

「……何これ」

　ようやく口を開いた香こう坂さかに、篠しの塚づかが答える。

「ほらっ、こういう大学生っぽく楽しくしてるところの写真を見たら、もう交友関係の心配とかさせないで済むだろうと思ってさ！」

「なんでそのこと知ってるのよ！」

　声を張り上げる香坂の目はすでに鋭するどく、口元は怒りに震えているように見えた。

「あのっ、私がお願いしたんです」

　小さく手を挙げた藤ふじ宮みやさんは、緊きん迫ぱくした空気の中で続ける。

「私、受験の日に香坂さんに助けてもらって、それがすごく嬉うれしくて。それで……」

　藤宮さんの目は、とても純粋な光を灯ともしていた。香坂もどこか、迷っているかのような複雑な表情をしている。

「それで、もし香坂さんさえ良かったら……」

　普段はとても穏おだやかな藤宮さんが、気持ちを必死に語り始める。

　しかし、その言葉の続きを口にするよりも、香坂の叫び声が上がる方が早かった。

「余計なことしないでよっ！」

　それは藤宮さんに対してか、それとも俺おれに向けてか。

「友達ヅラしてこんなことしたって、どうせすぐに手のひらを返してひどいことするクセに！」

　そう言い放って立ち去ろうとする香坂に、きっとこれ以上言葉にできない想おもいが、藤宮さんの手を伸ばさせる。そして──。

　──パンッ、と乾いた音が鳴った。

　そんな藤宮さんの想いを断ち切るかのように、差し出された手は叩たたき払はらわれた。

「あっ」

　急に立ち上がって手を伸ばしたところを叩かれたせいで、藤宮さんはバランスを崩し尻しり餅もちをつく。そして一いつ瞬しゆんの空白のあと、藤宮さんの手から離れたカップが落ちた音がした。

　香坂はちょっと驚おどろいたように一歩下がった。

　そこにはわずかな逡しゆん巡じゆんと、悔いの色があった。それでもすぐにそのしなやかな髪を振り払うように踵きびすを返すと、そのまま走り去っていってしまう。

「香坂っ！」

　立ち上がり、叫ぶ。藤宮さんが「大丈夫です」と言ったのを確認して、俺は走り出した。

　香坂とはすでにある程度の距離が離れていた。

　やはり香坂の足は速く、俺はほとんど全力疾走する形であとを追いかけ続ける。

　まだ入ったことのない建物の横を駆け抜け、エントランスのある校舎の前を通り抜け、全力で走る俺たちを奇異の視線で見る学生たちの間をかい潜くぐるようにして、少しずつ距離を詰めていく。

「待てよ香こう坂さかっ！」

　そして結構な距離を走ってそれこそキャンパスの端はしの方、人通りのない並木道に入ったところでようやく、香坂の細い腕を捕まえた。

　しかし香坂は振り返らない。

「なんで、あんなことしたのよ」

　そして俺おれに背を向けたまま、低い声でそうつぶやいた。

「受じゆ験けん日びのことを聞いたんだよ……香坂、藤ふじ宮みやさんのこと助けてあげたんだろ。藤宮さんそのことすごく感かん謝しやしててさ、それで香坂ともっと話したい、仲良くなるにはどうしたらいいかって言ってたから、そうなれたらいいなって思ったんだよ」

「そんなこと勝手に決めないで。だいたいどうしてわたしの好きなものとか、桜さくら井いに付き合わせてることとか勝手に話したわけ？」

「だってさ、そんな話聞いたら応援だってしたくなるだろ。藤宮さんが本気なのは間違いないから。確かに勝手に話したのは悪かったけどさ、でも香坂が言ってたネタ作りって別にフリじゃなくて、本当に友達と遊んだ話でもいいわけだろ？」

「そんなの……できるわけないじゃない」

　どこかその声色は重たくて、諦てい観かんのような自じ嘲ちようのような色がうかがえた。

「……香坂ってさ、確かにちょっとわがままっていうか強引なところあるけど、一緒にいて嫌いやなヤツだって思ったことはなかったんだよ。そんなところに受験の日の話を聞いてさ。いい話だなって思ったし、何より香坂って本当はいいヤツなんだって思った。さっきだって、「ひどいことしちゃった」って思いっきり顔に出てたしさ。だから俺は四人で遊ぶことだってできると思う」

「無理だって言ってるでしょ！　そんなの、そんなのできるわけないっ！」

　そう叫んで振り返った香坂は怒っているのではなく、必死になっているように見えた。

「でもいいのかよ。こんな素敵な出会いがあって、何度突き放されたって諦あきらめずにずっと、ずっと友達になりたいって言ってくれる人がいるなんて……奇跡みたいな話だぞ。本当に、このまま突き放しちゃっていいのか？」

「だって、もうどうしようもないじゃない」

「なんでそう決めつけるんだよ」

「桜井だって見てたでしょ！　ひどいこと言って藤宮を傷つけて、全部めちゃくちゃにしちゃったの！」

「だからってそれで終わりでいいのかよ！」

「もうしちゃったことは戻らないじゃない！　藤宮だけじゃない、わたしはクラスでも、今までだってずっとそうで、もう……遅いわよっ！」

「遅くなんかねえよッ！」

　遅くない、そう決して遅くなんてない。あの長いようで短かった受じゆ験けん期きを終えたあと、『推すい薦せん』や『受験』は確かにそう言った。それに藤ふじ宮みやも高たか瀬せも、俺おれだって今まさに悩んで迷ってるんだから。

　だから、悲鳴を上げるように叫んだ香こう坂さかの声を吹き飛ばすほどの大声で俺は告げる。

「香坂、今が──今が一番早いんだよッ！」

「そんなのっ……」

　香坂は大きく目を見開いたかと思うと、視線を落とした。

「……そんなの、分かってるわよ。どうしなきゃいけないのか、本当は分かってる。だって好きなことも、やってみたかったことも一人じゃ楽しくないもの。わたしだって皆と遊んだり話したりしたいし、したかった」

「それならっ」

「でも……踏ふみ出だせないの。どうしたらいいか、分からなくて。すぐにまた怖くなってひどいこと言っちゃうから」

「誘って、遊んで、またねって言えば良い。できてたじゃねえかよ普通に。ひどいこと言っちゃったらごめんって言えばいい」

「何よ、簡単に言ってくれちゃって」

「でもさ、怖くなってひどいことを言っちゃうって、香坂は何が怖いんだ？」

　香坂から出た意外な言葉が引っかかってそう聞くと、

「どんな人か分からないのに、自分の色んなこと知られちゃったり、友達みたいになるの」

　そこまで言って、香坂は下唇を嚙かむようにしてうつむいた。

　……それって、もしかして。

「なあ香坂。どうしてそう思うようになったのか、聞かせてもらってもいい？」

　できるだけ慎重な言い方で、俺は尋ねる。

　その話はつながっているんじゃないだろうか。ずっと聞くことのできなかった、昔話に。

　人ひと気けのない並木道に、葉は擦ずれの音だけがざあざあと鳴り渡っていた。

　しばらく言いいよどんでいた香坂は、それでもそっと口を開いた。

「もともとは友達を助けたかったから……かな。小学校の時の友達が、急にクラスで浮く感じになっちゃったの。すごく優しい子で、大好きだったからなんとかできないかなって色々してたんだけど、そうしたらわたしの方が気に入らないって思われちゃったみたいで」

　……やっぱり。高瀬から聞いた話と同じだ。

「そうなったらもう、すごい勢いで教室中が敵になっちゃうの。信じられないかもしれないけど昨日まで仲良かった子たちまで皆一いつ斉せいに話もしてくれなくなるんだよ……本当にびっくりしたし、悲しかった」

　まるで昨日のことを話すような悲しそうな顔が、そのつらさを物語っていた。

「そのことに両親が気付いて、春休みの間に引っ越しすることになったの。お別れの挨あい拶さつをする暇ひまもないくらい急に」

　一度息を吐つくと、その表情はまた薄く諦てい観かんを乗せた微笑ほほえみに変わる。

「……でも、世間って狭いのよね。新しく入学したばっかりの中学校に、わたしがどうして引っ越してきたか知ってる子がいて……また、からかわれて。そうなったら今度は、学校の皆がそのことを知ってるんじゃないかって思って、怖くて、でももうパパとかママに心配かけたくなかったから……」

　香こう坂さかが息を飲んだ。きっと話は、核心に迫る。

「そうしたら、もう、誰だれにも負けちゃいけなくなって、立ち向かわなくちゃいけなくて。だから自分のこと話したりしたくないの。好きなものとか嫌きらいなものとか、知られてる方が怖いから」

　……だから香坂は質問に一いつ切さい答えようとしなかったのか。

「自己紹介でああいう言い方をしたのも」

「……あんな風に大勢に囲まれて自分のこと聞かれるなんて怖いもの」

「な、なあ、香坂はさ……その子のこと、どう思ってるんだ？」

　返事は、ない。

「……やっぱり、その」

　しかし、「嫌いなのか？」と、言いかけたところでその言葉は紡つむがれた。

「心配かけたくなかったっていうのもあるけど、後悔したくなかったの。その子を助けようとしたこと」

　香坂の声はどこか優しく、それでいて表情は切なげだった。

「そもそもわたしは昔からわがままで、よく周りとぶつかってたの。その子がそばにいてくれてすごく助けられたから、そのお返し。不器用だけど優しい子でね、後悔したら……今の自分がこうなっちゃったのはって考え方をしたら、その子のこと嫌いになっちゃいそうだから。それに、わたしのミュールとかがエンジ色なのってその子が似合うって言ってくれたからなのよ」

「それなら、嫌いなわけじゃないんだ」

「……そうね。あの子は何も悪くないの。だから、どっちかというと怖いのかも、やっぱり。わたしは何も言わずに急にいなくなったわけだし。それにもう、何を話したらいいのかなんて分からないから」

　そっか……結構な時間が経たってるんだもんな。

「それなら、別に皆のことが嫌いでああいう態度をとってたわけじゃなかったんだな」

　香坂は首肯することで俺の問いに答えた。

「そうじゃなきゃクラス会になんて行かないわよ。あの時だってすっごい、勇気が必要だったんだから。前の日だって緊きん張ちようして全然眠れなくて。でも、もしかしたら誰かと仲良くなれるかもしれないって思って……」

　だから酒なんて一滴も飲んでなかったのに急に寝始めたのか……。

「そう言えば、なんでまた急に俺おれを連れて歩くことにしたんだ？」

「あの時の帰り道でさ、桜さくら井い、手を引いて言ってくれたでしょ」

「帰り道って、警けい察さつから逃げた時のことか？」

　聞くと香こう坂さかはこくんと一度うなずいて、また何やら言いにくそうに口を開いては閉じを繰くり返かえした。

「……わたしのこと心配だって」

「そりゃ、あんな時間に香坂みたいな女の子が一人で歩いてたら危ないだろ」

「わたしには、心配してくれる人……いなかったから」

　うつむいたまま、香坂は言う。

「靴を捜してきてくれたのもね、嬉うれしかった。だから、どんなやつなのかなって思って」

「な、なんでそれがあの脅迫的な誘さそい文句になるんだよ」

「何よ。あれでもすっごい考えたんだから」

　すっごい考えたって……俺はラウンジに呼び出された時のことを思い出す。

　あ、いや待てよ、そういうことか。だから俺は鞄かばんの中身を見たことを謝あやまってたのに、手紙を見たかどうかばかりを確認してきたのか。それを糸口にするつもりだったんだ。

「考えた結果が脅迫って……どれだけ誘い下手べたなんだよ……」

「し、仕方ないでしょ。自分から誰だれか誘うことなんて、ずっと、なかったんだから」

　微風に乗ってその寂しげなささやきは届く。

　ああ、そういうことだったのか。ようやく俺の中ですべてがつながる。

　クラス会の翌朝、渡された温かいコーンポタージュの缶。

　一方的な約束で連れ回されたこと。

　駅の辺りを散々うろついた後に突き付けられた半分の写真シート。

　それらは全部、本当に香坂なりのお礼なり信用なりの表れだったのか。

　突然手のひらを返す同級生が怖くて、威い嚇かくして、でも、それでも本当は誰かと仲良くなりたくて上手じようずでないなりに手を伸ばしていたんだ。その結果が、俺に違和感を覚えさせていた一連の行動だったわけだ。

　──だとしたら。『変人』の語った未来でも、香坂はクラス会に来てたって聞いた。そして誰とも仲良くしていなかったとも。

　ということは、それは、香坂が望んで進んだ未来じゃなくて……。




　結果として、たどり着いた未来なんだ。




　誰だれとも仲良くなれないままで。

　だって香こう坂さかには長いブランクがある。たとえ自分から踏ふみ出だしていったとしても、あんな風に脅迫になってしまうくらい下手へたで、好意一つ見せるのにだって急な裏切りが怖くて仕方ないんだから。

「香坂……お前」

「……だからね、桜さくら井いと一緒に遊びに行って、すごく嬉うれしかったし、楽しかった」

　そう言って微笑ほほえんだ香坂は、並木道に等間隔に置かれたベンチの一つに腰を下ろした。

「ね？　こんな面倒なわたしと今さら仲良くなってくれる人なんていないわよ」

　そしてまた、悲しそうな笑みへとその表情を変える。

「そんなことねえよ。ちゃんといる。香坂の強さは高たか瀬せを救って、優しさは藤ふじ宮みやさんを助けた。だから二人は香坂のこと特別に思ってる。今だってそれは変わらない。あとは香坂だけだ。香坂がその思いに応こたえるかどうかだけなんだよ。香坂のしたことはすごいことなんだから、胸を張っていればいい」

　それは絶対に、香坂にとって大きな一歩になるはずだ。

「……なんで、涼りようのこと知ってるの？」

　すると香坂は心底意外そうな顔で俺おれを見た。

「高校が同じだったんだよ、大学は俺たちと同じだぞ」

「……うそ」

「法学部だよ」

「本当に……？」

　それにはさすがに香坂も驚おどろいたんだろう、目を見開いていた。

「もしもまた香坂と仲良くなれたら、高瀬は絶対に喜ぶよ」

「でも、六年も経たったら涼だって変わってる」

「変わってないよ。不器用だけど、優しくて。それに、香坂に助けてもらったこと今でも感かん謝しやしてるし、逆に自分が香坂に助けてもらいっ放しになっちゃったことをずっと後悔してる」

　そう告げると、香坂の表情にやっと柔らかさが垣かい間ま見みえた。

「そう……なんだ」

　嚙かみしめるように言う。香坂にとっても、その選択の結末が一方通行じゃなかったことは、やっぱり嬉しいんだろうな。

　そんなの当然か。大好きだから守った友達、後悔しないために戦った日々、もしもその道が、再びその友達とつながっているのなら、嬉しくないわけないよな。

「それだけは間違いないよ。何せ本人に直接聞いたからな。高瀬は……本当にいい子だよ」

「……また、仲良くなれると思う？」

　不安に揺れる瞳ひとみが俺に向けられる。

「なれる。絶対に」

　だから俺おれは、力強くそう答えた。

　高たか瀬せはずっと香こう坂さかのことを思っていた。今も、未来も。そしてそんな高瀬を見た『変人』が戻ってきて、俺は何かできないかと必死だった。だからこそ、今の俺にとってこの言葉ほど絶対の自信を持って言える言葉はなかった。

　きっと香坂にだって、この確信にも似た思いは伝わってくれたと思う。

「藤ふじ宮みや…………さんとも？」

「もちろん。俺だっているし、篠しの塚づかまで乗っかって来るだろうな、あの性格だから。そうなってくれたら同級生に友達が少ない俺にとってもすごい助かるよ」

「そう」

　目を閉じて吐き出す「はぁ」という息は、まるで香坂の何かが変わる合図のようだった。

「……ねえ桜さくら井い、そこじゃちょっと遠いでしょ。こっち、来なさいよ」

　言われるまま香坂の隣となりに座る。そして何を言うでもなくただ二人でそこにいた。

　香坂はたった一人で高瀬を守って、引っ越していったんだよな。だけど、その先でもその引っ越しの理由を知ってからかおうとするヤツがいて、立ち向かった。きっと、少しがんばりすぎなくらいに。そしてその理由は不器用だけど優しい友達、高瀬を助けたことを後悔したくないから、今の自分がこうなってしまったのは高瀬のせいだと思いたくないから、嫌きらいになってしまいたくないから。

　藤宮さんが言っていた通りだ。香坂、お前……優しいな。

　高瀬とのことを後悔してるどころか、自分のした選択をずっと大切にしてたなんて。

　そして『変人』の世界では、そんな状況下で伸ばそうとした香坂の手は、届かなかった……。

　柔らかな風に前髪が揺れる。そんな香坂を俺はただ横から見つめていた。

　……香坂はひとしきり話し終えたからか何も言わず、穏おだやかな顔をしていた。

　空は青く風は柔らかく、俺たちは静けさの中にいる。

　まるで、台風の目のように。

　そこにあるのは、ずっと威い嚇かくばかりを続けてきた香坂の初めて見る素の表情だった。

　香坂が手の位置を直す。

　するとその小さな指先が、同じくベンチの上にあった俺の指先に触れた。

「……桜井はさ、高校生の時ってどんなだったの？」

　そのことに気が付いていないのか、そのまま香坂はそんなことを聞いてきた。

「どうって、普通の高校生だったよ」

「ふーん……」

　そして、木こ漏もれ日びの下で眠そうにしている猫のように目を細める。

「じゃあさ」

　小指の爪つま先さきが、かすかに重なった。

「好きな人とか……い、たの？」

「うん、まあな」

「……なまいき。さくらいのくせに」

　ぱちん、と、香こう坂さかに俺おれの指がはじかれた。

「……生意気って」

　俺は小さくため息を吐ついた。

「……どんな子、なの？」

　俺の問いを即座にはねのけた香坂は、じっと上うわ目め遣づかいで俺を見る。

「香坂はどうなんだよ」

「わっ、わたしのことはいいの！」

　香坂はうかがうように俺を一瞥すると、あらためて上目遣いでじっと俺を見る。

「うん、普段は一見冷たそうに見えるから、その分笑った時の落差がすごくてさ、それがすごく可愛かわいいんだよ。優しくて律りち儀ぎで、でもちょっと不器用だから一人で色々抱え込んじゃうところがあって……」

「……それって、涼りようのこと？」

「え、な、なんで？」

　なんでそれだけの説明で分かったんだ？

「やっぱり。桜さくら井いさっきから涼の話になると顔が気持ち悪かったもの。今もそう」

　いや、そんなの全然自覚ないんだけど、そうなのか？

「そう言えば、一緒に遊んでた時も何度もそういう顔してたわね」

　香坂はなんでだろう、どこかいつもの不ふ機き嫌げんさを取り戻してきてる気がする。

「ええと、ほら、高瀬が香坂のこと気にしてたの知ってたから、また二人に仲良くなってほしいと思ってたんだよ」

「ふーん、涼のためにわたしに付き合ってたわけ？」

「えっ、あっ、その、でも藤ふじ宮みやさんと香坂のことを応援したいって思ったのは本当だよ！　藤宮さんマジで香坂のこと好きだしさ、香坂もなんだかんだ言って結構いいヤツだし！　だから最初だけだよ！　そもそもそんなに詳しく聞いてなかったし！」

「変態なうえに、わたしを利用しようとしてたわけね」

「だからそういう言い方はやめてくれっ！　香坂と藤宮さんのことは本当に心から応援してるんだって！」

「……噓うそだったら色々と覚悟してもらうから」

「そんな噓ついてどうするんだよ！」

　ていうかもう上からかよ！　早いよ！

　それでも、こういう風に早くも強気に出てくる香こう坂さかを見ていると、高たか瀬せと香坂がまた仲良くなれる未来はもう目前にあるような気がして、俺おれはつい笑みをこぼしてしまった。




　　　◆◆◆




　俺が藤ふじ宮みやさんたちのところに戻ると、何と驚おどろくことにお弁当セットはすでにレタス一枚残さず完食されていた。どうやら篠しの塚づかが一人で三人分を食べ尽くしたらしい。

　藤宮さんに「すごいです」と言わせた篠塚は正直できるヤツだと思う。きっとあの空気を篠塚なりに良くしようとしたんだろう。「お、俺の分は？」と聞くと、藤宮さんも篠塚も笑ってくれた。

　ちなみに、香坂はそのまま帰宅した。俺は「せっかくだし今から戻ろうぜ」と誘ったんだけど、「今日は帰る。明日にはちゃんとするから。桜さくら井いも最後まで付き合いなさいよ」と言われたので、藤宮さんには「ちゃんと話ができた」とだけ伝えておいた。香坂はさらに「ちょっとはわたしの気持ちも考えなさいよ……バカ」と言っていたし、香坂にも心の準備があるんだろう。それでも藤宮さんが「諦あきらめていませんよ」と言ってくれたのがなんだか嬉うれしかった。そして何より、「涼りように会うのはそれからでもいいかな？　やっぱりちょっとまだ普通にできる自信ないし」と言ったその表情は、それでも前向きだった。

　こうしてなんとか部屋に戻ってきた俺は、高瀬にメールを送る。内容は「香坂は同級生たちと仲良くなれそう」そんな、確かな進歩を感じさせるものだ。

「どうだった？　何か進展はあったか？」

　帰ってきた俺に最初に声を掛けてきたのは『変人』だった。その様子はどこか憔しよう悴すいしているように見えた。きっと心配してくれていたんだろう。

「うん、香坂がどう思ってるか聞けたよ。藤宮さんともこれから仲良くなっていけそうだし、高瀬にもメールしておいた」

　香坂とのことを説明すると、未来組は感心したように「おー」とうなる。

　そんな中で『受じゆ験けん』だけが苦にが笑わらいをしていた。

「ふむ、その会話の流れだと、あとに高瀬さんと香坂さんが答え合わせをしたらつじつまが合わなくなるな」

「どうして？」

「香坂さんが高瀬さんのかつての友人であったことを知って近付いたということは、高瀬さんから相手が誰だれなのかまで教えてもらっていなければならないだろう？」

「……なるほど。実際は高瀬からじゃなく『変人』からだもんな」

「まーでも大丈夫っしょ。その辺りのことなんてェ、フツー詳しく語らなくね？」

「まあそうであろうな」

　思ったよりも早く香こう坂さかの問題を解決できたせいか、未来組は皆一様に肩の力が抜けているようだった。確かにこれならもう高たか瀬せのところに香坂を連れていくだけで勘違いも解ける。また二人は仲良くなれるだろう。

　ようやく前が見えてきたな……。俺おれも思わず安あん堵どの息を漏もらす。

　そんな時だった。高瀬に送ったメールに返信が来たのは。

『まだ新しい生活が始まって日も浅い、落ち着くまでは香坂さんのそばにいてあげた方がいいと思う。それと、今は色々と考えたいから少し連絡は控えたい』

　高瀬からのメールはそんな内容だった。

「ちょっと待って！　それって結構ヤバいかもォ！」

　横からのぞき込んできた『推すい薦せん』は、飲んでいたコーヒーを軽く噴ふき出だしながら急に慌てた声を上げた。

「いや、でも勘違いのことならちゃんと話せばすぐに解決できると思うけど」

「違うんだってェ、このタイプのメールの問題はァ、色々って書いてあるけど実はそのままそういう意味じゃないんだってこと！」

　あの『推薦』がこんな真面目まじめな顔になるのは久しぶりかもしれない。いや、どこか狼ろう狽ばいしているようにさえ見える。

「じゃ、じゃあどういう意味なんだよ」

「それって『身を引こうか悩んでる。そのために決心する時間が欲しい。連絡とかをされると自分の気持ちが分からなくなっちゃうから、放っておいて』って内容を遠回しに言ってる可能性があるんだよ！」

「は？」

「ちなみにィ、女の子からこういう「考えたい」「分からなくなった」「距離を置きたい」ってメールが来たヤツはァ……残念な結果になったことが多かったし！」

　なんだって……それだったら全力で高瀬を捕まえて、ちゃんと気持ちを伝えないと！

「それなら全力で高瀬さんに想おもいを伝えなければ」

「そうだな、全力でだ！」

『受じゆ験けん』や『変人』の意見も同じようだった。

「違うんだってェ！　やっかいなのはァ、この状況の場合、つい自分の好意の深さを伝えようと「好きだ好きだ」って連呼しちゃうんだけどォ、そんなの関係ないところなんだって」

「関係ないって、どうして？　だいたいどうしてこんな急に」

「一つ確認したいんだけどォ、高瀬ちゃんが香坂ちゃんと同じ学校だってことを知ったのっていつ？」

「え？　たぶん、食堂で話をされた日の前日に電話があったから、その辺かな？」

「これは俺の推測なんだけどォ、高瀬ちゃんってもっと早い段階から香坂ちゃんのこと気付いてたんじゃないかなァ？」

「は？」

「そう考えるとォ、高たか瀬せちゃんからすればキミが香こう坂さかちゃんと出会ってから少しずつ仲良くなっていってるように見えるじゃん？　しかもォ、そのことを自分には話してくれないまま。しかも一緒にいた時はオレたちが見えない以上、周りにはデートに見えるわけだし」

　……確かに、その推測が正しければそう見えるのかもしれない。

「そんでェ、香坂ちゃんと言えば威い嚇かく系女子って有名でしょ。高瀬ちゃんはそんな風になった理由が自分のせいだって思ってる。そんな香坂ちゃんが唯一、気を許しているヤツが桜さくら井い真まさ人とだったらァ、もう、キミに香坂ちゃんのことを当あたり障さわりない程度に聞くくらいしかできないわけ。キミもキミで曖あい昧まいなことしか答えられなかったでしょー？　でもその直接聞いた時が高瀬ちゃんにとっての分岐点だったのかもねェ。そんで、最終的には……」

「自分が身を引けばいいって？」

「そうなるんじゃないかなァ。で、そうなるとキミがいくら高瀬ちゃんのこと好きでも、そしたら香坂ちゃんはどうなっちゃうの？　ってなるでしょ。そう考えるとォ、実はこの事態は急でもなんでもないんだよ」

「でも、香坂はもう！」

「タッチの差……だったのかもねェ。それに、いくらキミが香坂ちゃんから本音を聞けてェ、香坂ちゃんの意識が変わったっていってもォ、友達が現状でキミだけなことに変わりはないでしょ？」

「……確かに」

「たぶん、何かしらの決心がつくまではァ、高瀬ちゃんには連絡が付かないと思った方がいいと思う。思わず身を引こうと思っちゃうくらい香坂ちゃんのことを後悔してたんだろうねェ」

「ちょっと待って、それじゃあ、陰で努力してたつもりのことが全部、高瀬を追い詰めてたってことになるのか？」

　要するに、クラス会から帰ってきてからしてきたことのすべてが、高瀬に対しては裏目に出ていたってことだ。

「……まさかの展開だねェ」

　笑っていてほしくてしたことが、あの悲しそうな表情を作る原因になっていたなんて……。

「噓うそ……だろ？」

　本末転倒とまでは言わない。香坂と藤ふじ宮みやさんはきっと、これから仲良くなれる。でも、それが最後には高瀬につながっていると信じていたからこそ、ここまで来れたのに。

「授業と使用教室が分かれば直接会いに行って話せないか？」

「それなら分かる！　一年時から四年時まですべての曜日の授業名、使用教室を覚えてる！」

『受じゆ験けん』の案に『変人』が助け舟を出す。しかし『推すい薦せん』は渋い顔をした。

「でもそれでどうするわけェ？　いきなり一人で駆けつけてェ、香こう坂さかちゃんはなんでもないんだ！　って言うの？　聞かれたわけでもないのに。それにィ、「考えさせて」の時の押しかけは……結構危ういよォ？　むしろウザいだけかも。そもそも香坂ちゃんにはァ、まだキミしかいないってところは変わらなくて、高たか瀬せちゃんが気にしてるのはそこなんだから」

「それなら直接香坂さんを連れていけば……つじつまが、合わない。それに、やはり突然香坂さんと対面させられるのは衝しよう撃げきも大きかろう」

　立ち上がろうとした『受じゆ験けん』は、また腰を下ろす。

　さっき二人が話していたように、そんな話題になるとは限らない。でも、高瀬が話していないはずのことを俺おれが言ってしまうのは印象が悪いだろうし、何よりそういう大事なことを香坂と共有しているってことは、疎外感やそれだけの関係を思わせてしまうかもしれない。かといって香坂一人に任せるのも無理だろう。「もう少し時間が欲しい」と言って帰っていったんだから。

　そうして四人の桜さくら井い真まさ人とが全員、口を閉ざした。

「ど、どうにかならないのかよ？　こんなのってないだろ」

　動揺を露あらわにしている『変人』、何やら考え込んでいる『受験』、そんな中『推すい薦せん』が、神妙な顔で俺を見た。

「オレたちがさァ……色々動くっていうのはどうかなァ」

　いつもなら、さも『名案』とばかりに余裕を見せる『推薦』が、顔色一つ変えないままでそう提案した。

「それってどういうこと？」

「だからァ、今ってこういう時期だしィ、高瀬ちゃんなら人目も集まるでしょ。気になってる人も多いと思うからさ、こう、色々焚たきつけたりィ、噂うわさになるようなことを仕組んだりしてェ、そこにキミが助けに入って、そばにいてあげるって感じ？」

　自分でピンチを作って上手うまいタイミングで駆けつけるってことか。要するに自作自演だ。

　なるほどそれなら俺が駆けつける理由にもなるし、ずっと高瀬だけを心配し続けていれば印象は変わって来るだろう。少なくともその間に「俺の気持ちは変わってない」ということだけは伝わるかもしれない。

「別にそれを選ぶことはァ、恥ずかしいことでもないと思うよ。もともとキミは高瀬ちゃんのためにがんばってたから、こういう状態になっちゃったわけなんだからさァ。あとは、ちょっとの間だけ香坂ちゃんと距離を置けばいい」

『推薦』は、俺のために言ってくれているんだろう。「がんばってたんだし、恥ずかしいことじゃない」っていうのは、きっと背を押してくれているんだと思う。それは俺の心境を読んだうえで言っているのだろうから、本当に鋭するどい。そしてよく気が付く。

　それだけ、『推薦』は分かってくれているのだろう。

　どれだけの想おもいのうえに、今があるか。

『推すい薦せん』や『受じゆ験けん』が現れて、高たか瀬せに出会って、同級生たちの輪ができて、いつの間にか好きになっていた。高瀬は意外と色々な表情をする。すねたり、照れたり、困ったり、泣いた……こともあった。

　でも、そんな中でも不意に見せる笑顔の優しさが本当に好きだ。あの落差は……本当に反則。

　これから、もっと色々なことを見て、知っていきたい。決して長くはないけど思い返すだけで色んな感情が湧わき上あがるような過去があって、今では未来を思うようになった。

　そのすべてをなくしてしまう可能性を考えると、息が、心臓が止まりそうになるほど怖い。

『推薦』の言う通り、未来組に任せて色々操そう作さするようなことをしたって、それは悪いことでは……ないのかもしれない。だって、高瀬は揺れているのだから。

　先手を打つっていうだけだ。

　でも……それはありもしないことで高瀬を怖がらせたり、泣かせたりするってことだ。

　そんなこと……できるわけない。

「それだったら、高瀬には香こう坂さかはもう一人になんてならないってところを見てほしいよ」

　俺おれはそう言った。

　忘れちゃいけない。香坂が自分の選択を貫つらぬいてきた姿勢に感かん銘めいを受けたばかりじゃないか。

「最終的な目標は、高瀬と香坂がまた仲良くなって、こう、またあのクールな顔が優しい笑みに変わる瞬しゆん間かんを見ることだから。それは変えたくない。俺は俺のできることをするよ。そうしたらあとは信じるだけだ、高瀬を。余計なことを言わない方がいいなら、せめて行動でだけは自分の望んでいるものを明確にしないと」

　未来までずっと香坂のことを思い、後悔し続けていた高瀬。その望みがかなったら、きっと。

「だが、それでは……」

『受験』はどこか不満そうにこぼす。

「『変人』の時もそうだっただろ。高瀬の行動が信じられなかったから俺を止めに来たわけだし。でも、高瀬は何事もなく帰ってきたんだろ？」

「そうだな。それは確かにそうなんだけど……」

「今回はそれが逆になっただけだよ。だから俺は、高瀬を信じて今できることをする」

「だが、そのままでは良からぬ方向に話が進むことだってある。君はただ高瀬さんのために駆け回っていただけだというのに。私にはそんなの認められない！」

『受験』はめずらしく感情的な声でそう言った。

「いやーでも現実的に考えるとさァ、努力が必ずしも報むくわれるとは限らないわけじゃん？　だからさ……」

「だいたい君はこれからどうするのか決めているのか？」

「まずは明日、香坂と藤ふじ宮みやさんの間に入って二人と一緒に色々話すつもりだよ」

「それだけでは事実が、君の思いが伝わらないかもしれないではないか！　どれだけの……どれだけの思いのうえに今があると思っているんだ！」

　俺おれや『変人』の高たか瀬せ語りを目の敵かたきのようにしていた『受じゆ験けん』にそう言ってもらえると、なんでだろうちょっと嬉うれしかった。もう俺には、ただできることをして結果を待つことしかできないのだから。

「このまま君の思いが、努力が伝わりもしないなんていう未来は認められん。全部知ったうえで、それでもというのであれば……それも、それでも嫌いやだが……っ」

「まーこればっかりはねェ。この世界の桜さくら井い真まさ人とが信じてがんばるって決めたわけだからさァ。『受験』が一人で怒るべき相手もいないのに苛いら立だってても仕方ないっしょー」

「分かっている。それでも、それでも……」

　そこまで言って『受験』は口を閉ざした。

「おーい、だからそんな考え込んでも……」

「……今は話しかけないでくれ。少し考えたいんだ」

『受験』は机に向かったまま何やら考え込んでいるようだった。厳きびしい現実を知ったうえでそれでも「努力は報むくわれるべきだ」と本気で思う『受験』は、見た目に反して意外と熱いヤツなのかもしれない。

「まあとにかく、俺は最初に決めた通り高瀬と香こう坂さかが仲良くなれるようにがんばるよ。だからまずは、高瀬が気にしてる香坂の孤立だな。それは明日できっと変わるはずだから」

　胸が、痛む。

　それは、初めて感じる痛みだった。

　高瀬が俺や寿ことぶきから距離をとっていた時の鈍にぶく息詰まる痛みではなく、重く苦しい痛み。それはきっと、なくしてしまうことへの不安のせいなんだろう。

　そのうえ、きっとあまり時間的な余裕もない。

　ただ、それでも。高瀬の望み、俺自身の願いのために進もう。つい半年前だったら悩んだだろう状況だって、今の俺には確かな指針があるんだから、迷う必要なんてない。

　そう、全力を出し切って進んだ未来には後悔なんてないと、俺は『俺ら』と一緒に学んだのだから。




　　　◆◆◆




　俺と香坂は、四限の終了と同時に校舎四階の端はしにあるスペースに向かった。

　そこは決して大きな空間ではないけど、背もたれのないソファがいくつも置かれ、絵の掛けられた数本の柱があるので全体を把握することはできない。そのため、あまり周りに聞かれたくない話をするのに都合がよく、途中で誰だれかに会ってしまったりということもなさそうだ。それでいて壁かべ際ぎわには大きな窓が張られ、採光性が高めのところがいい。

「よくこんなところ知ってたわね」

「知り合いから聞いたんだよ」

　この場所のことは今朝『変人』から教えてもらった。なんでもここは高たか瀬せの授業終わりを待つ時によく使っていたらしい。「ちょっと恥ずかしいことを言ったり、気まずい瞬しゆん間かんがあっても、外が見えると全然気分が違うから窓の目前の席にするといい。しかもそこなら人目にあまりつかない」とまで言われたから、勧すすめられた通りにする。しかも、なぜか今日は全員に出かける用事があったらしく、未来組はそそくさと出ていってしまった。その際、なぜか『受じゆ験けん』は真面目まじめな顔で「いいか？　素直に自分の気持ちを話すんだぞ」なんてことを言い残していった。

　未来組を見送った俺おれが香こう坂さかと一緒にこうしてここにやってきたのは、もちろん藤ふじ宮みやさんを待つためだ。香坂は今日どんなことを話して、どんな関係を藤宮さんと築きずくんだろう。

「おなか減った」

　ソファに座った香坂が言う。

「昼食べてないのかよ」

「お昼も食べてないし、結局昨日は寝られなかった」

　そっか、緊きん張ちようしてるんだろうな。香坂はもじもじと落ち着かなさそうにしている。

「なんか眠くなってきた」

「おい、クラス会の二にの舞まいはやめてくれよ。今度は置いて帰るからな」

「何よ、そんなこと言っていいの？」

「な、なんだよ」

「わたしまだ面おも白しろい話聞いてないんだけど」

「……それはもう忘れてくれよ」

　それでもちょっと上からの話し方をしている辺り、多少は落ち着いてきたのかもしれない。

「来たぞ、香坂」

　俺は声と視線で香坂に伝える。

　藤宮さんはキョロキョロと辺りを見回し、俺たちを見つけると小走りでこちらにやってきた。

「あ、あのっ、私に話ってなんですか？」

　やや緊張した面おも持もちで、藤宮さんは香坂の前に立つ。

「と、とりあえず、ここ、座って」

　そう言って香坂は、自分の隣となりをポンと手のひらで叩たたいて示す。

「は、はい」

　こうして香坂を中心に三人が並んだ。藤宮さんは突然の呼び出しを受ける理由に覚えがないんだろう、その表情にはわずかに困惑の色が浮かんでいた。

「呼び出した理由なんだけど……」

「……はい」

　香こう坂さかはちらちらと藤ふじ宮みやさんの方を見ながら、何やら口を開こうとして閉じたり、唇を嚙かんだりしている。自然、意識が集中すれば言葉は、音はなくなっていく。

　本当に緊きん張ちようしてるんだな……がんばれ香坂。

　今日は今までと違って、香坂の方から声を掛けた形だ。そのせいもあるのかもしれないけど、なかなか言葉を口に出せずにいる香坂は、視線を行ったり来たりさせ始めた。

　きっと、前に進もうとする気持ちと不安の間で揺れ動いているのだろう。その瞳ひとみのように。

　……それでも。やがて香坂は意を決したように一度、うなずいた。

「──ごめんなさい」

「えっ、な、何がですかっ？」

　藤宮さんは明らかに動揺していた。どうやら緊張しちゃってるのはどっちも一緒みたいだ。

「ええと、せっかく声掛けてくれたのに……あんなこと言って」

「へっ？　あ、ああ！　全然、全然いいんですっ。その、少し馴なれ馴れしかったですよね？」

「ううん、そんなことない」

　香坂は首を振って答えた。

　そしてソファの角をつかみながら、恐る恐るといった感じで藤宮さんの目を見る。

「わたし、怖がってただけなの。色々あって、周りのこと遠ざけてた……だから本当は藤宮が思うように格好良くなんてないの」

「……そんなことないですよ。それなら香坂さんは受じゆ験けんの日に、怖かったのに声を掛けてくれたんですよね。私にとってはやっぱり素敵で、格好良いです」

　そう言って藤宮さんは笑った。

「でも、昨日桜さくら井いと話をしたから、何とか藤宮と直接会って話そうと思えたの」

「そうなんですか？」

「うん。すごい真面目まじめな顔で恥ずかしいこと言ってさ」

　ここまではすごく殊勝だった香坂の目にいつもの強い光が灯ともる。そしてその語気もここで息を吹き返した。

「そのクセ、それがわたしのためじゃなかったんだから信じられないわよ。桜井はわたしたちのことを利用しようとしてたんだから」

　ちょっと待て。なんでいきなり俺おれ批判が始まるんだ。

「えっ？　そうなんですか？」

「だからそれは違うんだって。藤宮さんと香坂が仲良くなれたらいいと思ったのは本当だよ。香坂がいないところで藤宮さんから色々話を聞いてたし」

「でも、それだと元々は誰だれのためだったんですか？」

「わたしの昔の友達。桜井は高校の時に同級生で、大学もわたしたちと同じみたい」

「あっ、そういえば昔の友達とまた仲良くなってほしいって、食堂で言ってましたよね」

　藤ふじ宮みやさんはそう言ったかと思うと、「あれ？」と首を傾かしげた。

「それってこの前ラウンジで話してたあの綺き麗れいな女の子ですか？　確か……高たか瀬せさん」

「本当腹立つわ。一から十まで涼りようのためだったなんて。しかもわたしと一緒の時も涼のことばっかり考えてたんだから」

　香こう坂さかはもう完全にいつも通りの口調に戻っていた。

「高瀬さんのこと、今はどう思っているんですか？」

「色々あって急に別れることになっちゃったから。自分でもよく分からない。会ってみたら嬉うれしくなるかもしれないし、悲しくなるのかもしれない。怖くなって逃げ出しちゃうかもしれない。色んな感情が複雑になってて何とも言えないわ」

　その言葉はきっと香坂の正直な気持ちだろう。長い時間の中で後悔を抱えていた高瀬と、自分の選択を大切にし続けてきた香坂。再会した時、二人が何を感じるのか、俺おれには分からないけど、二人の気持ちがまたつながってくれることをただ、切に願う。

「それでどうなのよ、桜さくら井い」

「どうなのよって　何が？」

　グイッとのぞき込んできた香坂は、その大きな目で真まっ直すぐに俺を見た。

「結局は涼りようのためだったんでしょ？」

　さらにその大きな目を接近させて香坂は問い詰めてくる。

　もうこうなったら隠す必要もない。全部答えよう。

「そうだよ。俺は高瀬のためにやってた。それは間違いないし、高瀬のこと考えてたのもその通りだよ」

　高瀬の名前を口にすると、自分でも驚おどろいてしまうくらい不安に胸が痛んだ。まさか本当に勘違いにつながってしまうなんて。だから俺は、それを顔に出さないようにするのに必死になっていた。

「ほら……やっぱり」

　ため息を吐ついた香坂は「ふん」とそっぽを向く。

「さっきも言ったけど、香坂が悪いヤツじゃないと思ったからこそだし、藤宮さんの話を聞いて感動したから応援したくなったっていうのは本当だからな」

「どうだか」

　分かりやすく不ふ機き嫌げん顔がおを作った香坂は、息を吐き、また緊きん張ちようした面おも持もちになる。

　両手をひざに乗せ、見るからに肩に力が入っていく。

「それでね……」

「はい」

　香坂が言葉を止める。

　俺おれはもとより、藤ふじ宮みやさんも、ただ香こう坂さかの言葉を待っていた。

　やがて香坂は窓の外に広がる青空を見ながら深呼吸をした。

「……もしまだ、藤宮が嫌いやじゃないなら」

「嫌じゃありません！」

「えっ？」

　癒いやし系の藤宮さんに食い気味に言われて、さすがの香坂もちょっと面食らった様子だった。

「こうやって話してみて、もっと香坂さんのこと好きになりました」

　それは、最高のパスだった。

　香坂もそれに気付き、覚悟を決めたのか、ぐっと一度息を飲んだ。

　いつの間にか俺も呼吸を止めて、食い入るように二人の成り行きを見つめていた。

　そんな俺の期待を背負って、香坂がついに口を開く。

「そういうことなら……その、わたしの」

「はい」

「と、友達に」

「はい」

「し、してあげる」

「はいっ。私はどこにも行きませんから。何があっても香坂さんのお友達でいます」

　惜しい。あと一歩のところで上からになっちゃったな。

　……それでも、その結果は変わらない。ちゃんと届いたことに変わりはない。

「また、外でお昼食べたい」

「はいっ。あ、水筒にスープを入れてくるのはありでしたか？」

「うん。ちょっと意外だけど、次は絶対いただくわ。一滴も残さないんだから」

「またみんなで食べようぜ」

「はいっ」

　……ほら香坂、見えてるか？

　今、横で本当に嬉うれしそうに笑ってる藤宮さんは、他ほかの誰だれでもない香坂の優しさが生み出したものなんだぞ。あの受じゆ験けんの日から始まった関係が結実したんだ。

　まだまだぎこちない会話を続ける二人を見る。

　恥ずかしそうにしている香坂と、その隣となりで笑う藤宮さんを見て俺は確信していた。

　これから二人は、仲良くなっていけるんだって。




　こうして終始嬉しそうにしていた藤宮さんとは、エントランスで別れることになった。どうやらまだ学内で用事があるらしい。そのため俺と香坂は、今日のところはそのまま帰ることにした。

「ねえ、桜さくら井いは涼りように連絡とれるんでしょ？」

　しばらく歩いたところでそんなことを尋ねられる。

「……まあ、な」

　香こう坂さかに聞かれて、俺おれはそんな曖あい昧まいな返事をした。

　今とれるであろう連絡は一方通行だろうし、あくまでこっちから投げっ放しの通達になる可能性が高い。何か反応してもらえる自信もないし、下手へたをすれば中身の確認すらしてもらえないことだってあり得る。つい先日までは、どんな内容でも送れば必ず返信があった。気取らない、それでいてとても真まっ直すぐな内容の。

　たった数日前と大きく変わってしまった状況は、悲しくなると同時に、なんだか悪い夢のように感じた。『推すい薦せん』曰いわく、突然のことに感じているのは俺だけで、高たか瀬せにとっては少しずつ意識が変わっていく出来事だったらしいのだけど。

「それなら……涼に伝えて。近いうちに会いたいって」

「いいけど、香坂は大丈夫なのか？」

「逆よ。今がいいの。素直な気持ちで、藤ふじ宮みやとも普通に話せて、勢いのあるうちが」

　香坂は、前を向いたままそう言った。

「分かった。場所は……エントランスでいいかな？」

「うん……ねえ桜井。本当にまたわたしたち……仲良くなれると思う？」

「思うよ」

「そう。それならいいの」

　やっぱり長い時間があった分その思いも特別なんだろう。駅で別れるまで、香坂の表情はずっと真剣な色をのせたままだった。




　帰宅すると、未来組の面々はすでに全員部屋に戻ってきていた。そしてなぜか全員がどこか『してやったり』な顔をしていた。

「……まさかと思うけど、俺のことつけてたりした？」

　尋ねると、未来組は皆「自分をつけるとかねえよ」と言って返してきた。前科のことはすっかり忘れてやがる。

「まあいいけど。なあ、高瀬っていつが暇ひまなのか分かる？」

　俺は携帯の画面を見ながら尋ねた。

「一年時で俺と涼の予定が上手うまく合うのは金曜だったな。金曜の四限後がいい」

「……分かった」

『変人』の言葉を聞いた俺は、しばらく決断するために時間を要して、ようやく高瀬にメールを送信した。返信がない可能性も考えて、待ち合わせの場所と時間、そして香坂からの伝言であることを明記し、藤宮さんと香坂の微笑ほほえましい姿のことを付け加えて。

　はたして高たか瀬せは来てくれるだろうか。

　なぁ高瀬、香こう坂さかはもう一人じゃないぞ。高瀬の願いは、きっとかなうはずだから。

　こうして、俺おれの目指してきたものに必要な要素はそのほとんどが揃そろった。あとは高瀬が笑ってくれれば、そこがゴールだ。




　　　◆◆◆




　金曜日、四限の授業がようやく終わる。

　あれから数日、ついに高瀬からのメールの返信はこなかった。高瀬の返信いかんでは二人の再会の日時を変更することもあり得ると思っていたんだけど……。

　こうなってしまったらもう行ってみるしかない。『変人』から聞いた限りでは一応、今日のこの時間は高瀬にとって余裕ある時間のはずだ。

「よう、香坂」

　大教室を出たところで待っていた香坂に声を掛ける。

「桜さくら井いのクセに気安く「よう、香坂」とか呼んでるんじゃないわよ」

　振り返った香坂の、不ふ機き嫌げんな猫のような目が俺を映す。

「お、お前な」「冗談よ」

　割って入ってきた香坂は、得意げな顔をしてみせた。

「……香坂の場合冗談に聞こえないんだよ」

　でも、長い間離れていた二人がまた手を取り合うことができるのか、ここが正念場になるはずだ。よくよく見れば香坂の動きはどこかぎこちなく見える。

「……緊きん張ちようしてんの？」

　尋ねると、香坂はグイッと顔を上げて口を開いた。

「べ、べつに友達に会うだけなんだから緊張したりしゅるひちゅようなんてないじゃない」

　全力で嚙かんでるじゃねえかよ……。

　と、思いながら香坂を見ると、「嚙んだことに触れたら許さないわよ」とその目が語っていた。

　今はおとなしく従っておくことにしよう。

　どこか硬い足取りで校舎を出た俺たちは、真まっ直すぐにエントランスのある校舎へと向かい、二人並んでエントランスホールへと足を踏ふみ入いれた。

　次の授業のための移動もあって、ホール内ではたくさんの学生たちが行いき交かっていた。

　俺は、入って少しのところで辺りを見回すようにしながら高瀬の姿を探す。

　──そんな短い時間でのことだった。

「ほらあれ、香坂って子じゃない？」

　誰だれかが言った。

「あー、そうなんだ。あれが」

　それに誰だれかが答えた。

　集まっていた小集団がこっちに、いや正確には香こう坂さかに視線を向けているのに気が付いた。

　俺おれは高たか瀬せを探すのを中断して、急な事態に不安を感じながら香坂の方を見る。

　香坂は足を止め、うつむいていた。足元をかすかに震わせながら。

　……どうして、こんなタイミングで。

　これから、これからだってのに。

　いくら容姿や行動が目立っていたとはいえ、まだそんなに多くはないであろう香坂のことを知る人間が、高瀬との再会を目前にこんなこと……いくらなんでも間が悪すぎるだろ！

　大勢の学生が入り乱れるこの場所で、ただうつむき立ち尽くすその姿は泣いているかのように見えて、どうしたって目立ってしまう。さらに、そんな姿を見て足を止める学生が出始めた。

　視線が、香坂に集まっていく。

　足音が減れば自然とホール内は静かになっていき、遠くの学生にまで異変が伝わってしまう。

　そして、引いていった潮しおが波となって返ってくるかのように、事態を知らない学生たちの興味本位の会話が広がっていった。香坂へと向けられる視線が、意識が、言葉がどんどん増え、このエントランスホールに良くない雰囲気が広がっていく。

　こうなってしまったらもう俺には、倒れ始めてしまったドミノのように、ただただその状況を見ていることしかできなかった。

　香坂はもう、歩を進めることすらできずにいた。

　この広いホールの中で、まるで香坂が一人きりになってしまっているような状況。これらの声を、視線を、ざわめきを、たった一人で大勢相手に立ち向かってきた、怖いと言っていた香坂は、一体どう感じているんだろう。

　想像すると、もう居ても立ってもいられなかった。

「香坂っ、こんなの気にするなっ」

　しかし、俺の言葉に返事はない。もう聞こえてすらいないのか、それとも届いていないのか。

　俺は歯を食いしばる。

　せっかくの好機だったのに。やっとここまでたどり着いたのにっ！

　長い時間を掛けてようやく、香坂が、高瀬がまた笑い合える可能性が見えてきたっていうのに！

　どうして、どうしてこうなるんだよっ！

　でも、どんなに間の悪さを嘆なげいても状況は変わらない。

　……悔しいけど、これ以上ここにいても香坂を追い詰めるだけだ。

　仕方ない。今はこの場から立ち去ろう。

　こんな形で、一つの不運で、踏ふみ出だした一歩が『傷』に変わってしまうなんて！

　唇を嚙かみ、逃げるように出入り口に足を向けようとした──まさにその時だった。




「伊い織おりちゃん！」




　よく通る、澄すんだその声はエントランスホールの中央から聞こえた。

　香こう坂さかを責め立てていた学生たちの好奇の視線は当然、突然の声の主へと向かう。

　そして引き返そうとしていた俺おれも、呼ばれた香坂も、同じように彼女へとその目を向けた。

　目を奪われるほど艶つややかな長い黒髪、圧倒的に美しいスタイル、そして俺の心を捉とらえて離さない切れ長の目。

　そう──高たか瀬せ涼りようのもとへと。

　その瞳ひとみから向けられる清せい冽れつな視線は、離れていてもなお射い貫ぬかれてしまうほどに真まっ直すぐだった。

「ごめんなさい！　あの時、何もできなくて」

　その美しい声は無数に行いき交かっていた無責任な言葉を停止させ、漂ただよっていた嫌いやな空気を吹き飛ばし、ホールに再び静けさを取り戻させた。

「……それと」

　独どく壇だん場じようになったエントランスホールで、高瀬はまた大きく息を吸う。

「ありがとう！　私を助けてくれて」

　高瀬の言葉に、香坂はただただ耳をすましていた。

　高瀬は目をそらすことなく、真っ直ぐに香坂を見据えたまま言葉を続ける。

「たとえこれから何が伊織ちゃんの敵になったって、私は絶対に伊織ちゃんのそばにいる！　……だからっ！」

　高瀬は拳こぶしを握り、振り絞るような、四階までの吹き抜けになったエントランスホールのすべてに届くような声で、叫ぶ。




「だからまた、私と仲良くしてほしい！　友達でいてほしいんだっ！」




　……それはきっと、ずっと高瀬が言いたかったこと、言えなかったこと。

　長い後悔の時間の中で、きっと何度も繰くり返かえされてきた言葉。

　高瀬は来た。来てくれた。

　鳥肌が立つほどの静寂の中で、香坂はやはり真っ直ぐに高瀬を見つめていた。

　あとは香坂が踏ふみ出だせば、差し出されたこの手に、この想おもいに応こたえれば二人の道は再び交わることになる。そう、ただ応えるだけでいいんだ。それだけで長かった二人の空白は終わりを告げる。

　香こう坂さか、高たか瀬せの言葉に応こたえろっ！

　しかし、期待している返事の言葉はいつまで待っても発せられない。

「……香坂？」

　香坂の身体からだは未いまだに震えたままだった。

　やはり、敵に囲まれていると錯さつ覚かくしてしまうようなこの状況は、想像以上に香坂を追い詰めてしまっているんだ。怖がらせてしまっているんだ。

　でも、高瀬はすでにこれ以上ない『告白』の言葉を放ち、返事を待っている。それには他ほかの誰だれでもない香坂伊い織おりが意思を示さなければならない。もちろん、俺おれが代わりに返事をすることだってできない。意味がない。

　でも、これ以上の沈ちん黙もくは──拒絶になってしまう。

　……どうして、どうして二人の間にはこんなにも壁かべが立ちはだかってしまうんだっ！

　何か、何かないのか？

　せっかくこうして高瀬が、香坂が一歩ずつ踏ふみ出だすことができたのに、あともう少し、あともう少しだけ届かない二人の手を結ぶ何かがっ！

　二人の間に流れる無言の時間は無情に延びていく。空気が変わり始める。

　ダメなのか？　……ここまで来て、それでも届かないのか？

　いよいよ気持ちが、視線が落ち始めてきたまさにその時だった。

　俺の目に映ったのは、香坂の赤いバッグの中に見える一つの輝きだった。

　それは、ティアラを載せた小さなクマのマスコット。

　そして、閃ひらめく。

『──でもお姉ちゃん、可愛かわいいところあるんですよ。今でも鞄かばんの中に昔お友達と分けたぬいぐるみを──』

「高瀬ッ！　ずっと持ってたんだろ？　見せてくれっ！　香坂と分けたものが、高瀬のそばにいるはずだっ！」

　俺の言葉に、高瀬は一いつ瞬しゆんの硬直を見せた。

　それでも、すぐに言葉の意味を察した高瀬は自みずからのバッグに手を差し入れると、それを取り出しかざしてみせた。香坂の物と対になるはずのクラウンを載せたクマのマスコットを。

　香坂の目には、確かにそれが映っていた。

　今度こそ、今度こそ届くはずだと、俺はただ香坂の反応を待つ。

　そして、無限にも感じる空白のあと。

「……桜さくら井いの噓うそつき」

　香坂は、視線を動かすことなくそうつぶやいた。

「涼りようはあんな風に本心を大声で言えるような子じゃなかったわよ」

　それからどこか呆あきれたようにため息を吐つく。

「……まったく、誰だれに影えい響きようされたんだか」

　つぶやいた香こう坂さかの横顔が見えた。

　小さく一度息を吐ついて、香坂は再び視線を真正面の高たか瀬せへと送る。

「……ねえ、さくらい」

　そして。

　ずっと大切にしてきたものを、その目に映しながら。

　奇跡を目の当たりにしたかのような、素直な表情を浮かべて。

　飾ることなく、恐れることなく。

　──香坂は告げる。

「ありがと」

　瞳ひとみからこぼれ落ちた一粒の涙。

　きらきらと瞬またたきながら、足元へと落ちていく。

　それは到来の早すぎた大型台風、猛威を振るっていた熱帯低気圧が、温かな涙雨を一粒だけ落として消えていくかのようだった。

　ああ、たどり着けたんだ。二人がまた一緒に笑い合える未来に。

　どうしてだろうそんな未来を想像すると、俺おれまで泣いてしまいそうだった。

　やっぱり、どんな選択にだって壁かべは立ちはだかる。それでも。

[image: ]

　……香こう坂さか伊い織おりが守り続けていた一つの選択は、高たか瀬せ涼りようが抱え続けていた後悔は、今この瞬しゆん間かんにたどり着いたんだ。長い時を越えて、かけがえのない存在へ。

　だからやるべきこと、残されたことは、あとたった一つ。

　高瀬は待っている、香坂伊織の答えを、返事を。ずっと一人で抱えたままでいた後悔が、深い絆きずなへと変わる瞬間を。

　最後の最後に訪れた障害も見事に乗り越えた二人の間に、立たち塞ふさがるものはもう何もない。

　後はただ、その瞬間を待つだけだ。

　やがて香坂は空いた方の手を腰に当て、しなやかな髪を首の振り一つで払ってみせた。

　いつも通りの気丈さに、どこかちょっとだけ気恥ずかしさをのせたような表情が見える。

　そして、その答えはもちろん──。

「しかたないわね。そんなにわたしと仲良くしたいって言うんだったら……特別だからね」

　ちょっと上からだった。




　　　◆◆◆




「ひ、久しぶりね」

「うん、久しぶり」

　エントランスを出た俺おれたちはまた、四階の休きゆう憩けいスペースへと移動することにした。

　そして数年ぶりの再会を果たした二人の間には、なんとも言えない距離感があった。

　でも、こればっかりは仕方ないよな。お互いに思うところは色々あるだろうし。

　俺はそんな二人を一歩離れて見守ることにする。

「元気にしてた？」

「うん、その、伊織ちゃんは？」

「ご覧らんの通りよ。でも涼……それ、まだ持ってたのね」

　そう言って香坂は高瀬の手に収まったクマのマスコットを見つめる。

「ずっとずっと一緒だった。今ではクラウンやティアラをモチーフにした小物なんかも好きなんだ」

「そうなの。わたしもこの子とはずっと一緒だった」

　そう言って香坂も、ポーチに付けていたティアラの付いたマスコットを取り外してみせた。でも、そのバッグやミュールがエンジ色な理由までは言わないのが香坂らしくてちょっとにやけてしまう。でも何より、二人がどこか嬉うれしそうにしてるのがいいな。

「……伊織ちゃん。ずっとお礼すら言えずじまいで、本当に、申し訳ない」

　そう言って高瀬はまた頭を下げた。

「それは……もういいわよ。そういう律りち儀ぎなところは変わってないわね。わたしはなんとも思ってないんだから気にしないで。わたしの方こそ急に転校なんかしてごめんなさい」

「でも本当に良かった。私は嫌きらわれてしまっていると思っていたから」

「バカね。嫌いになんてなるわけないでしょ。いっぱい助けてもらったもの、涼りようには」

　そう言って香こう坂さかは少し恥ずかしそうに視線をそらす。

「その、また一緒に、遊んだりしてもらえるだろうか？」

「そんなこと言っていいの？　わたし行きたいところ、いっぱいあるんだから。本当に全部残さず付き合ってもらうわよ」

「うん、私で良ければ。伊い織おりちゃんは変わらないな」

　ここで初めて、二人の間に笑顔が生まれた。

　それに、ぎこちなかった会話が少しずつだけど打ち解けていってるような気がする。あるいは、元の距離感に戻っていってるのかもしれない。

　やっぱり香坂がちょっと前に出ていて、高たか瀬せが後ろから付き添う。そんな感じだったんだろうな。

「どこかおいしい物を食べに行ったり、映画を観みたり、カラオケにだって行ってみたい。お花見は……ちょっと遅いわね。でも夏になれば海にプール、秋になったら紅葉だって見たい。わたし、してみたいことたくさんあるんだから」

　次々にあふれかえってくるものは、きっと今までずっと心にしまってきたものなんだろう。でも、それだってこれからいくらだってかなえられる。

「うん、すごく楽しみだ。伊織ちゃんはこっちで一人暮らしをしているのか？」

「そうよ……あ」

　答えて、不意に何かを思いついたかのようにその言葉を止めた。

「その、今度うちに、き、来なさいよ」

　香坂は止まらない。本当に、やりたいことがいっぱいあったんだな。

「うん、伊織ちゃんにもまたうちに来てほしい。お父さんも喜ぶと思う」

　なんだと……香坂は高瀬父の信頼を勝ち得てるというのか？

　高瀬は安心したように息を吐つき、じっと真まっ直すぐに香坂を見た。

　あっ、香坂……くるぞ。

「伊織ちゃん。これからも、よろしくお願いします」

　高瀬の律りち儀ぎ丁てい寧ねいモード。これが完全に本心からやってるんだから高瀬は恐ろしい。

「はっ？　え、ええと、こ、こっちこそ」

　やっぱり。これにはさすがにたじろぐ香坂がなんだか面おも白しろくて、俺おれは笑ってしまった。

「あーっ！　桜さくら井いが両手に花状態になってやがる！」

「お、篠しの塚づかか」

　能天気な声に呼ばれて振り返ると、そこにいたのは篠塚だった。

「こんにちは」

　そして藤ふじ宮みやさんも一緒だった。

「あら、藤宮も一緒だったの」

「……あれ？　なんか急に普通に話すようになってない？」

　ずいぶんと自然な返しをする香こう坂さかに篠しの塚づかは驚おどろいていた。まあ、そうだよな。

「はい。香坂さんとお友達になれたんです」

「マジか……俺おれも入れてよ！」

　おー、さすが篠塚調子がいいな。あんなことがあっても普通にそんなことが言えるなんて。

　さて香坂はどう出る？

「……気安く言わないで。そうね……アンタは香坂様から始めなさいよ。それなら許してあげるわ」

　そう言われて篠塚はグッと黙だまり込こんだ。

　香坂にしてはそれでも結構がんばったんだろうけど、ちょっと上からがすぎたか？

　俺は手に汗を握る思いで篠塚の反応を待つ。

「それはそれで！」

　たくましいな！　もう楽しければなんでもいいのかお前は。

「それじゃ、わたしはコーヒーでも飲んで帰ろうかな」

「あっ、私もご一緒させてもらってもいいですか？」

　藤宮さんが香坂の同行に名乗りを上げる。

「えっ？　う、うん」

　それは香坂にとっても唐突かつ予想外だったんだろう、ちょっと驚いたようにうなずいていた。

「あっ、俺も俺もっ！」

　そして篠塚もそれに続く。

「何よ……アンタも来るの？」

「お供させてください！　香坂様！」

　篠塚はズバッと華か麗れいに頭を下げる……順応するの早いなお前！

「ま、まあいいわ、勝手にしなさいよ」

　んー、俺たちも後に続いた方がいいのかな？　俺はそんなことを考えていた。

「……桜さくら井いたちは積もる話とかあるでしょ」

　すると香坂は、どこか気を遣つかうような感じでそう言った。

「そう……だな」「うん、ありがとう」

　高たか瀬せと声が重なる。

「それじゃまたね、涼りよう」

「うん、また」

　香こう坂さかが歩き出すと、藤ふじ宮みやさんや篠しの塚づかもそれに続く。

　三人連れ出って立ち去っていく後ろ姿をどこか感慨深く眺めていると、不意に香坂が振り返った。




「桜さくら井いの……ばーか」




　そして香坂は唇をとがらせたまま「ふん」とそっぽを向いて、そのままホールから出ていってしまった。

　なんだよそれは。でもまあ、本当に最後までひどい言われようだったけど、その不ふ機き嫌げんな猫みたいな感じがなんだかすごく香坂らしくて、つい嬉うれしくなってしまうのだった。













　　　第四章　　　台風一過







「……桜さくら井い君」

　優しく落ち着いた声に呼ばれる。

「一緒に、帰ろう」

　高たか瀬せからそう言われた時から、俺おれは嬉うれしさと怖さの入り混じった不思議な感情に揺れていた。

　香こう坂さかはやっぱり、俺がもともと高瀬のために香坂に付き合っていたというのが気に入らないのか、「今日のところは見逃してあげる」と、案の定上から言い放って、さっさと離れていってしまった。

　そうして俺たちは、二人で帰宅の途に就つくことにした。エントランスを出ると、紫味を帯びた空に煌こう々こうと輝く金星が見えた。

　一歩先に校舎を出た俺が振り返ると、高瀬は申し訳なさそうな顔をしていて、また胸が痛む。

　こうやって一緒に歩くのは、何も懐なつかしむほど前のことじゃない。それだっていうのに、なんだかずいぶんと久しぶりな気がする。

　ほとんど俺と変わらない高さにある小さな頭、一歩ごとに揺れる長い黒髪、美しい歩き姿。最初に出会った時はあれだけ「何を話そう」「沈ちん黙もくが怖い」と思っていたのに、ただ隣となり合あって歩くだけで楽しいと思うようになったのはいつからだったろう。

　のぞき見た表情にはやっぱりどこか憂うれいの色が見えて、いつもなら気にならない、心地ここち好よさすら感じていた沈黙が、今日この瞬しゆん間かんはひどく不安を煽あおる。

　俺の目標は、薄氷の上を渡るような際きわどさの上に達成した。

　高瀬と香坂は、再びその友情を結び直すことができた。そして何より高瀬はもちろん、香坂も生意気でわがままだけどいいヤツだ。きっと二人は少しずつ昔の距離間を取り戻していくんだろう。

　ただ、その間に生まれてしまった俺と高瀬の間のすれ違いは、どうだろう。

　決定的なものになってしまったのだろうか。

　もしそうなんだとしたら、「一緒に帰る」のはこれが最後になってしまうのかもしれない。

　並んで歩く速さも、二人がとる距離も、俺の気持ちも変わらない。でも、その間に高瀬の気持ちが変わってしまうことは……あるのかもしれない。

　香坂には藤ふじ宮みやさんという同級生の友達もできた。だから一人じゃない。俺がいなければ孤立してしまうというわけではない。

　でも、それこそタッチの差で、俺と高瀬の気持ち自体がすれ違っている可能性は、ある。

「……桜さくら井い君」

「なに？」

　ちょうどキャンパスを出たところで、呼びかけられた。

　高たか瀬せは、その目元が隠れてしまうくらい下を向いた状態で歩を進めている。

　胸を叩たたき破やぶってしまいそうなほど、鼓動が激はげしくなっていた。圧倒的なボリュームでドンドンと鳴なり響ひびく心音は、周りの音をかき消していってしまう。

　音が消えた世界で、俺はただ高瀬の言葉を待つ。

「申し訳ない」

　その言葉に、視界がぐるりと回転するような感覚を受ける。その場に倒れ込んでしまいそうな感覚。ああ、あの『足元が崩れて落ちていく感じ』ってこういうのを言うのか……。

「な、にが？」

　それでも、どうにか俺は言葉をつなぐ。

「突然、連絡は控えたいなんてことを言い出してしまって」

「え？　あ、うん」

　続いた言葉が決定的なものじゃなくて、俺はどうにか踏ふみ止とどまることができた。それでも鼓動は鳴りやまない。きっと本題は、まだこのあとに来る。

「少し、色々なことを考えてしまって」

「ああほら、でも、高瀬にとってはずっと気になってたことだもんな。し、仕方ないよ」

　ああ、なんか自分でも何を言ってるんだか分からなくなってきてる。

「ずっと、ずっと考えてた。特に桜井君と出会って、その、お付き合いすることになってからは何度も。だから、こういう形で伊い織おりちゃんと再会できて、本当に良かった」

「長かったね」

「うん。それと……一人で色々、勝手なことを考えてしまった」

　高瀬はまた「ごめんなさい」と言って頭を下げた。

「で、でもほら、それは仕方ないよ。俺が勘違いさせちゃうようなことをしてたんだし」

　高瀬と目が合った。その目はとても真剣で、ついに手足が震え始めた。

「桜井君はすべて私のために、私と伊織ちゃんがもう一度仲良くなれるようにしてくれていたのに、私は……」

「そ、んな、大したことじゃないよ」

　もう、ただの返事すらまともにできない。

　私はもう桜井君のことは……そういう、ことなんだろうか。

　限界だ。次の言葉が……怖くて怖くて仕方がない。

「…………すまない」

　高瀬が小さく息を吐ついた。続きの言葉は──来なかった。

「そ、それで……終わり？」

「うん、他ほかにも何か嫌いやな思いをさせてしまっていただろうか？　そうだったら教えてほしい」

「いや、いや、良かったぁ……別れたいって言われるのかと思った。もう、生きた心地ここちがしなかったよ……良かった」

　今度は安心で足がふらついた。身体からだ中じゆうの力が抜けてしまって、本当にその場に座り込んでしまいそうになるのを、また必死になって堪こらえる。

「実は……その方がいいのかなとも、考えた」

　え、本当に？　ヒヤリと冷たいものが背筋を流れるような感覚。

　しかし高たか瀬せは懺ざん悔げするかのように言う。

「伊い織おりちゃんは私のことを守ってくれたのに、私は何もできなくて伊織ちゃんは引っ越していってしまった。それから私だけ桜さくら井い君に優しくしてもらって、助けてもらって、自分だけ、こんなに幸せで。だから伊織ちゃんを見かけて、今どうしているのか聞いて、桜井君とだけは仲がいいって知った時は……やっぱり、私だけこんなに恵まれていてはいけないんだと思ったんだ」

　潤うるむ瞳ひとみが、街灯から届く光にきらめいていた。きっと高瀬はすごく悩んだんだろう。

「そんなに悩ませちゃってたのか。でも高瀬が来てくれて本当に良かったよ。一気に空気が悪くなっちゃったから。香こう坂さかにとってはああいう一対多数の状況ってやっぱりつらいみたいで、もう、逃げ出しちゃう寸前だったんじゃないかな」

「……あの時、私はエントランスの隅すみで悩んでいたんだ。直前まで踏ふみ出だせそうになかった。でも、ずっとあの時助けてもらったのに何もできなかったことを後悔していたから、今度は絶対に私が力になるんだってずっと思っていた。桜井君が私のためにしてくれていたことも後押ししてくれて、私は今度こそ言葉にすることができたんだ」

　そうか、後悔があったからこそ、今回はできたんだ。もしも前に進もうとし続けているのなら、後悔だって武器になるんだな……。

　高瀬はそうやって、後悔を糧かてにして望む未来に進むことができたんだ。

「でもどうして高瀬がそのことを？　高瀬と香坂はそんな話をしてなかったと思ったけど？」

「桜井君が伊織ちゃんと藤ふじ宮みやさんと三人で話をしていた時があったと思う」

　それは『変人』に教えてもらった場所で香坂と藤宮さんを引き合わせた時のことだろう。

　……あれ、どうしてそのことも知ってるんだ？

「あの時、私もあの場所にいたんだ。ちょうど柱の後ろのところで、待ち合わせをしていて。あの場所に座られてしまうと、もう出ていくには桜井君たちの前を通らないといけなかったから……あの話を聞いて、私は泣きそうに……いや、少し泣いてしまった」

　ああ、そういうことか。そんな漫画みたいな展開で、高瀬の勘違いは晴れたのか……。

　大きな吐と息いきは安あん堵どのため。そして、まだかすかに早っている鼓動を落ち着かせるため。

　でも、とにかく何より……。

「よかった、最後には高たか瀬せに選んでもらえて」

　それは言葉にしてから実感してしまうほど、本当に心からの一言だった。ただ隣となりにこうして高瀬がいるだけでこんなに安心できるなんて。

「うん。やっぱり桜さくら井い君のことを諦あきらめるなんて……どうしてもできない」

　高瀬は吐と息いき混じりの声で言う。

「色々なことを思い出した。職員室に呼ばれて初めて話した時のこと、私のことを桜井君が、その、好きと言ってくれて……すごく、嬉うれしかったこと」

　そして恥ずかしそうに少し間を取ってから、続ける。

「あの日から、嬉しいことや悲しいことがあると最初に桜井君に聞いてもらいたくなって。目が覚めて最初に考えるのも、夜眠る時に最後に思い出すのもいつも、桜井君で……」

　言葉を選ぶようにしながら語る、その一言一言が嬉しかった。不安で一気に氷点下まで落ち込んだ体温が、少しずつ温まっていくような感じがして。

「どうしても、どうしても、私は桜井君と一緒にいたいと、そう思った」

　……良かった。気持ちは変わっていないんだ。あまりに素直な言葉が、飾らない姿勢がそう実感させてくれた。だから。

「俺おれも、一緒だよ」

　そう答える。すると、高瀬の澄すんだ瞳ひとみが俺の目を捉とらえた。

　……ああ、来る。待ち望んでいた瞬しゆん間かんが。

　その瞬間を見逃さないために、自然と意識のすべてが高瀬の方へと吸い寄せられる。

　そしてその予感の通り、高瀬は一瞬の間のあと──。




　──その切れ長の目を細めて微笑ほほえんだ。




　やっぱり、何度見てもいい。この瞬間の高瀬の美しさは、可愛かわいらしさは、大きすぎる落差は、俺にとって……何物にも代えられない宝物だ。

「あ、その、桜井君、そんなに見つめられると……その」

「あっ、ごめん」

　視線をちらちらとこっちに向けながら、高瀬は身を硬くしていた。

　つい欲張って長々と見続けてしまった。でも、ここまでを一つの流れと考えるのもいいかもしれないな。リアクションが可愛いから。

「あ、そう言えばさ、香こう坂さかのことはいつ頃ごろ見かけたの？」

「始業日からわりとすぐの頃だ」

　それってそのまま『推すい薦せん』の推測の通りだな。こんなところでもその鋭するどさに驚おどろかされる。

「それから勘違い……になっていっちゃった？」

「……うん」

「……本当にごめん」

　首を振る高たか瀬せ。でも、俺おれにはそれでも未来組がいてくれた。その間ずっと高瀬は一人で思い悩んでいたんだろうと思うと、胸が痛い。

「でもさ、俺に限ってモテることなんてないよ」

　ちょっと落ち込みがちな雰囲気を変えようと、俺はそんなことを言ってみる。

　そもそも『推すい薦せん』じゃあるまいし、俺の人望のなさから考えればそんな展開はあり得ないと思う。『受じゆ験けん』はご覧らんの有り様だし、『変人』に至っては高瀬ストーカーだし。

「高瀬が心配するような展開なんて絶対ないよ。仮に俺が素敵な女子と楽しそうに遊んでたのを見かけたとしてもさ……」

「それは……だめだ」

　高瀬は俺の言葉に割り込む形でそう言った。ちょっとすねた感じで。

「俺が他ほかの女子にモテるなんて……ぐふっ」

　ありえないのに。と、続けようとした俺の頭にチョップが炸さく裂れつする。

「だめ」

「……はい」

　じっと俺を見つめて「だめなの」と高瀬は重ねて言う。

「高瀬にモテていればそれだけでいいです」

「うん」

　結局俺は一いつ切さいの反論をする隙すきもなく、早々に白旗をあげることになった。

　こうして駅にたどり着いた俺たちは、同じ下りホームに並ぶ。こうして隣となり合あって電車を待つのは始業日以来だけど、今ならこんなことすらとても、幸せなことに思えた。

　少し帰りが遅くなってしまったこともあって、ホームにはすでに結構な人数が次発の到着を待っていた。俺たちは離れてしまわないように寄り添い合うようにして並び、やがてやってきた電車に乗り込む。

　予想はしていたけど、帰宅ラッシュの時間の電車内はすごく混んでいた。

　高瀬の手を取って、次々と乗り込んでくる人たちをどうにかやり過ごし、出発を待つ。

　しかし実際に動き出すとまた、俺はあまりに近くにいる高瀬に声を掛けることができない。

「うわっ」

　そんな時、大きく電車が揺れた。

　隙間なんてほとんどない狭い車内で、背後の人に押し出された高瀬を受け止めた俺は、再び密着状態になる。

　こんな状況で俺が言えることなんてやっぱり一つしかない。

「大丈夫？」

「うん」

　高たか瀬せはやっぱり簡潔にそう答えた。

「おおっ……と」

　そして細かく断続的に掛けられたブレーキのせいで、高瀬の身体からだがこちらにもたれかかる形になった。

「申し訳ない。重くないか？」

「うん、大丈夫。むしろおいしい感じ」

「もう、桜さくら井い君は」

　こうなってしまうとなんだか恥ずかしくて、俺おれはまたバカみたいに同じことを聞いてしまう。

「……高瀬こそ、苦しくない？」

「うん」

　するとやっぱり、高瀬はそう答えた。

　……こうしていると、高瀬の温度やかすかな息いき遣づかいが聞こえてくる。目と鼻の先にある高瀬の髪の匂においが心地ここち好よい。そして同時に視線やら意識の行き場に困ってしまう。それでも、離れそうになってしまった不安を思い出してか、それとももう一度絆きずなを結び直すことのできた喜びからか、このままこうしていたい、離れたくない、どうしてもそんな風に思ってしまう。

「……桜井君」

　そんなことを考えていると、不意に高瀬がこんな狭く混んだ車内の中でさえ、俺にしか聞こえないような小さな声でそうささやいた。

「なに？」

　尋ねると、高瀬は恥ずかしげに下げていた顔をそっと上げる。

　そして何度か、ちらりと目を合わせては外しを繰くり返かえしたかと思うと、覚悟を決めたようにじっと、俺を見つめた。

　そうして、やはりささやくようなかすかな声で、でもしっかりと。

「……ありがとう」

　そう、言った。

「うん」

　返事をすると高瀬はまた顔を下げた。それはまるで、俺の胸元に額ひたいを埋めるような形で。

　混み合っている車内では、あちらこちらから様々な雑音が聞こえてくる。レールと車輪が擦こすれる音、話し声、鞄かばんを開ける音、目の前のつり革がしなる音。

　しかし二人の間にはまた無言の時間が続いていた。

「……桜井君」

　そんな二人だけの静寂の中で、高瀬はもう一度俺を呼んだ。

「なに？」

　聞くと、高たか瀬せの左手が俺おれの二の腕の辺りをつかんだ。

　そしてわずかな沈ちん黙もく。俺の胸にその小さな頭を擦こすりつけるようにしたあと、高瀬の右手が人波の下で俺の手をそっと握った。

「高瀬？」

　意外な行動。高瀬が今どんな表情をしているのか知りたくて、その名前を呼ぶ。

　でも高瀬は、ぎゅっと密着したまま顔を見せてくれない。

　……でも、それでも。

　艶つややかな黒髪の隙すき間まに見える真っ赤な耳が、俺にはとても愛いとしかった。
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　　　終章　　　四人の俺おれ







「いえーい！　ミッションコンプリートォ！」

　帰宅すると、未来組の三人が小こ躍おどりしながら待まち構かまえていた。

「何やってんだよ、お前ら」

　なんで突然テンションが高くなってるんだよ。ついこの前全員で出かけていってから、妙に団体行動が目立ってた気がするけど。

「高たか瀬せちゃんとの復ふく縁えん祝いに決まってんじゃーん」

「なっ、なんで知ってんだよ！　ていうかそもそも別れてねえよ！」

「あとをつけてたからねェ、ここ二、三日」

「はっ？　なんで勝手にそんなことしてんだよ！」

「だってそんなの気になるに決まってるじゃーん」

　まったく悪びれた感じもなく『推すい薦せん』は言う。いよいよ第一回桜さくら井い真まさ人とモラル会議が必要になるのか……。はたしてどこまで堕おちてしまうんだろうか、俺は。
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「『変人』まであとをつけるような真似まね……普通にするよな。本職がストーカーだもんな」

　考えるまでもなかった。

「お前らなぁ、俺おれがこんな窮きゆう地ちに立たされてたっていうのに、何してたんだよ。妙なことはしてないだろうな？」

「何してたかってェ？　聞いたら結構驚おどろくと思うよォ」

『推すい薦せん』は、にひひひといたずらっぽく笑った。

「じっつは香こう坂さかちゃんと藤ふじ宮みやちゃんの会話中にィ、高たか瀬せちゃんを柱の裏の席に誘ゆう導どうしたのはオレらでしたーっ」

「……はい？」

　なんだそれ。あの漫画みたいな状況を、『推薦』たちが作り上げてたっていうのか？

「でも、そんなのどうやって？」

「まず時間についてはお前から直接聞いていたよな。そして話のしやすい場所として校舎四階、隅すみのスペースを選んだのは俺の知恵だ。これで場所が確定した」

「まあ、そうだな」

　でもそれだけでどうやってあんな状況を作れるんだ？

「もともとあの場所は涼りようを待つためによく使っていた。あの直前の時間に涼がいる教室から最も近い休きゆう憩けい場所なんだ」

「まあそんなわけで朝から高瀬ちゃんの到着を待って尾行を開始したってわけ。何時頃ごろに家を出てェ、どこを通ってどの教室に行くかまでェ、『変人』が全部知ってたからねー」

　それは……気持ち悪いな。

「『変人』は高瀬ちゃんが時間通りに動いてくれるか見守るだけだったからいいけどォ、オレのポジションは結構キツかったんだよねェ」

「大学時代の涼が物思いにふける姿は……最高だった」

「ちょっと黙だまろうか。『推薦』のポジションってなんだよ」

「オレはァ、高瀬ちゃんの三人組の友達に張りついて高瀬ちゃんと授業がかぶってない子の携帯を拝借してェ、高瀬ちゃんにこっそり例の場所への呼び出しのメールするっていう、かなり緊きん張ちよう感かんあるミッションをしてたわけ」

　ああ、あのミヤ、トモ、カナエとかいう雑めな女子たちか。

「いやでも『推薦』のフットワークは素晴らしかった。香坂と藤宮が来る前までに涼にメールを送らなければならない以上、明確なタイムリミットがある中でのことだったからな」

「まーね。結構冷や冷やしたよォ。ま、それが逆に燃えたけど」

　すごいな。それなら確かにあの場に高瀬を呼び出すことも可能かもしれない。

「……なるほど。でも、それじゃ『受じゆ験けん』は何をしてたんだ？　一緒に出てたんだよな？」

『推薦』は時間制限つきの課題を、『変人』は高瀬の知識を武器に時間や場所を限定したっていう手柄があるけど、『受じゆ験けん』はどうしてたんだ？

「ああ、実はァ、あの展開自体を計画、指揮したのが『受験』だったんだよねェ」

「……マジで？」

「そ。エントランスって吹き抜けじゃん？　四階から一階を見渡しながら指揮してたってわーけ。「桜さくら井い真まさ人との陰の努力は高たか瀬せさんに届くことなく、ただ悲しみにくれるしかなかった。そんな未来認められるものか！」とか言っちゃってさァ」

　苦にが笑わらいする『推すい薦せん』を補足するように『変人』が続ける。

「イチかバチかの部分もあったんだけどな。必ず核心に迫る話になるとは限らなかったから。でももしその核心を涼りようが聞く形になれば、勘違いは解消され、むしろ印象は大きくプラスになる。というのが『受験』の目論もくろ見みだったわけだ」

「……だから俺おれの思っていることを素直に話せって言ったのか」

　その見事な計画と手て際ぎわについそうこぼすと。

「まあ、そういうことだ」

『受験』は短くそう言った。あの薄氷の状況だ。確かにその展開があったからこそ、高瀬の決断は良い方へ向いたのかもしれない。

「でも、よくそんな手を思いついたな……何があったんだ？」

　尋ねると『受験』は笑って、胸ポケットから何やら取り出した。

「これだ」

　後学ノートかよ！　俺は後学ノートに助けられたのかッ！

　たぶん恋愛物の漫画とかドラマを見てメモをとったんだろうな……。

「まあでもなんだ、助かったよ、ありがとな」

「……私は今回のことで大いに衝しよう撃げきを受けた！」

『受験』は背筋を伸ばして、演説でもするかのような口調で言った。また急だな。

「私は連日新歓やクラス会に足を運び、女子との付き合い方についての研究を繰くり返かえした」

　鼻の下を伸ばしながらフラフラしてたようにしか見えなかったけどな……。

「だが私は、君が高瀬さんのことを考え、信じた結果を見て気が付いた！　どれだけたくさんの女子と楽しく話すことができても、最後にたどり着くのは空むなしさのみ。やはりかけがえのない一人の女性こそが、私の求めているものなのだと！」

「おっ、俺を見てかよ」

「遠回りしたわりにはァ、普通のことに気が付いたんだねェ。でもまァ、確かにすごいがんばったとは思うけど」

『受験』は、眼鏡めがねをクイッと上げて不敵に微笑ほほえんだ。

「だが、私とてただただ飲み歩いていたわけではない。あとは運命の女性さえ現れれば磨みがき抜ぬいたこの会話テクニックと、今の私のセンスであれば……恋人と手つなぐ……いやそんなわがままは言うまい。デート……いや、それもまだ贅ぜい沢たくか、毎朝挨あい拶さつを交かわすことくらい造ぞう作さもないことだ！」

　目標を下げすぎだろっ！

「それじゃー誰だれかこの子だっていう子ォ、見つかったりしたの？」

「いや、私は小学生時代に一度、あとは極ごく々ごく一時的に気になってた子がいたこと以外にない」

「そんな稀まれな話になっちゃうのかよ……」

　こうなってくるといよいよ後学ノートばかりが厚くなってくような気がするな……。

「でもまァ、気付けたことがあっただけでもォ、良かったんじゃないのー？　これで女の子目当てにフラフラなんてことにはならないっしょ」

「むう、それでは『推すい薦せん』の方はどうなんだ？　何か見つかったのか？」

「オレはそうだなー。大学の色んな人を見て、一歩引いた位置からその人の色んな可能性を考えたり想像したりするのが楽しかったかな。髪型一つ変えるだけでもっと綺き麗れいになれる子とかいるんだよ、これが」

「何かをつかんだかのような言い方だな」

「なんとも言えないけどねェ」

「それなら『第一回ときめけ俺おれの世界。この世界に来てここが良かった選手権』とか始めるか？」

『変人』が冗談めかしてそう提案した。

「「勘弁してください」」

　未来組の二人は即座に頭を下げる。……お前らそんなにあれ嫌いやだったのか。

　未来組から不幸話を聞きながら進路に悩んでいた時のことを思い出して、つい苦にが笑わらいを浮かべると、『変人』も同じように笑っていた。さすがに慣れたものだ。俺も未来組と接してる時はこんな感じなんだろう。

「それで未来組はこれからどうするんだ？」

「オレはもう少しここで見たり考えたりしたいかもー」

「私も今度は、運命の人との出会いという点で考えてみたい」

　まだ居座るつもりなのかよ……お前ら。

「……俺は帰る。この世界で確かに可能性を見た。涼りようは香こう坂さかと仲良くなれる。後悔を糧かてにしてまで。そんなシーンを見たい。いや、何よりこの世界の桜さくら井い真まさ人とだけがそんな涼の微笑ほほえみを知っているというのは許せん」

「なんなんだよそのスタンスは！」

「当然だろう。俺の涼は至高だからな」

「それなら俺の高たか瀬せは……究極だよ」

「ふん、それじゃあな桜井真人。高瀬涼を大切にしろよ」

「言われるまでもねえよ」

「……ありがとうな」

　そう言うと『変人』はどこか楽しそうな笑みを浮かべながらキザに片手だけ挙げて、部屋を出ていった。

「なんで部屋から出ていったの？」

「んー、雰囲気的なものじゃない？　でもいいのォ？　キミも忘れてることあると思うけど」

「えっ、忘れてること？　なんだよ、何かあるか？」

　考えてみてもこれといって何も思いつかない。香こう坂さかと高たか瀬せはまた仲良くなれた。藤ふじ宮みやさんや篠しの塚づかともこれからは一緒に行動していきそうだし……特に何もなさそうだけどな。

「サークル入らないとォ、結構大学生活ってキツい部分多いんだよねェ。講義のノートとか、単位取得のワザとか、あと青春的な意味でも？」

　……そう言えば新歓の一つも出てないな、俺おれ。

「な、何かお勧すすめのサークルとかある？」

　俺が聞くと、未来組の二人は待ってましたとばかりに各々の意見を口にし始める。

「私の運命の人探しのためにも女子の多いサークルに！」

「いーや、資格とか勉強につながりそうなサークルだね！」

　案の定言い合いを始める未来組。するとなぜか部屋のドアが開いた。

「話は聞かせてもらった。もうこの際だ、涼りようを研究しよう」

「まだ帰ってなかったのかよ！　早く帰れ『変人』！」

「帰ってから来たに決まってる！」

　しかし、俺の言葉も空むなしく三人の未来組は言い争いを始めてしまう。『変人』が一度親指を立ててみせたのはきっと、香坂のことについて上手うまくいったからだろう。

「私の運命の人を！」「いや！　俺の将来のために！」「涼の研究をしよう！」

　詰め寄ってくる俺らに向けて、俺は最大限まで息を吸い込んだ。

「お前ら今すぐ帰れーっ！」







　あとがき




　皆様お久しぶりになります、高たか樹ぎ凛りんです。

　……受賞によって全すべての運を使い果たしたはずなのですが、どうにかまだ生きております。

　さて、季節はいよいよ夏目前。今年、大学一年生になった皆様はもうそろそろ色々なことが『決している』頃ころかと思われます。作中にも色々と大学入学時のちょっとした『あるある』が登場していますが、皆様はいかがでしょうか。

　四月からの戦いに生き残った者たちは、これから訪れる大学生活初めての夏休みを満喫することになるわけです。運動系サークルの一見男おとこ勝まさりなあの子が見せる浴衣ゆかた姿の意外な可愛かわいらしさ、文化系サークルの大人しいあの子の大胆な水着姿、湖のほとりで行われるバーベキューでしれっと料理上手じようずさを垣かい間ま見みせる元気自慢のあの子……。

　ああもう八月が今すぐ氷河期になればいいのにッ！

　……夏のイメージがどうにもリアルさに欠けるのはお許し頂ければと思います。あの頃の僕は連日クーラーが効きいた部屋で「直死の魔ま眼がんやばい」だの「体は剣でできている」だのと（半裸で）言いながら過ごしていたので。そして、八月も終わる頃に不意に見上げた空が真っ青だったことに気づいた時のあの衝しよう撃げきと言ったらもう即死レベルです。

　あっ、で、でも後悔なんてしてない……してないです。……してないって言ってんだろー！

　ええと、今にしても思うのですが、大学生活を楽しく過ごすための様々な知識や技術、さらには夏休みをキャッキャウフフな感じにするための方法は、どうして全て自力もしくは自己流で学ぶしかないんでしょうね。千年前のおっさんが誰だれと戦ったとかよりも、隣となりの異性と仲良くなれるような、身近で切実な幸せにつながる授業の方が個人的には必要だと思うのですが……もしくは今すぐに氷河期を起こせる異能力開発。いや、だから後悔とかしてないですからッ！




　……それでは一通り僕の夏の素敵な思い出を語ったところで、ここからは謝しや辞じを。

　担当編集の粂くめ田た様。今回はフラグの件で多分にお世話になってしまいました。僕自身には何のフラグも立ってないのにフラグに苦しむとか……なんて残酷なんでしょう現実は。そんなこんなでずいぶんと手間を取ってしまいましたが、最後までお付き合い頂きありがとうございました。

　イラストを担当して頂きましたぎん様。今回も思わずその脚を舐なめたくなる……いや、その、ついにやけてしまうような素晴らしいイラストをありがとうございます。香こう坂さか伊い織おりのイメージが最初から完かん璧ぺき過ぎて驚おどろきました。思わず脚を舐めて…………。『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』の短編用に描いて頂いているイラストの方も毎回楽しみにさせて頂いております！

　Ｓ県の無む迅じん氏。何げに「こういうの考えてみたんだけどさ」話ができること、そして何げないお勧すすめ作品は結構助けになってる感じだから今後ともよろしく。半分寝ててもいいよ。

　そして編集部の皆様や校こう閲えつ様、本書の制作に携たずさわって頂いた全すべての方に御礼申し上げます。

　さらに今日の僕を作った全ての出会い……いや待てよ。中学生の頃ころ、隣となりの席の子がドジで、机から落としそうになった教科書や筆箱をキャッチしたり、忘れ物を貸したりと、できる限りのフォローをしていたら、ある日「ねえ、眼鏡めがねちょっと外してみて？」と言われたんです。それで言われた通り外してみたら「……はぁ、あんまり変わらないね」と明らかにガッカリしてみせたあの子にはいらないですよね？　『眼鏡を外してみたら美少女』ですらもう今じゃ全然見ないのに、ましてやそれを男に期待するなんて、ねえよ……でもまあ、あざっす。




　最後に読者の皆様。

　一巻に続いてお付き合いして頂いた方、初めて読んでくださった方、皆様ありがとうございます。応援のお言葉を伝えてくださる方もいらっしゃって非常に嬉うれしく感じております。自作が世に流通するということの喜びを感じる瞬しゆん間かんでした。

　さて、またも長々としたあとがきになってしまいましたが、前回と同様に最後はこう締しめさせて頂こうと思います。




「『明日から俺おれらがやってきた』にお付き合い頂き、本当にありがとうございました！」


高たか樹ぎ 凛りん　
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高たか樹ぎ 凛りん

神奈川県横浜市在住なのですが、観光名所と呼ばれる場所にはほとんど行きません。そんな僕のお気に入りは、書店、レンタル店、そして某カメラ屋の三ヶ所です。欲しい物のほとんどがここでそろいます。別に横浜でなくても行けるところばかりですね。
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イラスト／ぎん

ぎんです。最近、船で大阪へ遊びに行ったんですけど港に着いてから財布がないことに気づき、絶対寝てる間に盗られたんだ！って思って親に電話したら家にありました。
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